
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お前さんは死んでしまったので悪役令嬢にＴＳ転生して実は善人なのに追放される様子を配信でＲＴＡしてもらう」

「なんて??」

「本当に申し訳ない」

「謝ってなんとかなるレベル超えてんだろ」

　果てなく続く蒼そう穹きゅう。

　純にび色いろの青とは不釣りあいに、ぽつりと浮かんだ六畳程度のフローリング。

　俺おれはそこで座布団に座っていた。

「えっとつまり、あなたは神様なんですか？」

「そうじゃの。神にも色々あるが、まあその中の一柱じゃ」

　単位は柱なのがますます本物っぽいと思った。

　眼下に広がる雲海を見渡す。色々な意味で理解を超えた光景である。このワンルームはどうにかならなかったのか。雲の上だというのに、片隅にあるＰＣデスクとゲーミングチェアの生活感が強過ぎる。

「本当に神様なんですね……」

「うむ。感想はどうじゃ？」

「靴舐なめます」

「変わり身早いね君」

　五ご体たい投とう地ちの準備動作に入った俺を、神様が手で制する。

「いやいいから。そういうのいいから、求めないタイプの神様じゃから」

「やっぱり免罪符の購入ですか？」

「即座に金に走るのはやめなさいよ。あれ意味ないからね」

「意味ないんだ！　今年一番の衝撃かもしれない」

「そんなに免罪符を過信する要素あった？　賛否両論だったって習ったと思うんじゃが」

「いや、あれのおかげで、生きていようと死んでいようと大体何でも金で解決できるんだなってウキウキだったので……」

「もう少し倫理観を清貧な方向に寄せていこうか。お金じゃどうにもならないことはたくさんあるぞい」

「金を払ってもどうにもならないなら、やはり暴力ですかね……」

「金銭と暴力の二択なのか！　怖いなあ、西暦の人！」

　多分西暦は悪くない。

　一通り憤った後、神様は咳せき払ばらいをして、バツが悪そうに茶を淹いれ始める。

「失敬。もう年での、ちょっと怒りっぽくなっておる。だからといって更年期とか言ってはいかんぞ」

「マスクとか買い占めてるんですか」

「失礼さが想像の百倍上だったの」

　神様は青筋を浮かべながら、俺の前に湯ゆ吞のみを置いた。

　ありがとうございますと一礼して、お茶をいただこうとする。湯吞みを両手に持って、俺はあっと声を上げた。

「茶柱が」

「おっ、立っておったかの？　吉兆じゃな」

「俺に中指を立ててる……」

「君死ぬんじゃないか？　死んでおったの」

　超高速突っ込み回収やめろ。

　中指を立ててこちらを嘲ちょう笑しょうする茶柱をぐいと飲み干す。

「まあ、死に方もそれなりに特殊だったしのう」

「あ、そうなんですね。なんかピカッと光ったのは覚えてるんですけど」

「いやはや、雷を落とした先に人間が……いないことは確認しておったのじゃが、スライディングで滑り込んでくるとは予想外での。何？　エクストリーム自殺？」

「馬ば鹿か言わないでください。先行放電ストリーマが上ったところにカマキリがいたんですよ」

「そのストリーマって絶対ネギまで覚えたじゃろ。てかカマキリ？　雷であることを認識したうえで、カマキリを助けるために突っ込んできたの？」

「カマキリは人間とかいうマジで引くほど愚かしい下等生物なんかより遙はるかに位の高い生命体だというのが一族の教えでして」

「とんでもねえカルトの一族だな」

　渋じゅう面めんを作って、神様はこいつヤバいんじゃねえのかみたいな顔でこちらを見てきた。

「……あ、そうだ。それで、最初に言ってたのって何なんですか」

「ああ、悪役令嬢にＴＳ転生して実は善人なのに追放される様子を配信でＲＴＡしてもらう話じゃったかの」

「マジで何なんですか」

　混ざり過ぎてワケ分かんねえ。なろうハイランダーかよ。

「死に方が特殊と言ったの。あれ、天界ではワシの責任問題にされておるんじゃよ」

「神様やめろ！　神様やめろ！　戦争反対！　戦争反対！　民主主義はここにある！」

「沸騰するの早いね君。全然ラップとして成立してないし」

「もう言うことねえわ。やっぱこいつ強いわ。強い」

「嘘うそじゃろ……？」

　クリティカル勝利を収めたのに神様は全然嬉うれしそうじゃなかった。

　試合後の握手を交わすも、自分の手を見つめて呆ぼう然ぜんとしている。自覚なき勝利ほど空むなしいものはないのかもしれないな……

「まあそういうことで、君には悪役令嬢にＴＳ転生して実は善人なのに追放される様子を配信でＲＴＡしてもらう」

「えっと……よく分かんないんですけど、それで責任問題がどうにかなるんですか？」

「うむ」

　大おお仰ぎように頷うなずき、神様は指を鳴らす。

　するとゲーミングＰＣとモニターがちゃぶ台の上に突然現れた。

「まぶしっ」

「おっとすまん発光今切る」

　神様がモニターを俺に向けると、そこには配信用プラットフォームが表示されていた。

「これは今天界で最もアツい、ＶＴｕｂｅｒの配信サイトじゃ」

「ＶＴｕｂｅｒって、あの……!?」

「うむ。ヴァンガードテンセイシャーじゃ」

「かすりもしてねえ」

　新出単語だったわ。何それ？

「多くの神が、自身の管轄下において不幸な事故が発生した場合、償いとして被害者を別の世界に送り出しセカンドライフを送れるようサポートしておる。黎れい明めい期に投稿されていたのは、転生ノウハウのない神へサポートのコツなどを教えるための動画だったのじゃ」

「はあ」

「しかし……転生者がガバをする様子や担当神が頭を抱える様子などがヒットしてしまい、よくある転生ではなく特殊な変わり種の転生動画が台頭した。いわゆるチートなしやＴＳ、死に戻りがそうじゃの。今や転生配信は一大エンターテインメントになったのじゃよ」

「はあ」

　確かにずらーっと並んでる配信チャンネルは、どれも面おも白しろそうなサムネをしていた。

　内容はまるで違うが、俺が生きていた現世の配信戦国時代と似ているかもしれない。

「それで俺がなんで悪役令嬢にＴＳ転生して追放される様子を配信でＲＴＡすることになるんですか」

「実は善人なの忘れとらんか？」

「覚えさせる努力をしろよ」

　思わず湯吞みをドン！　と叩たたきつけて黙れ！　と叫んでしまった。

　神様はビクと肩を跳ねさせ、いや～と愛想笑いを浮かべ手を揉もみ始める。

「そういうことでの、責任問題をどうにかするためにも、君に面白い配信をしてもらいたいんじゃ」

「本当に解決できるんですか……？　因果関係が不ふ明めい瞭りょう過ぎるんですけど」

「いやあ、君の配信が面白ければ、みんなそっち見るし。まあいいかなってなるじゃろ」

「…………これもしかして責任をぐだぐだに流そうとしてません？」

「■■■■■■■■■■あーあーきこえないー」

「あっちょっ、お前都合悪くなったから言語チャンネル変えやがっただろ！　神聖言語とか喋しゃべってるだろ今！」

　意味不明の言語を耳に流し込まれて、俺は思わずその場でのたうち回る。

「まあそういうわけで。転生特典として悪役令嬢の立場を上げておこう」

「要らねえ……！　特典の意味辞書で調べてこいよ……！」

「そう拒絶するものでもないぞい。ＲＴＡを無事終えたら、今度こそお詫わびに幸せなセカンドライフ……いや、サードライフを送れるよう手配しておくからの。それもＲＴＡのスコアが速ければ速いほど多くの加護を与えよう。具体的には力と金と女じゃの」

「やります」

　スッと正座した俺を見て、神様はにっこり笑った。

「いやもう、転生する前から三下悪党の才能に満ち溢あふれておるの。これなら安心だぞい」

「やります。やらせてください。サードライフは力と金と女と血筋と名誉マシマシでお願いします」

「増やしおったな……」

　太ももと実家は太いほどいいからな。

「君が向かうのは、元いた世界と比べると発展途上。しかし剣と魔法の発達したファンタジー世界じゃ」

「ナーロッパですね」

「配信も忘れぬようにな」

「旅行系配信の空気にしちゃだめですか」

「いや追放はされてもらう」

「譲れないポイントがイカれてんだろ……」

「オリジナリティは大事じゃからの」

　そうこうしているうちに視界が白く染まっていく。

「それでは──その素晴らしい配信に、祝福を！」

「カスのオリジナリティじゃねえか」

　最後にパッと光が散って、俺の第二の人生は幕を開けたのだった。




[image: ]




　魔法学園の入学式会場は、地獄に成り果てていた。

「星を纏いrain fall」

　降り注ぐ流星。

「天を焦がしsky burn」

　滞空する業ごう火か。

「地に満ちよglory glow」

　そして、眩まばゆい輝きが一面を守護していた。

　それはパフォーマンス。

　誰だれも傷つかない、見世物に過ぎない輝き。

　だが、未来の栄光を夢見て魔法学園に入学した才能ある若人たちは、一様に理解した。理解させられた。

　──頂点が、もうここにいるのだと。

「喧嘩をしましょう」

　腹の底に響くような声だった。

　その光景に、黒髪セミロングの──本来は主人公である庶民出の少女は、魂を抜かれたかのように呆然としている。

「わたくしと、それ以外。ええ、皆さん全員まとめてわたくしがお相手します。わたくしこそが最強であることを、ここに証明します。そのために、この学園は存在するのですから」

　流星零剰メテオ・ゼロライトと呼ばれる少女がいる。

　地面に届かんとする優美な黒髪に、ワインレッドを基調とした制服を着こなす少女。

　戦争においては最も多くの敵兵を殺傷し、座学では現代魔法の根幹的な体系化を成し遂げた名家、ピースラウンド家の一人娘。

「さあ剣を取りなさい。魔力を充じゅう填てんなさい。あらゆる敵を踏み潰つぶし、乗り越え、その先にこそ勝利の栄光は与えられます！」

　同学年の新入生とは思えぬ威圧感。

　定期的に行われる御前試合においては二百戦無敗。

　時代をつくることが確約された、新世代の中心点。

「一族の誇りにかけて断言しましょう！　勝利の栄光は、わたくしの手の中にあると！」

　神の威光を携えて、彼女は頂点から雄々しく叫ぶ。




「真の令嬢とはただ一人！　それはほかでもない──このわたくし、マリアンヌ・ピースラウンドですわッ!!」
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　悪役とは、理論的に構築され、論理的に演じなければならない。

　理論を詰めた。

　論理を使った。

　単純な帰結が訪れた。

　──全員敵に回せば即追放でしょ。
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　一カ月前の俺は、いやわたくしはそう思っていた。

　瞬殺されては悪役ではない。きちんと戦って、全員と対等な戦いを演じて、最後に敗れてこその悪役令嬢だ。

　だが。

　だが！

　勝った！　勝ってしまった！

　同学年全員を敵に回して、普通に勝ってしまった！

「…………」

　寮の一室でわたくしはうなだれていた。わたくしに割り当てられた広めの私室である。

　こんこん、とノック音が響く。

「どうぞ」

「失礼します、ピースラウンドさん」

　部屋に入ってきたのは過剰な華やかさのない、いわゆるナチュラル系の美少女だった。

　見れば分かる。これはわたくしの敵だ。悪役令嬢が苛いじめる、物語の主人公だ。

　その名もユイ・タガハラ。

　極東の血筋を引くという、庶民出の一般入学少女である。

「あら、タガハラさん。如何いかがな御用でして？　もっとも、アナタが部屋にいるだけで空気が汚くなるのですが──」

「あ、えっとこれ、学年代表にって生徒会の人から渡された書類です」

　どさどさと机に置かれる羊皮紙。

　それを見てわたくしは完全な真顔になった。

　入学式の大立ち回りを受け、学年の生徒たちはわたくしを学年代表に推挙した。生徒会とつながりを持ち、事務仕事のいくばくかを割り当てられる、将来的な生徒会への入会を約束されるポジション。つまり要職である。

　馬鹿じゃねえのか。

　追放しろ！　追放しろ！　追放しろよ！

「……どうしてこれを、タガハラさんが？」

　ぴくぴくとこめかみが震えるのを指で誤ご魔ま化かしつつ、わたくしはタガハラさんに問う。

「えっ？　生徒会の人と廊下ですれ違って。同じクラスだったよねって聞かれたから……」

「あのねえ、タガハラさん！　そういったものを押し付けられて、何故なぜ素直に運んでくるのです！　きっぱりと断りなさい！」

「えへへ。部屋に行く理由ができるなって思って……」

　照れくさそうに頬ほおを朱に染められ、うっと言葉に詰まる。

　何を隠そう、わたくしは美少女に弱い。

「ならば書類を置いて、とっとと立ち去りなさい。アナタが部屋にいるだけでふゆか──」

「それでその、今日も魔法を教えてください！」

　タガハラさんはガバリと頭を下げて、そんなことをのたまった。

「……わたくしの訓練を見ているだけなら、構いませんわ」

「！　あ、ありがとうございます！」

　顔を上げて、彼女はぱあっと笑顔を浮かべる。

「物好きですわね。アナタの魔法適性は最低ランクだというのに」

「それはその、見ているだけで勉強になりますから……」

「だからこそ、わたくしを見るよりも、他の人を見た方が学びにはなると思いますが」

　これは半分本当で半分嘘だ。

　わたくしが普通に魔法を撃つだけでは、何の勉強にもならない。けれどそこはうまく、彼女にも魔法を発動する工程が理解できるよう、分かりやすく行使している。

　まあね。理由があるのよ。

　現状わたくしが追放されるためには、何かしらの失態を演じなければならない。ただそれらがうまくいかなかった時……単純な話にもう一度戻ればいい。

　主人公──ユイ・タガハラに決闘で負ければいい。

　彼女が強くなることをサブプランとして構えつつ。

　日々を悪役令嬢として、あらゆる生徒に喧けん嘩かを吹っ掛け、権力を笠かさに着てトラブルを巻き起こす。この二段構えで負けたことはない。

「……だって私、ピースラウンドさんみたいな令嬢になりたいし……」

「？　何かおっしゃいましたか？」

　いえ、とタガハラさんは頬を赤くしたまま、指と指を突き合わせる。

　流石は主人公、あざといしぐさがサマになってやがる。……訂正。おサマになっていらしてよ。

　まあいい。

　ＲＴＡは出だしこそ大失敗したが──

「……ここからですわ」

「？」

　静かに拳こぶしを握るわたくしを見て、タガハラさんは首をこてんと傾かしげた。
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　入学式で追放されるチャートは完全失敗した。

　だが、ここからだ。

　力と金と女と血筋と名誉と地位と権力に満ちたサードライフをまだ諦あきらめてはいない。

　マリアンヌ・ピースラウンドはここからが強い。

　追放されるためなら何でもやります！

　自分、靴舐めます！

　もう舐めしゃぶってテカテカにします！




　だから、頼むから、追放してくんねえかなあ……
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【さてさて】ＴＳ悪役令嬢

神様転生善人追放配信ＲＴＡ【どうなる】

『５６８，４４９　柱が待機中』




【次の配信は一時間後を予定しています。】




▼神域通信欄へようこそ！

ご自身のプライバシーを守るとともに、ＧｏｄＴｕｂｅのコミュニティガイドラインを遵守することを忘れないでください。




　〇苦行むり：タイトル詐欺の詐欺の詐欺

　〇ＴＳに一家言：さてさてじゃねえんだよな

　〇木の根：どうにもならなかったんだが？

　〇ミート便器：はじまりの町で富豪になった女

　〇雷おじさん：マリアちゃんクッソかわいいねえ

　〇適切な蟻地獄：ＲＴＡの概念を破壊しやがった

　〇日本代表：再走しろ

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：まっさら町で勝手にリーグを創設した女

　〇太郎：逆ウイニングランするな

　〇みろっく：56億年経たっても追放されてなさそう

　〇外から来ました：もはや広義の再走なんじゃねえかな

　〇日本代表：再走の意味辞書で調べてこい

　〇無敵：再走なんて言葉辞書には載ってないんだよなあ…

　〇日本代表：は？　日本語の何知ってんだお前




















「その程度ですか」

　崩れ落ちる間際。

　こちらを見下ろす、彼女の両眼を見た。

　真しん紅くだった。地獄の炎を閉じ込めたような、苛か烈れつな紅色だった。

「こんなものですか」

　倒れ伏す己を足あし蹴げにして、彼女は周囲を見渡した。

　無駄な行為だ。もう戦える者は自分しかいない。いなかった。そして最後の自分すら、こうして無ぶ様ざまを晒さらしている。

「これで終わり、ですか」

　失望を隠そうともしない声こわ色いろ。

　ああそうだ、と認めてしまう弱い自分がいた。

　まだだ、まだやれると叫ぶ自分もいた。

「……アナタは？」

「ッ！」

　自分以外にもまだ、立っている人間がいたのか。

　視線だけで背後を確認すれば、確かにそこには、黒髪の少女がいた。

「いえ。目を見れば分かります。戦える人間ではないのでしょう」

「どうして、こんなことを……？」

「決まっています。わたくしが最強であることを証明するために」

「最強って、それは──」

　言葉に詰まる少女を相手に。

　絶対の勝利者である彼女は、地面に届くほど長い黒髪をばさりとなびかせて告げる。

「正義なき力が棍こん棒ぼうであるのと同じ。力なき正義など、子供の戯たわ言ごと以下ですわ」

「！」

「覚えておきなさい。わたくしの名はマリアンヌ・ピースラウンド。アナタがもし、自分の意志を貫こうとした時。或あるいは天命を理解し立ち上がった時──アナタの障害となる女ですわ」

　続いた言葉を聞き。

　最後に倒れ伏した男子生徒は、砕けるほど、奥歯をかみしめた。

（彼女の眼中に、僕はいない）

　瓦が礫れきと同化してしまったのではないかと錯覚するほどに、もう舞台上に自分の存在感はなかった。

　嫌にうるさい心臓の鼓動だけが、自分はここにいると叫んでいる。

　それはかつてない、己の無力さに対する苛いら立だちだった。

（彼女は僕を……おれを見てなんか、いない）

　彼の名は、ロイ・ミリオンアーク。

　王国政府中枢にすら影響力を持つミリオンアーク家の嫡ちゃく男なん。

　そして彼女──マリアンヌ・ピースラウンドの婚約者でもあった。
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　魔法学園の授業は多岐にわたる。

　単純な魔法の使い方だけでも、基本的な四元素属性それぞれが別講義で行われるし、実生活で用いられる魔力操作も初年度はそれなりのコマ数を割かれていた。

　全てマスターしきった内容なので、正直言うと授業なんて時間の無駄である。

「ピースラウンド様。本日も麗しゅうございますね」

「うん」

「ピースラウンド様……？」

「オーホッホッホ！　当然ですことよ！　わたくしの美び貌ぼうに全米が泣き、大地に花が溢あふれておりますわ！」

　あぶねえ。朝イチでボロを出していた。

　わたくしことマリアンヌ・ピースラウンドは大げさな笑みを浮かべつつ、教室のど真ん中を闊かっ歩ぽし、それから最後尾の机に優雅に腰掛けた。

　世紀末悪役令嬢伝説を目指している身としては、ドカッと腰掛けてドカッと机に足を乗っけたいところだが……いかんせんスカートなので却下。実家直営の工場で試作中のジーパンが完成すれば最速で穿はくんだけどな。

「ああ、今日も自信に満ちていらっしゃるわ……！」

「わたくしもピースラウンド様に焼き尽くされたい……！」

「ピースラウンド様の魔法で押し潰つぶされたい……！」

　マジでこいつら使えねえ。唾つばを吐き捨てそうになるのを必死にこらえる。

　わたくしを追放しろつってんの。今ここでビンタしてやろうか。

　……してみるか。

　わたくしは席を立つと、少し離れた席に座る女子の元へ歩み寄った。

「ちょっと失礼しますわ」

「へ？　ひでぶ！」

　パァン！　と風船が破裂したような音が響いた。

　腰の捻ひねりを乗せ、手首のスナップを利かせて、その女子を思いっきりビンタしたのだ。

「失礼。虫がいたもので」

　どう考えても虫相手に放つ威力ではなかった。

　さあこれでどうだ、とビンタした相手の女子生徒を注視する。

　叩たたかれた頬ほおを押さえ、数秒呆ぼう然ぜんとしてから……だんだん目がトロンとし始め、叩かれてない方の頬も紅潮し始めた。

「ぴ、ピースラウンドさまぁ……」

「オーッホッホ！」

　高笑いを上げながらわたくしは自分の席へと飛ぶようにして帰る。

　馬ば鹿かが！　入学試験でマゾだけ受からせたのか？

「今日も刺激的……」

「ええホント……朝からビンタされるなんて、羨うらやましさの極み……」

　わたくしは引きつった笑顔を貼り付けながら、周囲の会話を聞かなかったことにする。

　追放されるならこいつらの性的嗜し好こうが一番の難関かもわからんね。

　その時だった。

「ハァ……」

　タガハラさんがため息をつきながら、『こいつらマージなんにも分かってねえな』みたいな表情でわたくしの隣に座ったのだ。

「ちょっ……あの庶民態度悪くない？」

「いちゃもんとかじゃなくて普通に態度悪くない？」

「ていうかナチュラルに隣に座ったわよ」

「庶民とか関係なしになんて図々しいのかしら」

　貴族学校特有の選民意識とか関係なく、タガハラさんはヘイトを集めていた。

　普通に態度がデカ過ぎる。こういう主人公ってもっと気弱じゃないの？

「まったく、ピースラウンドさんも大変ですね」

「え、えぇ……？」

　なんだこいつ。なんで苦労は分かるよみたいな顔してんの？

　結局そのままタガハラさんはわたくしの隣で授業を受け、ことあるごとに手紙を渡そうとしてきたりして正直ダルかった。心の壁を完全にシカトされていた。

　わたくしが拒絶タイプとして未熟だった証拠か……
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　ユイ・タガハラは男子寮の屋外庭園にいた。

　白い椅い子すに腰掛け、落ち着かない様子で周囲をきょろきょろと見ている。

「突然の誘いで申し訳ありません、ミス・タガハラ」

「あっ！　い、いえお構いなく！」

　対面に座るのは、『王子』という言葉を聞き万人が思い浮かべる好青年──それらを全て合成して、純度を落とさなかったような、そんな男だった。

（……で、誰だれなんだろう？）

　彼女がここにいるのには二つの要因があった。

　一つは、授業が終わるなりすぐ『ちょっと陽電子砲に耐える練習をしてきますわ！』と叫びどこかへ走り去ったマリアンヌの姿を捜してユイが校内をさまよい、迷子になった末に男子寮へたどり着いたという経緯。

　もう一つはその後、本来ならば女子生徒の立ち入りは禁じられている男子寮から、『敷地内ではあれど、寮とは異なる施設である』という言い分で屋外庭園に彼女を助け出した男子がいたという理由。

　風紀担当の男子の追及をひらりとかわした貴公子は今、ユイの正面で微ほほ笑えんでいる。

「自己紹介が遅れましたね。お初にお目にかかります、ユイ・タガハラさん」

「い、いえ。えっと、あなたは？」

「ロイ・ミリオンアークと申します……やや形式張った挨あい拶さつになってしまったけど、僕も君も同じ新入生だ。肩の力を抜いて話してくれると嬉うれしいよ」

「あっ、はい。初めまして……」

　会釈しながらも、ユイは言いようのない既視感を抱いていた。

（ミリオンアーク？　私その名前、聞いたことがあるような……）

　輝く金髪と甘いマスク。生徒たちからどよめきともつかぬ歓声が上がっていた光景。

　そうだ。彼は入学式会場で、壇上に上がっていたではないか。

（ピースラウンドさんが暴れる前に挨拶していた。新入生代表の……！）

　王族と強いつながりを持ち、政権中枢に食い込むほどの権力を持つ名家ミリオンアーク。

　その嫡男であり、文武両道にして質実剛健。

　御前試合においてはたった一人の相手を除き無敗。

　希少な雷撃魔法適合者であり、稲妻の速度と威力を生かした戦いぶりから『強襲の貴公子』の異名を取る麒き麟りん児じ。

　彼──ロイ・ミリオンアークは、ユイにとって本来は雲の上の人間だった。

　そんなロイと二人きりという状況を再確認し、ユイの背筋が伸びる。

　ちょうどそのタイミングで、寮に勤める使用人が二人分のティーカップを運んできた。

「東方で仕事をしている親族が茶葉を送ってくれてね。よければどうかな」

「いいんですか？」

「もちろんだよ。異国の商品だから飲みなれない味や香りがするかもしれないけど、一級品なのに間違いはない」

　告げて、涼しい顔でロイは紅茶を一口飲み干した。

　追つい随ずいするようにしてユイも口に含めば、微かすかな酸味と、複数の苦味が混じりあって舌を刺激した。

　我慢して飲み込むと、胸のあたりが熱くなる。薬効でもあるのだろう。

（うっ……ヘンな味）

「マリアンヌと仲良くしてくれているみたいだけど、最近の彼女はどんな感じなのかな」

「え、ええと……ピースラウンドさんは、なんていうか、特にお変わりありません。私なんかに付き合ってくださるのは驚きですけど」
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　喋しゃべっているうちに、舌の上から刺激は消えていった。

　ユイは全身が少し汗ばむのを感じた。

「彼女は意外と、人見知りをするところがあるからね。君がどうやって仲良くなったのかは、少し気になってるんだ」

「そんなに特別なことが、あったわけじゃないです。私の方から何度か話しかけて、そうしたら、少しずつ会話には応じてくれるように……」

「驚きだよ、数回話しただけで、雑談ができるようなレベルになるなんてね。最初から君に興味があった、と言われても信じられるよ」

　ロイは穏やかな笑みを浮かべて、それからもマリアンヌとユイについていくばくかの質問をした。

　世間話の延長なのだろう。しかし。

「あの、どうしてピースラウンドさんのことを？」

「ああ、僕はマリアンヌ・ピースラウンドの婚約者だからね」

　ピシリ、と何かに罅ひびの入る音がした。

　それが自分自身の胸の中から聞こえた音だと、ユイは分かっていた。
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　日が沈み、空が茜あかね色に染め上げられた頃ころ。

　ユイは土産みやげの茶葉を片手に、とぼとぼと女子寮への道を歩いていた。

（……婚約者がいらっしゃったなんて）

　どうして自分に教えてくれなかったのだろうという嘆きと、そんなの思い上がりもはなはだしいという自己への糾弾が、ユイの中で渦巻いていた。

　短い時間ではあったが、それなりに仲良くしてくれているという自信があった。他の皆よりも距離が近いという優越感すらあった。

（……そんなことなかった）

　ため息をついて、道に伸びる自分の影を見つめる。

　ぼうっと歩を進めていると、不意に別の影と自分の影が交錯した。

　顔を上げると、どうも町で買い物をした帰りらしい、同じ魔法学園の女子生徒らがいた。

「それにしても最近はどのメーカーもだめねえ。芸術性ってものがないわ」

「まったくよ。フリルをつけるだけつければいいと思ってるんじゃないのかしら」

「ほんとアクリルファム着てるやつ許せねえ」

　いかにもな、貴族のご令嬢たちだった。

　三人目は特定のメーカーにキレ散らかしていたが、何かうらみでもあるんだろうか。

（回り道しよっかな……）

「ん？　あらあら、タガハラさんでしたっけ？　十数年ぶりの、庶民出の入学生」

　穏便な対応を選ぼうとしたユイの姿を見つけ、少女たちがクスクスと笑う。

　嘲ちょう笑しょうの色濃くこちらに向けられた声。

　目をつむって深呼吸して、ユイは尊敬する令嬢の顔を思い浮かべた。

　彼女ならどうするだろうか、と自分に問うてから、まぶたを開けた。

「──失礼します」

　胸を張って、大おお股またにずんずんと歩き。

　ユイはその三人組の眼前を横切って、堂々と立ち去っていった。

「……ッ、貴女あなたねえ、失礼だと！」

　一人が食って掛かろうとして、だがユイが手に持つ小包を見て息を詰まらせる。

「その袋」

「え？」

「ミリオンアーク様の家紋じゃない？」

　あ、と間抜けな声を上げて、それからしまったと顔をしかめた。

「何？　あんたなんかが何をもらったというのかしら」

　一人が手を伸ばし、小包をむんずと掴つかむ。

　ユイは思わず手を払いのけた。

「やめてください！」

　声に出してから、ハッと気づく。

　三人の空気がもう違う。ユイが抵抗することを予想していなかったのだ。

　おもちゃだと思っていた相手に、手を振り払われたこと。それは貴族にとっては、ユイの想像を超えた屈辱を意味する。

「庶民のくせに──」

　ぞわりと、ユイの背筋を悪寒が走った。

　相手の体内で魔力が膨れ上がる感覚。マリアンヌが見せてくれるものよりやや遅いが、間違いなく魔法発動の前兆。

　だがそれを読み取れたところで意味はない。自衛用の簡易魔法すらユイは満足に放てないのだ。

（……ッ！）

　ユイはとっさに、自分の身体からだを守ろうと両腕を前に突き出す。

「そこまでだ」

　その瞬間、雷が[image: ]ほとばしった。

　魔力の充じゅう填てんも、形成も、発動も、何もかもが速過ぎた。

　女子生徒の手からユイめがけ放たれた、矢を象かたどった炎。

　それが空中で黄金色の光に砕かれた。

　ユイの目の前で、破壊された魔法の残片が空中に漂い、夕陽にきらめく。

　その輝き越しに彼はいた。

　制服の上に、金色に縁どられた純白のマントをひるがえす貴公子。

　ロイ・ミリオンアークがそこにいた。

「……ッ、ミリオンアーク様……!?」

「彼女は私の婚約者である、マリアンヌ・ピースラウンドの客人だ。手に持っているのは、マリアンヌへの土産だよ」

　男子寮と女子寮の中間地点であり、ここは町へ連なる馬車道でもあった。

　かのミリオンアーク家の嫡男がいるだけでも人目を引くというのに、加えて庶民出の少女までいるとあって、学生たちが何事かと見物を始めている。

「ユイ・タガハラへの侮辱は、私とマリアンヌへの侮辱と思っていただこう」

「そんな……！」

　彼の言葉に、女子生徒たちの顔が青ざめる。

「ちょ、ちょっとミリオンアークさん！　ピースラウンドさんの名前を勝手に使っていいんですか……!?」

「別にいいんだよ。家柄としては僕の方が格上だし」

「なんか突然貴族っぽいこと言い始めましたね!?」

　ロイはユイに砕けた口調で話しかけている。なるほど確かに、自分たちより遙はるかに親密なのだと思い知らされた。

　そんな馬鹿な、と呻うめきそうになる。

　あんな庶民出の女相手にどうして、新入生の二大巨頭が心を開いているのだと。

　ロイ・ミリオンアークと。

　そしてもう一人。




「────なんの騒ぎでしょうか」




　音が、消えた。

　雑踏が静寂に包まれ、次の瞬間、人混みが真っ二つに裂ける。

　道が出来上がった。彼女が歩く道、何なん人ぴとたりとも邪魔できない、王の進む道。

　開けた道の向こう側に彼女はいた。

　腕を組み、沈みゆく陽ひを背にした、マリアンヌ・ピースラウンドが佇たたずんでいた。
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　おかしい。

　タガハラさんがよく分かんねえ女子に絡まれるとこまでは見ていた。

　これはチャンスだと思ったのだ。うまいことタガハラさんが……そう、服剝むかれる程度のとこまでいって、それから止めればいいと思った。善人として止めるのではなく、イイ感じに巨悪として『シケた遊びしてハシャいでンじゃねーよ三下……』みたいな感じで悪役令嬢アピールできると思ったのだ。

　それが何故、わたくしの婚約者くんがこんなに出張っているんだ？

　……あ！　あああーー！　あーーーー！

　ロイお前、パッケ中央にいる主役クラスの攻略対象だったりするんか!?

　王道属性過積載イケメンだとは思っていたけど、さてはメインだなオメー！

「ちょうど良かった、マリアンヌ。親族がとてもおいしい茶葉を送ってくださってね。何でも東方由来の貴重なお茶らしいんだ」

　にこやかな笑みを浮かべて、ロイがわたくしに話しかけてくる。

　したり顔してんじゃねえよ。事態を収拾しきった後特有の全能感やめろ。

「もしよければ、今から一緒にどうかな？」

「おととい来やがれ、ですわ」

　ビシリ、と空気が固まった。

　周囲の面々の表情が強こわ張ばっているのを適当に眺め、それからわたくしは踵きびすを返した。

「あの、婚約者なんですよね……？」

　タガハラさんの問いに足を止めて答える。

「わたくし、雷にはいい思い出がねーんですわよ」

「……え？」

　後ろを振り返ると、ロイが苦笑いを浮かべながらわたくしを見つめていた。

　適当に肩をすくめておく。

「相変わらずの雑な魔力放出。要練習ですわね」

「手厳しいな」

　だってそれ金色でメッチャ綺き麗れいで悔しいもん。セイバーみたいで超羨ましいもん。

　わたくしもそれが良かった！　キーーーー！
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　立ち去っていくマリアンヌの背を追おうとして。

　ふと、ユイは隣に佇むロイの掠かすれた声を聞いた。

「……まだ、だね」

「？」

「まだ、彼女はこっちを見ていない」

　魔法の発動速度。

　かつてとは比べ物にならなくなった。

　けれど、入学式では、完璧に対処された。

　魔力を練り上げる精度も進歩したと思った。

　完璧に制御下に置いたという自負があった。

　けれど、彼女の腕の一振りで霧散した。

　先ほど言及された、魔力放出の質。

　同年代はおろか、王立騎士団の精鋭相手にも通じるようになっていた。

　近この衛え騎士が太鼓判を押したというのに、彼女にとっては『雑な魔力放出』らしい。

　乾いた笑みが零こぼれた。

　それから咳せき払ばらいを挟み、黒髪の少女に笑みを向ける。

「……タガハラさん。送っていこうか？」

「あ、いえ！　大丈夫です！」

　ユイは一礼してから、慌ててマリアンヌの背を追いかけ走っていく。

　茜色の空の下、マリアンヌとユイの姿が並ぶのを見て、ロイはぎゅっと拳こぶしを握った。

　飲ませた紅茶。自白剤が入っていた。

　ロイにしてみれば、ユイのマリアンヌへの接近はあまりに不自然だった。

　スパイである疑いをかけていた。その彼女が男子寮に侵入してきた時は、もしスパイなら稚拙極まりないと思った──だがチャンスでもあった。

「自白剤が効かない体質、あるいは胃まで落とさず口内に留とどめた可能性は？」

「魔法によって液体の重量を重くしておりますので、確実に胃まで届き、脳へと魔力を届かせているはずです」

　振り向きもせず、いつの間にかそこにいた使用人へ声をかける。

　ロイは両手をポケットに突っ込むと、踵を返して歩き出す。

「警戒レベルは引き下げない。何かあったらすぐ知らせるように」

「御意」

　使用人の姿がかき消える。

　男子寮に勤める使用人に擬態させた、ミリオンアーク家お抱えの諜ちょう報ほう部隊だった。音もなく消えた部下に、相変わらずいい仕事をする、とロイは頷うなずいた。

　それから一人、帰路を進む。

　脳裏によぎるのは入学式の日の無様な敗北。

　けれど。

　最後の最後。一秒にも満たない時間。

　あの刹せつ那なだけは自分を見てくれていた。

　戦っている時しかこちらを見てくれないのなら、より長く戦い続けられるように。

　瞬殺されないように、永遠に剣を振るい続けられる強きょう靭じんな肉体と、魔法を防ぎきる鉄壁の防御を手に入れなければならない。

　あの目に映るのは自分だけでなくてはならないから。

　あの真紅眼に、自分だけを永遠に映しこんでしまいたいから。

　マリアンヌの真紅の双そう眸ぼうに、ロイはずっと、心を奪われているのだから。
















「決闘よ！　アンタみたいな庶民、私は認めないわ！」

　金髪ショートカットの、いかにも生意気そうな少女が、タガハラさんにそう叫んだ。

　教室が静まり返る。教壇に佇たたずむ合法ロリ先生があわあわしている。

　指名されたタガハラさんは困惑した様子で眉まゆ尻じりを下げ、助けを求めるように周囲へ視線を巡らせている。

　その空気の中。

　教室最後尾ど真ん中に座るわたくしは、様子を見守りながら心の中で絶叫した。

　うおおおおおおおおおおおおおおおキタキタキタキタキタ!!

　決闘イベントキタ────────!!
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　時は半刻ほど遡さかのぼる。

　いつも通り教室に登校し、クソつまんねえ授業を聞き流す。

　ほぼ全て知ってる内容だ。そうでなきゃ実戦的戦術魔法を極めに極めた一族の跡継ぎは名乗れない。現場で使える魔法というのは、教科書の内容全部をキッチリ理解したうえでこそ構築できるのだ。

　基礎を疎おろそかにして成立する応用なんぞあり得ねえ！

「……というわけで、大気中に存在する魔素は、常に私たちの身体からだを循環しています～」

　合法ロリ先生の話を、一部の生徒がまじめに書き取り、大半の生徒はあくび交じりに聞き流す。そりゃそうだ。魔法の使えない貴族の価値なんて、ソシャゲのだぶつくスタミナ回復アイテムにすら劣る。入学前に実家で大体習ってるのは当然である。

　隣で目を白黒させながら、必死に羽根ペンを走らせるタガハラさんは稀け有うな存在だ。

「ですが魔素と、魔素を元に体内で生成される魔力はまったく異なる性質を持ち、お互いに干渉性を持ちません。魔力に具体的な形を与えて出力された魔法は、本来は魔力あるいは魔法でしか防げないということですね～。これに対抗するため、騎士団は加護のシステムを構築しているわけです～」

　そこまで言ってから、先生は教卓に置いた懐中時計に視線を走らせた。

「時間ですね～。お昼休憩に入りましょう～」

　基礎的な、実に基礎的な魔力に関する座学授業。はっきり言って退屈極まりなく、わたくしは開きもしていなかった教科書をカバンに乱雑に放り込んだ。

「あの、ピースラウンドさん」

「はい、なんでしょう」

　いつも通りわたくしの隣を陣取っているタガハラさんが、恐おそる恐る話しかけてきた。

「その、ちょっと授業のことで質問が……」

「質問ンン？　この程度の授業で、分からないところがあるのですか？　流石さすがは庶民出、常識というものを知らないようですわね」

　思い切り嘲あざけると、タガハラさんは真顔で首を横に振った。

「話してる内容自体は理解できた、と思っています。だけど気になるところがあって」

「ふぅん？　どうぞ、言ってみなさいな」

「ええと、魔素から魔力、魔力から魔法、という順番で合ってますよね？」

「その通りですわ」

「剣で斬った方が速くないですか？」

　おいおいマジかよこいつ。

　わたくしが呆あっ気けにとられている横で、話が聞こえたらしい他の生徒らが噴き出す。

「アッハッハッハ！　流石は庶民、言うことが違うわね！」

　その中でもひときわ爆笑していたのは、金髪ショートカットの活発そうな小娘だ。

「無知、無遠慮、無常識！　そんな庶民を相手にしていては、ピースラウンド家の名が泣くというものよ！」

　無知と無常識って意味がかぶってねーか？　そもそも無常識じゃなくて非常識だろ。

　辟へき易えきしていると、隣のタガハラさんがむっとした表情をする。

「あなたにピースラウンドさんの何が分かるんですか！」

　キレるとこ、そこ？

「アンタよりは知っているわよ。昔からの付き合いですもの。ねえ、マリアンヌ？」

「誰だれです？」

「ちょっとマリアンヌ？」

　冷たい表情で聞くと、彼女は面おも白しろいぐらい狼ろう狽ばいしていた。

「冗談、冗談ですわ。お久しぶりですわね、ええと、マンディ・マサチューセッツさん」

「リンディ・ハートセチュアよ！　何をどうしたら幼おさな馴な染じみの名前を間違えるワケ!?」

　マサチューセッツって何なのよ！　とリンディが地団太を踏む。

　うるせー女だな。大声でウケが取れるつもりか？　大正解だ。基本を疎かにして爆笑ギャグはありえねえ。流石だな、分かってるじゃん。

「ああそれと。先ほどの質問に答えておきましょう」

　憤慨するリンディを眺めながらも、頬ほお杖づえをついてタガハラさんに話しかける。

「……？」

「斬きった方が速いのではないか、という問いです。ええ、おっしゃる通りですわよ」

　教室から雑談が消え、沈黙が広がる。

　スベった？　いやギャグ言ったつもりもないが……

「──本気で言っているのかい、マリアンヌ」

　口火を切ったのは、最前列で男友達と談笑していたロイ・ミリオンアークだった。

　わたくしの婚約者。親が勝手に決めたのでいつかは破棄するんだろう、というか破棄してタガハラさんとくっつくんじゃろ？　ええ？

「魔法と剣術の混合を研究しているアナタが、今更驚くことです？」

「確かに、極まりに極まった剣の達人なら、大抵の魔法使いなんて歯し牙がにもかけないさ」

　ロイすらわたくしの意見を支持したのを聞き、流石にクラスが騒然とした。

「だが大前提を忘れちゃいけない。それは頂点に立ったような達人のみだ。一般論として語られることは、僕も魔法をたしなむ者として聞き捨てならないね」

「ああそうですか。では──」

　悪役令嬢とは、秩序に反する存在でなければならない。わたくしはそう思っている。

　だからちっとばっかし、まじめにやろう。今ここにある世界をぶち壊そうとすれば、みんな異物を追放しようとする。

　なら咲き誇ってみせよう。真っ白なキャンバスを汚す、漆黒の一輪の華となろう。

「──魔法なんて極めたところで、人を適切な速度で、適切な消費で殺せるようになるだけですわ。剣の道の方がよっぽどありがたいのではなくて？」

　ニコニコ笑顔でそう告げる。

　クラスメイトたちの顔色が変わる。青ざめていく。怒りと混乱と恐怖が混ざった色だ。いいね。こういう光景は悪くない。自分が悪役をやれている、という実感がある。

「……許せるラインを越えたわね、マリアンヌ」

　リンディがブチギレていた。食って掛かってくんのお前かい！

「そんな、ピースラウンドさん、私を庇かばって……！」

　隣のタガハラさんが口元を押さえ、うるんだ瞳ひとみでわたくしを見てくる。

　なんて？　君を庇った覚え、ないんだけど？

「庶民なんぞを庇うために貴族を貶おとしめた。その代償は高くつくわよ」

「ち、違います！　ピースラウンドさんは私のために！」

「理解してるわよそれぐらい。だから私がこの手で、アンタを断罪するわ」

　流れ変わった。

　指さされたのは──わたくしではなくタガハラさんだった。

「決闘よ！　アンタみたいな庶民、私は認めないわ！」
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　昼休憩が終わるまであと十五分程度。

「大騒ぎになりましたわね」

「九割君のせいだけどね」

　マリアンヌのぼやきに、隣のロイが半眼で返す。

「私が勝ったら、もうマリアンヌに近づかないで。アンタみたいな庶民がいると、邪魔で仕方ないのよ」

　中庭で、ユイとリンディが向かい合っていた。

「止めないのかい？」

「止めたいなら勝手にどうぞ。タガハラさんの好感度を稼ぐチャンスですわね？」

「……？　僕が彼女に好かれようとする理由はないな」

　バッサリと切り捨てる物言いを聞き、マリアンヌは意外そうに目を白黒させた。
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「え？　あんなに可愛かわいいのに？」

「遠回しな自慢かい？　君の方が可愛いだろう。いや、方向性は違うかもな。確かに彼女は可愛い、だがそれ以上に君の方が美しく、魅力的だ」

　貴公子の真っ向からの口説き文句。

　それを聞いて、マリアンヌは苦いお茶を飲んだ時のような顔になった。

「……そうですか」

　ロイは思わず崩れ落ちそうになった。心臓バクバクなのを悟られないよう必死に紡いだ口説き文句のリアクションがこれである。死にたくなった。

「それでは両名、準備はできまして？」

「できてるわよ」

「は、はい！」

　決闘を行う二人の返事を聞き届けて、マリアンヌは頷うなずく。

　それからどこからともなく白いテーブルとチェアのセットを出現させ、机上にティーセットを並べ始めた。

「は、はわわ～！　決闘は必ず休み時間に収めてくださいね、ピースラウンドさん～！」

「分かっておりますわよ」

　ロリ先生の言葉を受けて、マリアンヌは金貨を一枚取り出しながらロイを流し見た。

「座らないのですか？」

「え、ああ……確かに椅い子すが二つあるね。これ、僕が座ってもいいのかな？」

「わたくし解説役には向いていませんので、どうぞ」

　よっしゃ白昼堂々お茶デートゲット！　とロイは見えないようガッツポーズ。

　マリアンヌの隣に座ると、ティーポットから自分とマリアンヌのカップに紅茶を注ぐ。

「ではコインが机に落ちたら、始めてください」

　告げると同時。

　一切のラグを挟むことなく、マリアンヌが指でコインを真上に弾はじいた。

　宙に浮き上がったコインが回転しながら数秒滞空し、そして机の真ん中に落下した。

　それと同時だった。リンディが右手をかざし、魔法の起動言語ブートスペルを紡ぐ。

「焔矢blaze」

　単節詠唱の最速起動。放出された魔力は赤く染め上げられ、焔ほむらと化して矢を象かたどる。

　コンマ数秒の溜ためを置いてから、矢が解き放たれる。速度、威力、どれをとってもリンディが優れた魔法使いであることに疑いはない。

「ッ！」

　だが、ユイは素早く上体をそらして射線から逃れていた。

　一拍遅れて矢が彼女の胸部を掠かすめるようにして通過する。

（……っ？　避よけられた？）

　リンディは眉まゆ根ねを寄せながらも、右手を横に滑らせた。

「焔矢blaze、焔矢blaze、焔矢blaze」

　彼女の身体前方に、炎の矢が三つ設置される。

　鏃やじりの穂先がユイの身体へ照準を定めた。

「へえ。単節詠唱とはいえ、ほとんど間を置かずに三連詠唱か」

　ロイが感心したような声を上げた。

　その反応に気をよくしたのか、リンディは不敵な笑みを浮かべて矢を解き放つ。

「服の修繕代で破産しなさい！」

　低俗な決め台詞ぜりふだ、とマリアンヌは思った。

（初撃をかわせたのは驚いたけど、奇跡は何度も起こらないわ！）

　都合三発の連射。避けられる道理はない。制服を焦がして、下着でも露出すればいい気味だと思っていたリンディの眼前で。

　黒髪が躍った。

　宙返りに捻ひねりを組み込んで、ユイの身体が宙を舞う。放たれた矢の間かん隙げきを滑るような軌道だった。天地逆さになったまま、ユイは地面を片手で押し身体を跳ね上げさせると、一回転して間合いを取り直す。

『……ッ!?』

　見物人たちが騒然となった。

　三連発を無傷でかわされたリンディが、最も大きな衝撃を受けている。何だ今の動きは。馬ば鹿かな。魔法をロクに使えない人間にかわせるわけがないのに。

「……タガハラさん、スカートでやる動作ではなくてよ」

　見ていたマリアンヌは、流石に数秒驚いたように目を見開いていたが、すぐにいつも通りの声こわ色いろで告げた。

「あっ、そうですね」

　指摘され、ユイは自分のスカートを持つと──手刀でばさりと裾すそを切り落とした。

「これでよし！」

「そういう意味じゃなかったのですが……」

　今度こそマリアンヌは呆気にとられた。

　まぶしい太ももの露出に、男子生徒らが気まずそうに視線を逸そらす。

「まあ、スカートを短くすれば動きやすいでしょうけれども。それにしても人間離れした動きです。騎士団の格闘術に通ずるものを感じました」

　ユイの戦闘動作を反はん芻すうしながら、マリアンヌは机上のシュガーポットからカップにばちゃばちゃと角砂糖を入れる。隣でそれを見ていたロイが頬を引きつらせた。

「ま、まあそうだね。僕は騎士の動きと貴族の魔法を組み合わせる戦術を研究しているから、勉強の一環として見たことがあるよ。優れた騎士は、文字通りにすり抜けるようにして敵の攻撃を避けていた」

「でしょうね。魔法を使わない騎士にとって、加護を貫通できるほど強力な魔法使いと遭遇した場合の対応は致死の問題。故に、魔法を発動させる前の殺害、あるいは……魔法をかいくぐっての接近を取り扱うことになります。タガハラさんの動きはこれですわね」

　発動準備の所作。視線の揺らぎと矛先。呼吸による胸の上下。

　もし仮に、魔法を身体動作の延長線上に存在するものと考えるなら。

　理論上、魔法が発動する前に、その発動範囲を見極めることは可能だ。

「……確か騎士団は、剣術こそ建国の英雄の技術を基にしていましたが、格闘術は英雄の戦友が用いた技術を取り入れていましたわね」

「流石に耳ざといね。僕も最近知ったばかりだけど、その通りだ。騎士団の修練に半年通い詰めて、やっと教えてもらえたよ。英雄と共に戦った、極東の島国出身の、変わった剣を武器として自在に操っていたという伝説の剣士の技だったそうだ」

　ロイの補足を聞いて、マリアンヌは静かに思考を巡らせる。

　そして。

　彼女は静かに、ティーカップをソーサーの上に置いた。

（おもっくそ侍じゃねーか!!　なんで気づかなかったんだわたくし!?　え!?　これもしかしてタガハラさん、極東の血を引いてるって、え!?　そういうこと!?）

　マリアンヌの動揺には誰も気づくことなく。

　決闘は皆の予想を裏切る形で、決着を迎えようとしている。

　ユイが腰を落とした。

　リンディが慌てて次の魔法を撃つべく魔力を充じゅう填てんする。遅かった。あまりに遅過ぎた。

「──無刀流、一ノ型」

　小さな呟つぶやきだった。

　それを聞き逃さなかったのはわずかな生徒たちだけだった。

　疾風となってユイが駆け抜けた。

　間合いが殺されるのはわずかに瞬息。

　リンディが展開する魔法陣が、通り過ぎざま、無手に貫かれる。

「な……ッ!?」

「ほら、やっぱり──こっちの方が速いや」

　練り上げられた手刀。

　リンディは瞠どう目もくした。ピンと伸ばされた五指に、魔力など感知できないのに、明めい瞭りょうに自身の死が訪れることだけが分かったからだ。

　背筋を悪寒が走る。気づくのが遅過ぎた。目の前にいるのは庶民などという生なま易やさしいものではない。文字通りの、命を命とも思わない、死神。

（死────）

　リンディは恥も外聞もなく目をぎゅっとつむった。




「時間ですわねguard decuple」




　だから、次に目を開いた時。

　地面まで届かんとする黒髪と、その背中を見て、悔しいほどに安あん堵どしてしまった。

　展開された防御魔法壁は計十枚。

　どれも並大抵の魔法なら傷一つつかない一級品だった。

　そのうち七枚を貫通したところで、ユイの貫ぬき手ては止められていた。

　同様に割って入ろうとしていたロイは、その光景に言葉を失う。

（──僕が割って入ったところで、代わりに死んで終わりだったかもしれない）

　ゾッとする威力だった。マリアンヌの多重連鎖防御壁相手に、ロイはその半数以上を貫通できた試しはない。

　けれど、何よりも怖いのは。

（こんなものを、生身の人間が？　いいやそこじゃない。これを……クラスメイト相手に放とうとしたのか？）

　ユイの瞳を見た。何の光もともっていないその双そう眸ぼう。

「タガハラさん、聞こえませんでしたか？　時間です。授業に戻りますわよ」

　珍しく優しい声色だった。

　ユイがはっと気づいた頃には、もう防御魔法壁は霧散していた。

「ご、ごめんなさい！　やり過ぎちゃって」

「…………ひっ」

　声をかけられ、リンディは後ずさり、それから脱だっ兎とのごとく駆け出した。

　生徒たちも驚きょう愕がくから覚めて、次々に教室へと帰っていく。

（やはり危険だ。彼女は、ユイ・タガハラは野放しにしてはおけない）

（何よ、何よ何よ何よ、何なのよあの女！　怖い……怖かった！　だけど、なんであいつに助けられて、私は……！）

（初めてだ。初めて、止められた。届かなかった……ピースラウンドさんなら、止めてくれるんだ……そっか、えへへ）

　それぞれに強い記憶として刻まれた決闘を終えて。

　マリアンヌ・ピースラウンドは。
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　いやー最近の主人公って武闘派なんですわね。

　正直ドン引きだ。

　隣の席で難しそうな顔で教科書を眺めている美少女、さっき、もののはずみでクラスメイトをぶち殺そうとしてたんだよね。なんで平然と授業受けてんだ？　サイコで始まってパスで終わるやつじゃん。いや勘弁してくれよ。マジで怖いんだけど。

　まあいい。悪いニュースってわけじゃない。

　むしろ、これでだいぶん希望が見えてきた。

　魔法ヘッタクソ過ぎて、わたくしを倒せるようになる頃にはわたくし寿命尽きてるんじゃね？ と思ってたけど、これなら意外となんとかなりそうだ。

　問題があるとすれば。

　手刀というか、身体能力フィジカルと殺人技巧キリングレシピでゴリ押ししてくる流派っぽかったから。

　わたくしをブチのめす時って、多分わたくし生ゴミみたいにされるんだよな。

　痛いのやだなあ……せっかくいい感じの美少女になれたんだから、顔は嫌だなあ……

　いや……ほんと……痛いのは嫌だなあ……

　靴でも舐なめておこうかな…………
















　たまにはちゃんと配信するか。

　わたくしはベッドの上で朝日を浴び、うんと伸びをしながらそう思った。

　今日はまる一日ぽっかり予定のない、完全オフである。なんか社交界とかあった気がするけど知らん。ロイはああいうの欠かさず通ってるからマメだよね～って感じ。

「ふぁ……」

　水差しごと氷結魔法でキンキンに冷やしていた真水をごくごく飲む。ジョッキごと冷やした方が飲み物はうまい、ビールでみんな学んでいるね。

　唇からこぼれた水滴を左手で拭ぬぐいつつ、右手を宙に走らせ、ウィンドウを立ち上げる。

「この辺はなんか、ステータスオープンのパチモンって感じがしますわね……」

　半透明のウィンドウをタッチパネルのように操作する。









【全力で】ＴＳ悪役令嬢神様転生善人追放配信ＲＴＡ【逆走中】

『３００，４４９　柱が待機中』




【次の配信は五分後を予定しています。】




上位チャット▼




　〇日本代表：だから山やま田だは将来しれっと市いち川かわ以外の男と付き合ってるって

　〇ミート便器：逆張りオタク特有の執しつ拗ようなバッドエンド要求ほんと萎なえるな

　〇鷲アンチ：痩やせた考え……

　〇日本代表：現実見れねえザコどもがよ

　〇適切な蟻地獄：俺おれの心の中の森もり田たはお前は〇ねと言っています

　〇木の根：マンガ読むの向いてないよお前

　〇日本代表：大して知りもしないくせに向いてないとか断言できる根拠を出せよ

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：効いてるねえ！

　〇無敵：ほんま哀れなやつやな

　〇日本代表：なんだお前　消えろ

　〇無敵：消えるのはお前やで

　〇日本代表：は？

　〇日本代表：まさか通報したのか卑ひ怯きょう者

　〇日本代表：おい

　〇日本代表：なんとか言えよおい











「なんで人の配信コメント欄でレスバしてんだこいつら……（ドン引き）」

　空気最悪になってて数分フリーズしてしまった。

　えっ、これなんとかするのってわたくしの仕事なの？　流石に管轄外では??

「まあ、とりあえず始めましょうか」

　配信スタートの予約時刻を早め、透明なカメラ──便宜上カメラと呼んでいるけど、神の領域と接続できる特殊な端末らしい。機械的なものではなく、権能の延長だとかなんとか──に笑顔を向ける。

「こんにちは。今日も元気にフルバースト！　マリアンヌ・ピースラウンドですわ～！　今日は休日なので、雑談枠にしますわよ！」









　〇苦行むり：おっ配信始まってんじゃーん

　〇雷おじさん：マリアちゃんぐぅかわ

　〇適切な蟻地獄：何だ今のカスみたいな挨あい拶さつ……

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：リセマラ不可能な実家ガチャでＵＲを引いた女











「即興挨拶にしては別に悪くないでしょうに……えっ待ってリセマラ不可？　え？　悪役令嬢やるからこの家に生まれたんじゃないの？　え？」









　〇第三の性別：レギュ読んで♡

　〇鷲アンチ：貴族縛りのランダム一回勝負なんだよなあ

　〇無敵：その世界だとピースラウンド家はマジでＵＲ、逆に言うとリセマラ有りならピースラウンド家に生まれるまでリセだぞ











「はえ～すっごい……え、わたくしの家すご過ぎません？」









　〇日本代表：はい書き込める～私の勝ち！

　〇無敵：家はすごいけどお前のキャラビルドは明後日あさっての方向過ぎる定期

　〇日本代表：おい無視してんじゃねえぞお前、私は消えてないってことは私の勝ちだが？











「コメント欄でレスバはやめてください。それと、キャラビルドって……？」









　〇苦行むり：自覚なしに変態ビルド構築してたのか……

　〇火星：ピースラウンドの血筋だと詠唱短縮スキルに常時バフがかかるから最速でスキルポイントカンストして詠唱破棄スキル獲得してタイマン最強目指すのが普通











「魔法使いとは制圧魔法を連発するジョブではないんですの!?」









　〇ミート便器：ミリしらＲＴＡかな？

　〇適切な蟻地獄：それだと広域魔法無効化してくる騎士相手に詰むんですが

　〇無敵：こんな甘えたビルドじゃ王国転覆ルート行けねえぞ、騎士対策ガン積みしろ

　〇日本代表：シカトしてんじゃねえぞおい











　この日本代表ってやつマジで粘着きついな……

　それはそれとして有志によって有益な情報を得られるのはでかい。この調子でもっと情報引き出していくか。

「……というか違いますわよ!?　わたくしが目指してるの、追放ルートですが!?」









　〇木の根：今更？

　〇外から来ました：アキラメロン











「はあああああああああああああああああああああああああああ!?」

　わたくしはキレた。
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　マリアンヌが自室で心無いコメントたちにレスバを仕掛けていたころ。

「……………………」

　女子寮一階の談話室に、不審な影があった。

　周囲の様子をうかがいながら、こそこそと本棚の前にしゃがみこむ。

　その影はホコリにまみれた一冊の書物を引き抜くと、大事そうに抱え込んだ。

「……あんた、何してんの？」

「うひゃああああー!?」

　悲鳴が響き、女子寮にいる生徒たちは何事かと周囲を見渡した。

　取り落としそうになった本を慌てて抱えなおし、不審な影は後ろを振り向く。

　そこには両腕を組んで胸を張る、金髪ショートカットの活発そうな少女がいた。

「は、ハートセチュアさん……!?」

「ええ。名前を覚える程度の記憶力はあるようね。リンディ・ハートセチュアよ。それで……タガハラは何故なぜここに？」

　問いかけながらも、リンディの視線は、ユイが持っている本に向けられていた。

「子供だましの児童文学」

「……ッ」

「デウス・エクス・マキナであっという間に終わった方がマシよ、そんなの」

「そんな、ことは……」

「で？　人目を盗んで、何？　もしかして絶版になってて、高値で売れるのかしら？」

「ち、違います！」

　ユイは勢いよく立ち上がる。

「これは！　その……小さい頃ころ、読んだことがあって……」

「ふーん。だけど、わざとらしいぐらい抜き足差し足で、何をそんなに隠れてるわけ？」

「……顔を合わせるだけでも、やっかみはありますから」

「なら隠おん密みつ魔法でも使えばいいじゃない」

　たった三節詠唱でしょ、とリンディがこともなげに言う。

　しかしユイの表情は曇るばかりだった。

　自分にあんな屈辱を与えた女がこのザマとは、いい気味だとリンディはほくそ笑む。

「そうよね。アンタってば単節すらまともにできるか怪しいもんね」

「……それは私の不徳の致すところです」

「そう？　聞いたんだけど、マリアンヌに教えてもらってるそうじゃない。あいつは単体戦力としては有数だけど、指導者としちゃ三流だったみたいね？」

　その台詞せりふを聞いて、ユイがキッとリンディを睨にらむ。

　思わず腰が引けそうになるが、あの時とは空気が違った。

　両眼には光が宿っていた。敬愛する人を馬ば鹿かにされた義憤だった。まっすぐに見つめられると──言いようのない感情が、リンディの胸の内に湧いた。

「……ちょっとあんた、目をつむりなさいよ」

「え？」

「早く。人が来るわよ」

　言われるがまま、ユイは目をつむる。

　まぶた越しにも魔力の発光を感じた。その奔流は優しく自分の身体からだを包み、厚手のマフラーのように纏まとわりついた。

「……これって」

「自分の身体なら、魔力を循環させて一日はもたせられるわ。でも他人の身体だし、まあ部屋までが精いっぱいかしらね」

　目を開けば、自分の身体が見えなかった。本ごと透明になっているのだ。

「音までは消えないわよ。まあアンタなら、そのへんはうまくやれるんでしょ」

　ふてくされたようにそっぽを向いたままのリンディ。

　ユイは数秒困惑し、それから（透明化しているものの）頭を下げた。

「ありがとうございますっ！」

「フン。この程度もできないなんて、しょせんは……」

　言葉の半ばで、リンディは忌いま々いましそうに舌打ちした。

「いえ。無ぶ様ざまを晒さらした私に言えることはないわね。さっさと行きなさい」

　もうユイの姿は見えない。

　リンディはユイが人目を忍んで借りに来た本のタイトルを思い出した。『セーヴァリスと聖女の盃さかずき』。有名ではない。だけど聞き覚えがあった。かつてマリアンヌが読んでいたのを見たことがある。

　その頃、マリアンヌは神童と呼ばれていた。一を聞いて十を知り、百を行っていた。同世代どころか一回り上の子供すら相手にならなかった。婚約者と目されていた──実際、そうなった──ロイだけが必死に食らいついているぐらい。

　自分は相手にされなかった。それが悔しくて、一緒に遊んであげなさいという親の言いつけを無視して、マリアンヌにはまったく話しかけなかった。彼女は木陰で黙々とその本を読んでいるだけだった。

　だけど。

　今だってそうだけど、幼い頃の自分はもっと意地を張っていた。したいことをわざとしないことが大人びた行為のように思えていた。一人で本を読んでいる雲の上の存在に、無視するだけで一矢報いたような気がしていた。

　だけど……あの時。本当は。

「ねえ」

　リンディは振り向いた。

　──こっち来なさいよ、アンタも。

　口に出したつもりだった。けれど唇が震えるだけで、声なんて一向に出ていなかった。

　もうユイの気配はなかった。

　自分だけ取り残された空間で、リンディは深く息を吐き、ソファーに乱雑に腰掛けた。テーブルを指で叩たたきながら、唇をかみしめる。

「忌々しい……ミリオンアークの寵ちょう愛あいを無下にして、そのくせ庶民には構って……！」

　覚えている。

　入学式の忌むべき記憶。

　少しは近づけたと思っていた。修練を重ね、最後に顔を合わせた時とは見違えるような強さを手に入れた。

　とんだ思い上がりだった。

　ロイが剣を抜いて彼女に飛びかかるのを、リンディは見ていた。

　ロイが数度の攻防を交わすのを、リンディは見ていた。

　ロイが最後に崩れ落ちるのを、最初に打ち倒されたリンディは、見ていることしかできなかった。

「戦い以外に能のない一族の分際で！」

　そして。

　……私のことなんか、見てもいないくせに。

　リンディの最後の言葉もまた、結局、声にして出ることはなかった。
















　月のような少女だと思った。

　数歩先も見えぬ闇やみの中でこそ導いてくれる、確かな輝きを感じる少女だった。

　王立騎士団所属の騎士であるジークフリートにとって、それはうたかたの夢に等しい、たった一度きりの邂かい逅こうのはずだった。
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「自分が、ですか」

「そうだ」

　王城内部に置かれた王立騎士団事務所。

　その団長室に呼び出され、事務机越しに言い渡された打診に、男は困惑の声を上げた。

「しかし候補者は出で揃そろったと……」

「先日の邪竜討伐作戦の働きを鑑かんがみて、特例として上層部も納得した。何より……教会の聖女がお前を直じき々じきに推挙したんだ。これはお前の想像を遙はるかに超えた、光栄なことだ」

　燃えるような真紅の髪が、挙動不審に揺れている。

　岩山のように険しくそびえ立つ、戦闘用に鍛え上げられた肉体。

　有事は漆黒の鎧よろいを着こみ、身の丈ほどもある大剣を自在に振るう剣士。

「間違いなくお前は、王国の次代を担うにふさわしい騎士だ。疑う者はいない」

「…………」

　入隊二年目というルーキーでありながら、圧倒的な実力を誇る若手きってのホープ。

　彼の名はジークフリート。

　先日辺境に出現した邪竜を、壊滅寸前に陥った遠征軍を庇かばいつつ単独で交戦。死闘の果てに討伐。

　その功績をもって『竜殺し』の異名を取るに至った。

「ジークフリート。お前を、王立騎士団の中隊長候補として認定する。励めよ」

「……分かりました」

　栄光への道のりが開けた。

　けれどジークフリートの表情は、無骨で無愛想なまま。

　同時に微かすかな、何か後ろめたいような憂ゆう鬱うつさを孕はらんでいた。
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　推薦の話を聞いた翌日。

　非番だったジークフリートは、私服姿で王都の繁華街にいた。

　彼は飾り気のない綿のシャツと、最近ある貴族が投資の末に発明したという『ジーンズ』なる新しいズボンを穿はいていた。量産性に優れ廉価に販売でき、なおかつ頑丈とのことで、庶民にも広まっている。彼は特に洗いざらしの青色を気に入り、愛着を持ってジーンズを穿いていた。

　簡素な服装にもかかわらず、偉い丈じょう夫ふは目立っていた。特徴的な赤髪と鍛え抜かれた肉体、無骨ながらも整った顔立ち。すれ違う人々が振り返り彼の顔をもう一度見ようとする。抜き身の刃やいばのような美しさを持つ男だった。

　安いよ安いよ、と露店で商品を売りさばく人々の声が響く。

　気晴らしになればと出歩いてみたが、やはりこの活気さは性に合わなかった。

　大通りを一つ曲がる。入口を大きなテラスに開放した酒場の前を通り過ぎる。

「おいおい、次期中隊長に推薦されたジークフリート様じゃねえか」

　名を呼ばれ足を止めた。見れば同じく非番であろう同僚たちが三人ほど、酒瓶片手に赤ら顔を向けている。非番とはいえ、昼間から酒場で酒盛りなど不良騎士にもほどがあるとジークフリートは眉まゆ根ねを寄せた。

「流石さすがは若手エース様だ。邪竜を殺しても眉一つ動かさない鋼の男がこんな裏路地に何の用だよ、アッチの硬さに耐えられる女探しか？」

　下品な笑い。やっかみを受けているという自覚はあった。

　泥酔している同僚は近づいてくると、ジークフリートの肩に腕を回した。

「お前が中隊長になるなんて俺おれはまっぴらゴメンなんだぜ。何を考えてるか分かりゃしねえ。もう少し愛想よくしろよ」

「……すまない。オレは、感情表現は、うまくない」

「ハッ、そんなんじゃあ王城の指名は受けられなさそうだなあ」

　推薦されたからといって、中隊長の座が確約されたわけではない。

　複数の候補者と共に監察官の面談を受け、場合によっては任務に付き添ってもらい、資質を見極められる必要がある。

「お前は忘れてるんだろうけどなあ。あの邪竜殺しの時。俺も同じ部隊だったんだぞお」

「……覚えているさ。忘れるわけがない。貴重な生還者だ」

「そうだろお。お前がいなけりゃ俺はなあ──」

　そこで同僚の顔色が変わった。

　地面にしゃがみこむ。仲間たちが背中をさすり、ジークフリートに苦笑を向けた。

「悪いな。酔い過ぎみたいだ」

「最近のこいつ、酔っぱらうといつもお前の話なんだよ。態度は悪いけど、感謝してるんだ。命の恩人だって。だからこそ、お前が出世に興味なさそうで、無愛想なまんまで色々言われてるのが気に入らないんだってさ」

　そう言って、会釈して三人はその場を離れていく。

　立ち去っていく同僚らの背中を見送り、それからジークフリートは視線を落とした。

　道にできた水たまりの水面には、自分の憂鬱そうな表情が浮かんでいる。

（……栄光、か）

　王国において、貴族は魔法を、庶民は魔法に頼らない剣術を鍛えるのが通例だった。騎士とは即すなわち、貴族でなき者たちの頂点に値する。

　庶民出身で上り詰められる頂点。地位も栄光も約束された誇り高き王国の盾。

　外に出る機会は限られ、有事の際には騎士団員として戦わなければならない。中隊長は数十人にも及ぶ騎士の指揮を執らなければならなかった。

（自信は、ある。オレなら十分にこなせる）

　個人としての技量にも、指揮にも、自信はあった。磨き上げてきた。辺境出身のジークフリートにとって、この栄誉を逃すという選択肢はなかった。本来なら。

　自分を送り出してくれた師や友からの期待に報いることができる。田舎いなか育ちの自分に剣術を叩たたき込んでくれた、父親代わりの師。教養がなければ王都ではやっていけないと家庭教師を雇ってくれた親友。

（だが……）

　唯一の汚点を思い出し、憂鬱な息が零こぼれる。

　しばし歩き、開けた公園に入ると、ジークフリートは乾いている草むらに座り込んだ。

　肩にかけていたカバンから兵法をまとめたノートを取り出し、目を通す。集中できていない自覚はあった。空を仰いだ。昨日の雨が嘘うそのような青空だった。

　そのまま背中を地面につけて、横になった。目をつむる。




　邪竜との戦い。思い出すだけでも臓ぞう腑ふの底から震えが止まらなくなる。

　ジークフリートは邪竜を討伐した。

　だが報告していないだけで、彼一人で成し遂げたのではなかったのだ。
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　味方の背中が遠ざかっていく。

　痛みに痺しびれる右腕に力を込める。

　ジークフリートは岩場に身を隠しつつ、深く息を吐いた。

「…………っ」

　ベルトにストックしていた試験管を一本引き抜き、密閉用のコルクを指で弾はじいた。

　支給された回復用ポーション──教会の聖女に祝福を受けた聖水、服用者に活力を与え、傷を癒やす効果を持つ──をぐびりと飲む。霊薬が胃に落ちる。身体からだの芯しんがカッと熱くなり、効果を実感する。最後の一本だった。

　回復魔法が使えれば魔力が尽きるまで体力を回復させられるが、生あい憎にくそうはいかない。

（騎士の身体を癒やすためだけの液体薬。ないよりはマシだが、これで打ち止めか）

　王国騎士は魔法を使えない庶民の集まりだ。

　入団条件をクリアした騎士見習いは教会に赴き、聖女から祝福を受ける。この祝福が一定の魔法は無効化し、騎士を、国家を守る守護の盾として完成させる。

　人によって適性はまちまちだが、聖女の祝福は時が経たち、騎士の技量が上がるにつれて強力なものになっていく。最上位の大隊長クラスにもなれば、傷をつけることも難しい。

　そういう意味では、既に戦術級魔法のほとんどを弾けるまでに至ったジークフリートの才覚は抜きんでたものだった。

（オレは、ここで死ぬのだろうか）

　その彼が、自身の死を明めい瞭りょうに予感していた。

　遠征軍は壊滅した。鎧を砕かれ、四肢を裂かれ、屍しかばねと化した騎士たちが地面に転がっている。生き残りはたった今後方へ撤退していった。

　ジークフリートは殿しんがりとして、つまり時間稼ぎの捨すて駒ごまとして残ることを選んだ。彼が自分でそれを選び、同僚たちは忸じく怩じたる思いで引き下がっていったのだ。

（見込みが甘かった。単なる翼竜種ではない。まさしく、神秘を帯びた質量そのものだ）

　帰った仲間たちの報告を受けて、大隊長クラスの騎士が動くだろう。剣の一振りで大都市を両断できると謳うたわれる豪傑揃いの彼らならば大丈夫、とジークフリートは安あん堵どした。

　だが仲間たちが無事に帰るためには、自分が時間を稼がなければならない。

「いくか」

　傷まみれの大剣を構え、岩陰から飛び出した。

　辺境の赤土を両足で踏みしめ、前を見る。山道をまっすぐ抜けた先に黒い山があった。

　直後、人類の耳には激しいノイズとしか認識できない神聖言語の咆ほう哮こうが轟とどろく。

『神の存在を、感じるか』

　信頼できる同僚が斃たおれた。

　指導してくれていた先輩が斃れた。

　屍し山ざん血けつ河がの中、迫りくる死を実感しながら、必死に足あ掻がいた。

『この世界を見下ろす存在を、感じるか』

　全てはこの邪竜によるもの。

　翼が広がる。視界いっぱいを横に埋める巨大な翼だった。

　無言で剣を構え、思い切り振り抜く。飛翔した斬ざん撃げきが邪竜の顔に命中。渾こん身しんの一撃。

『神の息い吹ぶきに触れたか。神の指先を舐なめたか。神の視線に曝さらされたか』

　白い煙が噴き上がる。その向こう側に、邪竜の金色の瞳ひとみが爛らん々らんと輝いていた。

　無傷。舌打ちをして横の坂道を一足に駆け上がる。

「こっちだぞ、邪竜！」

　巨体に似つかわしくない俊敏な動作で、邪竜が地面を滑った。

　ジークフリートは首筋に死神の鎌かまの感触を感じながら、必死に木々の間を走る。

　しばらく走れば切り立った崖がけがそびえていた。登るには時間が足りない、完全な行き止まり。地図は頭に入れていた。崖に背を預け、ここで邪竜を迎え撃つ腹積もりだった。

　振り向く。

　既に邪竜はそこにいた。

『適切な時間に適切な程度で出力されて、初めて神の御業は形を成す！　恐れるな、立ち向かえ！』

　翼が森を薙なぎ払い、地形が瞬く間に塗り替えられていく。

　漆黒の鱗うろこには傷一つない。仲間たちの攻撃がまったくの無為であったことを今更理解した。そして、己の攻撃もまた同じだった。

　四つ足を地面に食い込ませ、邪竜の口元から光の奔流が漏れる。

　聖女の祝福がまるで意味を成していなかった。対魔法戦闘のエキスパートは、純粋な暴力の前にまったくの無力だった。

（……なんだ、これは）

　間近で見れば嫌というほどに分かった。

　位階が違い過ぎるのだ。ジークフリートは自身の矮わい小しょうさに愕がく然ぜんとした。

　存在の密度が違うと言い換えてもいい。だが引き下がるわけにはいかない。己が引きつけなければ、仲間たちが安全に撤退できない。

　震える両腕でなんとか大剣を構える。

『さあ来たぞ、神の意志の申し子が。この爪つめで引き裂いてくれる！』

　邪竜がひときわ巨大な雄たけびを上げた。

　山そのものが鳴動する。風圧と音圧だけでジークフリートの身体は鎧ごと吹き飛ばされそうになった。

（オレはここで死ぬな）

　ルーキーとはいえ、いくばくか修羅場の経験はあった。だから分かった。

（ここで死ぬ。ならせめて、意味のある死に方をさせてもらう！）

　身体に活を入れ、大剣を大上段に振りかぶった。

　その時。




「──星を纏えrain fall」




　真横から突如激突した流星が、邪竜の巨体を吹き飛ばした。

「……は？」

　目を白黒させ、コンマ数秒でフリーズから回復し、慌てて流星の出所へ視線を向ける。

　少女がいた。

　地面に届かんとする優美な黒髪をはためかせ、不敵な笑みを浮かべて。

　マリアンヌ・ピースラウンドが、そこにいた。




「ドラゴンもまたいで通るならぬ、ドラゴンをまたいで通る美少女天才悪役令嬢とかイイですわね。名乗る二つ名としては流星零剰メテオ・ゼロライトとかいう意味不明なのより全然アリですわ……え？　古過ぎて年がバレる？　嘘おっしゃい！　最新刊は２０１９年の10月に発売されていましてよ！　どう考えても最先端のラノベですわ！」




　その長なが台詞ぜりふは、強烈な突風にかき消され、ジークフリートの耳には届かなかった。

　邪竜を一撃で吹き飛ばした少女は、不敵な笑みを浮かべて天を指さす。

「悪しき竜ありと聞きつけ訪れましたが、口ほどにもありませんわね。存在の格が違うのです。真なる選ばれし者とはただ一人！　このわたくしですわ！」

　思い上がり甚だしく、全能感も痛々しく、驕おごり昂たかぶり全開のセリフだった。

　彼女は突風に突き上げられたスカートをそっと手で押さえ、ちょっと頬ほおを赤らめてから、ジークフリートの元にツカツカと歩み寄ってきた。

「見ましたか？」

「え……何、がだ？」

　あまりに衝撃的な光景を見させられて、ジークフリートはちょっと思考停止していた。

「いえ、見てないのなら結構です。乙女の秘密ですわ」

「は、はあ」

「見て減るものではないと言いますし、実際減るものではないですけれど、見えないからこそ価値があるものですわ。露店に並んだ春画よりも、のれんのかかった成人向けコーナーの方が商品価値が生じる気がするのと同じ原理ですわね」

「考え方が男性的過ぎる……」

　突然とんでもない核心を突かれ、マリアンヌはさっと顔をそむけた。

「それで、その。君は一体？　このあたりに住んでいる、という風体でもないが」

「わたくしですか？　わたくしは通りすがりの世界の破壊者ですわ」

「言葉の意味はよく分からないんだが、嘘だということだけは分かるぞ」

「……冗談ですわ。わたくしの名前はマリアンヌ。ドラゴンをまたいで通るマリアンヌ、ドラまたマリアとお呼びくださいな」

「は、はぁ」

　とんでもないアダ名だとジークフリートは思った。

　常識に疎い面はあるが、どう考えても異常なのは分かった。というかドラゴンをまたいで通るって、サイズ感がおかしくないだろうか。

「それにしても驚きましたわ。騎士団が撤退しているとは予想外でした……わたくし、騎士の皆様の奮戦を見守りながらランチにしようと思っていましたのに」

「そのバゲットは昼食か。残念ながら我々は敗走している。オレが殿だ」

「捨てがまりですわね。尊い自己犠牲精神をお持ちで」

「……皮肉、か？」

「ランチのおかずにもなりませんわ」

「本気でオレたちの戦いをランチのおかずにしようとしていたのか!?」

　会話しながらも、どうやら正体を明かすつもりはないらしいと察した。

　曖あい昧まいにはぐらかされている、とすら言えない。適当にあしらわれているのだ。

　邪竜討伐に伴い一帯の避難は完了している。物もの見み遊ゆ山さん目的であるような口ぶりからして、遠方からやって来ているのかもしれないと思った。

「なんにせよ危険に変わりはない。早く立ち去ってくれ」

「はい？　見てませんでしたの？　あんなワイバーンもどき、わたくしの流星で……」

　その時だった。

　真横から極光が吹き荒れた。狙ねらいの逸それたブレスが、マリアンヌが後ろ手に提げていたバスケットをジュッと蒸発させた。

「…………」

「…………」

　顔を見合わせたまま数秒黙りこくる。

　それから恐おそる恐る、横を見た。

　金色の瞳を血走らせ、口元からブレスの残ざん滓しを零こぼしながら、どう考えてもブチギレている様子で邪竜がこちらを見ていた。

「流星が効いてませんわーーーーーーーーーー!?」

「いいから逃げるぞ！　こっちだ！」

　生まれて初めて、ジークフリートは異性の手を引いて全力疾走することになった。
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　切り立った崖の横合いにぽっかりと空いた洞どう窟くつ。

　そこに身を隠し、二人は邪竜が地面を這はいずる音に耳を澄ませていた。

「……強力な魔法だったが、どうやら怒らせてしまったようだな」

　数瞬ではあったが、ジークフリートは邪竜の胴体が抉えぐれているのを目視した。

　一切の攻撃が通用しなかった邪竜相手に、馬ば鹿かげた威力だと嘆息する。魔法攻撃である以上、祝福を授かっている騎士ならある程度軽減できるだろう。しかし真っ向から直撃した際に無事で済む自信はなかった。

「むぅ……」

　一撃で殺害できず、マリアンヌは頬を膨らませてむくれていた。

「想定よりも硬かったな。君の魔法が一級品なのは保証しよう。だがあれでは、連発している最中にブレスでこちらが消し飛ぶ」

「同意見ですわね」

　逃げる最中にも何度かブレスが飛んできたが、二人はおとなしく回避を選択していた。

　真っ向から受け止めきれる保証はない。博ばく打ちに打って出ようにも、チップが自分たちの命である以上迂う闊かつな真ま似ねはできない。

「手立てはないのか？」

「ある分にはありますわ。ですが……」

「いや、実のところ、ある程度の推測はできている」

　ジークフリートの言葉に、マリアンヌは三角座りの姿勢で首を傾かしげた。

「と、言いますと？」

「さっき撃ち込んだあの魔法は……本当はもっと長い詠唱のはずだ」

　む、とマリアンヌの表情が変わった。

　先ほどまでの雑なあしらい方ではない。ジークフリートの両眼を覗のぞき込んでいる。自分の底まで見透かされるような悪寒がした。

「騎士は魔法についての知識も深いのですか？」

「魔法使いということは、君は貴族なんだろう。知る機会がないのは当然だが……オレたち騎士は、魔法使い、或あるいは魔法生物との戦闘を主目的とする。敵を知るのは基本だ」

「えっわたくし敵と思われてるのですか？」

「違う違うッ、この状況で仲間割れはあり得ないだろう。ただ、一般的には、魔法使いと騎士は相いれないそうだ」

　魔法使いと騎士の断絶は根深い。それぞれが背後に貴族と教会を持ち、両勢力の当てこすりとして現場で争うのが、その二つのジョブだった。

「はえ～そうなんですわね。すみません、わたくし、そういうのに疎いので」

「本気か？　その腕前なら……いや。まだ学生だったな」

　真紅の髪をかき上げ、ジークフリートは大剣の刀身を指で叩いた。

　外では邪竜の這いずる音が響いている。自分たちを捜しているのだ。腕を組んで、赤髪の騎士は嘆息した。

「それで、本題なんだが」

「はい」

「本来は、何節なんだ」

「……完全版の詠唱をするならば、その、えーと」

「言いよどむ内容とは思えないな。禁きん呪じゅ指定の十三節詠唱とでもいうなら分かるが、まさか十三節詠唱をたった二節に省略できるはずもない」

「おあっ!?　お、お、オホホホ！　そんなまさかまさか～！　十三節詠唱なワケありませんわ～!!　オホホホホホ！」

「………………」

　彼女の反応は『図星です』と告げていて、ジークフリートは流石に絶句した。

　学生、それも魔法学園に入学する齢よわいより幼い少女が、禁呪を習得しているとは。

「いやその違くてですわね。流石にこの段階でもう裁判にかけられるのはマジでやべーんですわよなんだけど、えっとお」

「よせ。オレは君に助けられた立場だ、糾弾するつもりはない」

　手をかざしたジークフリートのセリフに、マリアンヌは数秒硬直した。

「聞きたいのは、本来の禁呪なら仕し留とめられるかどうか。そして発動にどれぐらい時間を稼げばいいのかだ」

「15秒あれば照準を絞って構築できます」

「十分だ……いや本当に十分過ぎるな。え、本当か？　禁呪を15秒で完全詠唱？」

「ちょっと異端審問だけは本当にタンマですわ!!　…………ん？　あれ？　これもしかして追放チャンス？　すみませんやっぱ裁判かけてもらってもいいでしょうか？」

「急に自殺志願者にジョブチェンジするな、びっくりするだろう。だからオレは君を糾弾するつもりなんてない、安心してくれ」

　不器用ながらも、ジークフリートは彼女を安心させるべく優しい笑みを浮かべた。

　場所が場所なら黄色い歓声が上がったであろうその笑顔を見て、マリアンヌは唇を噛かみ、本当に深刻な渋面を作った。

「オレも騎士の端くれだ。君の信頼に、必ず応えてみせる」

「いい顔ですわね。まっすぐで眩まぶしい顔。いかにもな騎士サマですわ」

「……それは皮肉だな？」

　ご名答ですわ、とマリアンヌは肩をすくめて悲し気に脱力した。
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　決戦場に足を踏み入れた途端、頭の裏側を怖おぞ気けが走った。

　全身の肌が粟あわ立だつ。背筋を嫌な汗が伝う。

　隣の少女が涼し気な表情で佇たたずんでいるのが信じられないほど、戦場は濃密な死の気配に包まれていた。

「……ところであの邪竜なんですけれど」

　切り立った崖の直下で迎え撃つ、ジークフリートの当初の想定通りの展開。

　遠方にいた邪竜は、二人を見つけるやいなや猛スピードで迫っている。

　魔素を取り込み、魔力を練り上げ、魔法を形成しながら。

　マリアンヌはふと、前方で剣を構えるジークフリートの背中に問いかけた。

「どういった理由でここに出現しましたの？」

「理由は知らないな。そもそも、オレたちが受けた報告では単なる翼竜種だった」

「ふむ、なるほど」

「……その反応。何か心当たりが？」

「えっ？　あ、いえ！　ふむ、なるほどって口癖で……何も分かんない時も何か理解した感じが出るから、めちゃくちゃおすすめですわよ？」

「タチの悪い口癖だな！　何も分からないなら素直に黙っていればいいだろう！」

「それだとカッコがつかないんですの！」

　馬鹿みたいな言い合いをしている間にも、邪竜は距離を詰めてきている。迫るほどに視界を埋めていく様は、地上の脆ぜい弱じゃくな生物全てを轢ひき潰つぶす、神の車輪に見えた。

『ひれ伏せ！　神は失墜する！　大地の息い吹ぶきが天を焦がす！』

　神聖言語の咆哮が周囲の山々を鳴動させる。

「来ましたわね──手はずはさっき言った通り、広範囲殲せん滅めつを一点に集中させます。照準を絞るために、邪竜を15秒間くぎ付けにしてください！」

「…………！」

　知らずのうちに唾つばを吞んだ。腕が震えるのを必死に抑え込もうとした。

　真っ向から激突する形になる。

　斃れていった仲間たちの顔が脳裏をよぎった。誰だれもかれもが、真剣に王国を守るべく訓練を積んでいた。そんなものに意味はないとあざ笑うかのように、殺されていった。

（違う！　オレが考えるべきはそんなことじゃない！）

　頭を振って、キッと正面を睨にらむ。接敵まであと僅わずか。

（なんのために騎士になった！　オレが騎士を志した理由はなんだ!?）

　全身に力を込める。腰を落とす。師に叩き込まれた、絶対不動の構え。

（戦えない人の代わりに戦う！　力なき者たちの代わりに力を振るう！　それが王国の盾である騎士の役割だ！）

　チラと後ろを見た。

　両腕を振るい魔法陣を展開し、額に汗を浮かべて禁呪の準備を進める少女。

（オレを信じてくれた人の信頼に応える！　それこそが騎士の本懐ッ！）

　顔を前に向ける。

　邪竜が、人々の安寧を脅かす悪しき存在が。

　騎士が打倒すべき敵が、眼前にいる！

「う、ぉぉおおおお────────────ッッ!!」

　聖女の加護を全開に、人間の限界を超えた膂りょ力りょくを以もって大剣を思い切り叩きつける。

　突撃してきた邪竜の頭部に、狙い過あやまたず唐から竹たけ割わりが吸い込まれた。

　刃と歯が真っ向からぶつかった。火花と呼ぶには激し過ぎるスパーク。視界が灼やかれる中、ジークフリートは両足を地面にしかと突き立て全身で踏ん張った。

（耐え──耐えられて、いる！　あの邪竜相手に、押し留とどめられているッ！）

　実感はなかった。だがすぐに、自分が普段以上の力を発揮している理由が分かった。

　背中に温かい感触。手が置かれていた。マリアンヌの手だった。

　彼女は禁呪を構築しながらも、片手間に大気中の魔素を片っ端から取り込み、魔力に変換し、そしてジークフリートの身体に強化魔法として流し込んでいるのだ。

「──おバカさん」

　いやにクリアな声だった。

　自分のすぐ真後ろで、マリアンヌの貌かおが悪魔のように歪ゆがんでいるなどと、ジークフリートには見えるはずもなかった。

「もっと素直になればよろしいのに」

「素直、だと」

「ええ、ええ。くだらない偽善など捨ててしまいなさい。アナタ自身が、アナタをどうしようもなく縛ってしまっていますわ」

「馬鹿を、言うな……！　オレは、騎士として！」

「いいえ、違いますわ。そうではなくってよ」

　あろうことか身を乗り出し、マリアンヌの顔が頬を擦こするような横にまで迫った。

[image: ]

　肩越しに邪竜を見据える彼女は怒り狂う大自然の使者を相手に、まるで眼中にないと言わんばかりに首を横に振り、間近で騎士を見つめた。

「欺ぎ瞞まんはやめなさい。本当はアナタ、もっと利己的エゴイスティックなはずでしょう」

　その言葉。

　いやにストンと、ジークフリートの胸の中に落ちた。

（……ああ、そうだった）

　壮絶な負荷が他人ひと事ごとのように、身体が軽い。

　思い出せ。思い出すんだ。自分はどうして、騎士を志した。

　適性があると言われた。稼ぎが良いと知った。他人のためになると思った。

　違う。

　違うのだ。

（証明したかったんだ。オレが最強だと）

　カチリと、何かが嵌はまる音が響いた。

　引き金が引かれる。

　撃鉄は今ここに落ちた。

「照準完了。思いっきり、押しのけてしまいなさい！」

「お────おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!」

　満身の力で、思いきり大剣を振りぬいた。

　マリアンヌによる加護、それはもう祝福と言ってよかった。

「オレは何が相手でも！　ドラゴンだろうと神だろうと──負けたくないッッ!!」

　押しのける、ではすまなかった。

　文字通りに巨体が浮いた。邪竜はジークフリートの大剣に打ち上げられて、あおむけに転がされた。

　地面に沈むと同時、激震が広がる。

　役割は果たした。

「ドラまたマリア嬢！」

「すみませんやっぱりその呼び方撤回しますわ！　マジで誰のこと呼んでるのか分かりませんでした！」

　自業自得の混乱に陥りながらも、マリアンヌは表情をスッと冷たいものにして、邪竜に向けて手をかざす。

「それでこそですわよ、誇り高き騎士。強き者ほど、自身のために剣を振るう。この世界を貫く真理ですわ。故に──アナタが振りかざした騎士の矜きょう持じに、今度はこのわたくしが応えましょう！」

　邪竜が身を起き上がらせようともがく。だが遅い。

　天を衝つくように伸ばしたマリアンヌの手を起点に、空へ魔法陣が描かれていった。

　美しい唇が静かに震える。その様子を、ジークフリートは黙って見ていた。

　────星を纏いrain fall、天を焦がしsky burn、地に満ちよglory glow

　十三節に及ぶ、人類史が創造した最悪の戦略魔法。

　────射貫けshooting、暴けexposing、照らせshining、光来せよcoming

　かつて大陸を二分した大戦争の際に、大賢者セーヴァリスが生み出した、生み出してしまった七種の禁呪。

　────正義justice、白white、断罪execution、聖母Panagia

　最高位の騎士、教会の聖女や教皇、そして王族。

　ごく僅かな人々しか具体的な内容を知り得ない、世界を灼き尽くす神への挑戦。

　────悪行は砕けた塵へとsin break down、秩序はあるべき姿へとjudgement goes down

　その中でも天を汚し、地に星の輝きを降り注がせる『流星』の禁呪。

　実に最大レンジとして大陸の半分すら射程に収める究極の広範囲破壊魔法。

　────裁きの極光を、今ここにvengeance is mine

　十三節の詠唱に加えて、起動言語が紡がれる。

　マリアンヌは独自の研究から十三節詠唱を省略し、禁呪と悟られぬよう巧妙な偽装を施していた。

　その偽装が、意図的な矮わい小しょう化かが。

　今、封を解かれる。




「完全解号ホールドオープン──虚弓軍勢マグナライズ・流星メテオ」




　ジークフリートの視界が白く染め上げられた。

　それが、邪竜討伐作戦に幕を下ろす、最後の光景だった。
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　貴重な休日のはずだった。

　朝っぱらの雑談枠はレスバに終始してしまったが、気を取り直して馬車タクシーを使って王都まで遊びに来た。

　身体の成長とかは正直全然意識しなかったが、イイ感じにスタイル抜群の美少女になれたのでせっかくなら着飾ってみたいのだ。

　こう、あれだ。ゲームでキャラクリする感じ。美少女アバターの色んなコスチューム買いたくならない？　ああいうやつ。

　そういう感じで王都でめちゃくちゃ服買うぞーと意気込んでいたというのに。

「あのですねえ！　わたくしの休日を邪魔しないでいただけます!?」

「まあ、そう怒らないでくれよマリアンヌ」

　何故かついてきているロイ・ミリオンアークが、白い歯を輝かせる。

　ざけんな。テメー女子寮の入口で出待ちしてたじゃねえか。顔と家柄のゴリ押しで誤ご魔ま化かしてるけど、お前これストーキングだからな。

「とにかくついてこないでくださいな！」

「僕もこっちに用があってね」

「こっち、というと」

　周囲を見渡すと、なんかいかがわしい宿がずらっと並んでいた。

　全部連れ込み宿じゃねえか。

「……ここに用があるんですの？」

「違う！　いや本当に違うんだ！　待ってくれ！　そんな冷たい目で見ないでくれ！　そんな目で……見られると、僕は、僕は……！　何かに目覚めてしまいそうだ……!!」

　キッモ…………

　頬を赤らめて息を荒らげるロイ相手に身の危機を感じ、わたくしはそそくさとその場を後にした。

　しばし歩けば連れ込み宿が立ち消え、開けた公園に差し掛かる。

「あら？」

　人気のない公園だったが、一人なんかやたらでかい男が草むらに寝ころんでいた。

　近づくと、寝ているわけではなく目をつむっているだけだと分かった。

　ホームレスかな？

「……あの人は、まさか」

　復活して後を追ってきたロイが、その男性を見て訝いぶかし気に眉根を寄せていた。

　人気を感じたのか、彼はぱちりと目を開いて上体を起こす。

　周囲を見渡す彼と、わたくしの視線が重なり──記憶がスパークした。

「君は……」

「アナタは……」

　見覚えのあるイケメンだった。

　同時、わたくしの記憶領域が最大音量でアラートを鳴らした。めちゃくちゃやばいと。逃げるか口を塞ふさぐか、どっちかを迅速にしなければならないと。

「──ドラまたマリア嬢、何故ここに……？」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　結局最速で距離を詰め、思いっきり顔面にパンチを打ち込んで黙らせる羽目になった。
















　公園から少し歩いたカフェのテラス席。

　そこにわたくしとロイ、そしてジークフリートさんは座っていた。

　短い金髪の幼おさな馴な染じみと長い赤髪を一つに束ねた騎士は、なんとなく正反対っぽいなと思った。

「先ほどは大変申し訳ございませんでした、ジークフリート殿……！」

　コーヒーが運ばれてきた後、ロイが勢いよく頭を下げた。

　ジークフリートさんに敬語はやめてくださいと言い、向こうからもこないだ通りタメで話そうと言われたものの、ロイにとってはよっぽど目上の人らしい。

「うちのマリアンヌが突然殴りかかるなど……！」

「身内扱いしないでくださいます？　大体受け流されて威力全然通らなかったのでノーカンですわよ」

「そういう問題じゃないだろう!?」

　開幕不名誉あだ名カミングアウトをかましてきた向こうが悪いよ向こうが。

　悪びれずコーヒーを啜すするわたくしに対し、ジークフリートさんは苦笑を浮かべる。

「いや。かなり精度の良い不意打ちだったよ……オレも油断していた。あと少しでも反応が遅ければ首から上はなかったかもしれない。いい訓練になった」

「そういう問題なんですか!?」

　隣でロイがびっくりしてコーヒーをこぼしかけていた。あぶねえ。今日白いブラウスなんだから気をつけろよ。

　そろそろ太陽が下がってくる昼下がり。行きかう人々は、テラス席に揃そろった超美形三人に視線をくぎ付けにされていた。顔の良い男二人、優しい王子様系と怖いお兄さん系の二種類だもんな。まあわたくしが一番美的指数高いんですけどもね！

「それにしても……かの『竜殺し』殿とマリアンヌが顔見知りだったとは、驚きです」

　驚きですと言いながら、ロイの表情はもうめちゃくちゃ疑っていた。

　疑いが一周して不安そうになってるもん。ウケる。うらぶれた野良犬みたいな目でジークフリートさん見てんじゃん。

　ただまあ、ここのつながりの詳細が割れると不利益をこうむるのはわたくしだ。つまり追放チャンスじゃねえかコレ！

「ロイ、それは」

「──合あい縁えん奇き縁えん、というやつだ」

　騎士が見事なインターセプトを決めた。

　数瞬だけ、『分かってる。うまく誤ご魔ま化かすから任せてくれ』みたいなアイコンタクトが飛んでくる。強めにどついてやろうかテメェ。

「……教えるつもりはない、と」

「勘違いさせたのなら申し訳ない。何か君が不安に思うようなことがあったわけではないよ。彼女にオレが助けられただけだ」

　見事に真実しか言わない、器用な躱かわし方だった。

　不服そうに唇を尖とがらせるロイに向かって、ジークフリートさんは苦笑を浮かべる。

「それを言うならこちらも驚きだよ。ドラマリア嬢と、ミリオンアーク家の御ご嫡ちゃく男なんが知り合いだったとはね」

「名な残ごりが残っていてよ!?　次は本気でパンチ当てますわよ!?」

「おっと、これは失礼した……すまない、一度あの名前で覚えてしまったものでな」

　顔から火が出そうだ。自分でも真まっ赤かなのが分かる。完全にあの時のわたくしは史上最高のイキリ数値をたたき出していた。

　ジークフリートさんは本気で申し訳なさそうにしょぼんとしている。クソッ、なんだよからかってきてた方がまだやりやすいな……！　素すかよ……！

「ああ、もう。そんなに強く印象に残るほどの名前じゃないでしょうに」

「そんなことはない。人生の中でも五指に入るほどインパクトの強い名前だった。こんなに衝撃を受けたのはマザーファッカータロウ・ハナコ兄妹に出会った時以来だ」

「なんて??」

「む。違ったかもな。マザーファッカー記憶混濁幼馴染コンビだったかもしれん」

「余計な飛び火がついたせいで最悪ポイント加算されましたわね」

　せっかくリメイクで再燃したんだからマジでやめてほしかった。

「……随ずい分ぶんと仲が良いんだな」

　その時、ロイがコーヒーをずぞぞと啜りながら拗すねたような声を上げた。

「仲良く見えまして？　完全な錯覚ですわ。この人の天然にわたくしが振り回されているだけです」

「言われてみればそうだな。そして意外でもある、あの日の印象はどうも君が胡う乱ろんな発言をしてばかりだったからな」

「どちらかと言えばわたくし、つっこむ側ですからね」

「本気で言っているのか？　君はかなりつっこまれる側だったと思うが……」

　ジークフリートさんは眉み間けんにしわを寄せてそう問うた。

　失礼な騎士だ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　突っ込む側と突っ込まれる側……!?　な、なんてことを言っているんだ！」

　突然隣でロイがわなわなと肩を震わせ始めた。

　なんだこいつ。中学生かな？

　ジークフリートさんと顔を見合わせる。彼は首を横に振った。

「勘弁してやってほしい。男子にはこういう時期がある」

「存じ上げております。女性の服装全てを春画に出てきそうかどうかで判断してしまう時期ですわね」

「そこまで解像度の高い理解をされていると困惑するぞ、君時々本当に男みたいなことを言うな」

　痛い指摘だった。話題を逸そらすべく、とりあえずロイを生温かい目で見ておく。

「それにしてもロイ、そんな発想をしたんですわね。まあ年とし頃ごろの男子ですし仕方ありませんけれど」

「やめてくれマリアンヌ。そういう母親みたいな反応が一番傷つくんだ、分かっててやってるだろう君。ちゃんと、もっとこう、頬ほおを赤くしてサイテーと言ったりしてくれ」

　願望混ぜてきたなこいつ。

「ミリオンアーク君。年上としてのアドバイスだが……えっちなのは駄目だぞ」

「チェンジ！　チェンジチェンジチェンジ！　なんでそれをマリアンヌが言ってくれないんだよ畜生ッ！」

　王子様みたいな外見で世迷いごとをのたまい、ロイはテーブルをぶっ叩たたいた。

　えぇ……性欲が肥大化し過ぎて行動がバグってるじゃん……

　わたくしたちはヒートアップした空気を冷ますべく（金髪王子が勝手にあったまっただけだが）、しばらく通りを眺めたり空を見たりして意識をリセットした。

「それはそうと……最初に言うべきでしたが。ジークフリート殿、中隊長候補者への推挙、おめでとうございます」

「おや、知っていたとはね」

　二人がいかにもな世間話を始めた。

　中隊長？　偉そうだな。ムカついてきた。

「昇進が決まったわけじゃないさ。監査のために何度か教会へ向かわなければならないのは手間だが、今回は聖女様からの指名ということだからな。無下にもできない」

「成程。同僚の方々から、出世欲のない人だという噂うわさは聞いておりましたが……本当のようですね」

「同僚にもよく言われるよ」

　……なんとなく、空気が変わったと思った。会話のことではなく、ジークフリートさんの身に纏まとう空気感だ。少し軽くなったというか、ラフになったというか。

　あの日共闘した時は、もっと堅物堅物していた。邪竜の死し骸がいをジークフリートさんの斬ざん撃げきで殺害したよう偽装している間あたりから違和感はあった。

　もちろん、良い意味で変わったのだと思う。

「聖女様、ですか。教皇様が見み出いだしたという噂ですが、お目にかかったことは流石さすがにありませんね」

「君たち貴族が教会に立ち入ることはめったにないからな。案外歓迎してもらえるかもしれないぞ」

「熱烈な歓迎でしょうね。矢が何本飛んでくるやら。その時は、ジークフリートさんも鎧よろいを着こんで出迎えてくれますか？」

「ロイ、アナタそういうブラックジョークをノーモーションで打つの本当にやめた方がいいですわよ。ジークフリートさんも流石に引きますわ」

「……？　いや、こう見えて礼服は持っているぞ。一いっ張ちょう羅らだが、正式な面会なら失礼のないようこちらも気を配ろう」

「全然引いてないですわね。無敵ですか？」

　素の善意に見事なカウンターをもらい、ロイはバツが悪そうにそっぽを向く。天然が腹黒を撃退する場面に遭遇してしまったな。

「というかさっきから話が全然分からないのですが、教会の……聖女？　がそんなに大きな存在なのですか？」

「マリアンヌ。君が政治に興味を持ってないのは知っているつもりだったが、いくら何でも興味を持たなさ過ぎだろう」

　深く嘆息してから、ロイはシュガーポットを手元に引き寄せ角砂糖をつまみ上げると、コーヒーカップに一つだけ沈めた。

「一つの勢力は、実際に勢力の表舞台に立つ者と、それを支える者があって成立する。コーヒーを僕たち魔法使いとするならば、このカップ……貴族院の貴族たちが後ろ盾をしてくれているから、飲み物として成立する」

「騎士の場合は、飲み物が騎士、そして入れ物は教会だな。名目上の指導者は教皇様であるものの、実務の大半は聖女様が取り仕切っていると聞くよ」

　へ～。むずかち～。

「聖女様とは、加護を授かった際に一度だけ顔を合わせたことがある……とても、とても大きかったな」

「僕だって馬ば鹿かじゃない、もう引っかかりませんよ。器の話でしょう？」

「いや、胸の話だ」

「畜生！　緩急についていけない！　これが竜殺しの実力なのか……!?」

「ジークフリートさん、その話詳しくお聞かせ願えますか」

「なんで君が食いついてるんだ!?」

　わたくしは完全に勝負師の目になっていた。

　おっぱいの話にむしゃぶりつかなくて何にむしゃぶりつくんだよ。

　騎士の顔をガン見したが、彼は首を横に振った。

「あの光景は、オレの胸の中に、大切に留とどめておきたい」

「なるほど。確かに立派な大胸筋ですものね」

「僕より君たちの方がよっぽどひどい会話をしているぞ……！」

　憤慨するロイはさておき。

「で、その聖女様から直じき々じきに指名をいただいたということは、実際中隊長への道が約束されたようなものではないのですか？」

　気になったのはそこだ。そんなに偉い人相手ならもう昇進は確定じゃないの？

　だがジークフリートさんは腕を組み、難しそうな表情をする。

「オレが積極的にアピールすれば、九割でオレになるだろう。だが……」

「モチベーションがない、と」

　無言で頷うなずかれ、わたくしは数秒考えこんだ。

「では、先ほどの公園で勝負していただけます？」

「……え？」

　おっ、この呆あっ気けにとられてる感じの顔は可愛かわいいな。

「喧けん嘩かですわ。迷いを晴らすためには、そして自分の存在をこれ以上なく叫ぶためには、やはり喧嘩ですわ！　喧嘩は全てを解決する……！」

「…………」

「あ、彼女はこの言い分で入学式をめちゃくちゃにした実績があるので、多分本気ですよ」

　困ったような顔で見つめられたというのに、ロイの回答はあっさりしていて。

　助けを失ったジークフリートさんは、最後には諦あきらめたように承諾してくれたのだった。
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【突然の】ＴＳ悪役令嬢

神様転生善人追放配信ＲＴＡ【対騎士戦】

『２３３，１８９　柱が待機中』




【次の配信は二分後を予定しています。】




上位チャット▼




　〇鷲アンチ：こ無ゾ

　〇苦行むり：あ～終わった終わった

　〇火星：今のうちに加護相手に試しておくのは英断

　〇適切な蟻地獄：てかこの段階で聖女とかいたっけ？

　〇雷おじさん：やべえなやらかしたかもしれん

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：聖女マジで覚えないな

　〇木の根：加護って教皇がやるんじゃなかった？

　〇日本代表：担当者ちょっと後で事務所来てもらえますか

　〇雷おじさん：はい…………

　〇適切な蟻地獄：ガチじゃん

　〇ＴＳに一家言：ガチの案件っぽくて草

　〇無敵：これは教育やろなあ











　公園に人気はない。

　わたくしとジークフリートさんは十数メートルほどの距離を置いて相対していた。

「それじゃあ、僕の合図で始めます。ジークフリート殿は素手ですが……」

「構わない。喧嘩に武器は不要だろう」

「分かりました。マリアンヌは詠唱を何節までに制限する？」

「は？　喧嘩ですわよ？　できるなら十三節詠唱しますわ」

「……まあ、なるべく相手に怪け我がをさせないように気をつけてくれ」

　ちなみに十三節という言葉を聞いた瞬間、ジークフリートさんの顔が引きつっていた。

　冗談になってないもんね。

　──よし。それじゃあ配信始めるか。









【というわけでここからは最近覚えた脳内言語直接出力モードで配信していきますわ！　控えなさい愚民共～！】

　〇ミート便器：テンションたっか

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：負け戦直前の高揚感かな？

【お黙りなさい！　やるからには勝ちを狙ねらいに行きますわよ！】

　〇芹沢：チート魔法があれば騎士にも勝てるなどというナイーヴな考え方は捨てろ

　〇木の根：ラーメンハゲいて草

【え、わたくし、現状そんなに勝率低いんですの？】

　〇鷲アンチ：そのへん特に考えずに喧嘩売ってたのかよ

　〇ＴＳに一家言：中隊長推薦もらうクラスってことは戦術魔法はほぼ無力化されるね

【ふむ、なるほど。でも流石に十三節詠唱なら貫通できますわよね？】

　〇適切な蟻地獄：騎士くんの前で十三節詠唱させてもらえますか？

【あっ】

　〇苦行むり：マジで禁きん呪じゅ撃ち込むつもりだったの!?

　〇ミート便器：お前の精神状態おかしいよ……

　〇火星：そもそもよりにもよってジークフリートさん相手に十三節詠唱見せちゃって手札割れてるからまず禁呪撃たせてもらえない

【お、オホホホ！　オホホホホホ！】

　〇太郎：笑えば何でも誤魔化せると思うなよ

　〇みろっく：このタイトル詳しくないんだけど、実際キャラクターとしてジークフリートってどんくらい強いの？

　〇無敵：潜在能力ＳＳＳ、王国転覆ルートのラスボスや、あとジークフリートさんにはさんを付けろワイはジークフリートさんの夢女子やぞ

　〇みろっく：ごめん、ジークフリートさんね

　〇外から来ました：シナリオ序盤は中隊長で燻くすぶってるけど主人公が王国と敵対したら突如覚かく醒せいしてガチで殺しにくるみんなのトラウマ枠

　〇幼馴染スキー：こんにちは死ねの体現者

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：最終覚醒ジークは大陸割ったりするから強さの次元が型月世界観に近い

　〇木の根：まあ最終覚醒ロイも普通に光速反応光速移動光速攻撃してくるしこのゲームやっぱバランス調整おかしいよ

【？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？】

　〇ミート便器：マリアンヌちゃん壊れちゃったねえ

　〇火星：実際この段階でここまで育ってるのは十分凄すごいからな

　〇無敵：要求されるスペックはスカスカメルトなのに延々とスカスカ狂スロを連射し続けるバーサーカーなのが悪いんだぞ

　〇鷲アンチ：このタイトルの最終覚醒枠と比較するのが間違ってるってそれ一番言われてるから

【控えめに言ってもクソゲーでは？】

　〇ＴＳに一家言：お嬢様がクソとか言うな、ちゃんとお嬢様語使え

　〇火星：詠唱破棄前提の初動圧殺ビルドで開幕速攻連打してジークのＨＰ削ればイベント挟んでデバフかかる、ていうかそれしか攻略法が発見されてない

　〇適切な蟻地獄：間違っても遠距離砲撃ビルドで挑んではいけないんだよなあ

【やっぱりクソゲ……おクソゲーでしてよこれ！】

　〇木の根：あくまで最終覚醒後だから、現状のジークフリートさん相手ならワンチャンスあるんじゃないですかね（適当）











　心無いコメントを連打され、わたくしは完全にあったまっていた。

　上等だ。やってやろうじゃねえかこの野郎！

「本気で行きますわよ、ジークフリートさん。ここであなたを打倒し、わたくしが最強であることを高らかに謳うたい上げましょう！」

「……！」

　無言のまま、彼も静かに構えた。

　両者が戦闘態勢に入ったのを見て、ロイが手を掲げる。

「────はじめ！」

　その手が振り下ろされる、と同時。

「堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall！」

　一節詠唱、の二十六連詠唱！

　これが現状わたくしにできる最速最多連続魔法攻撃！









　〇ミート便器：ハア!?

　〇鷲アンチ：えっ何これは

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：待って待ってステ振り無視するのほんとやめて











　コメント欄も騒然としていた。

　何せこれ、一度も試したことなかったからね。脳内でできるかな～とか構想練り練りしてただけ。正直ぶっつけでやるような芸当じゃないわ。

「何と──!?」

　ジークフリートさんが驚きょう愕がくをあらわにする。

　わたくしの周囲から予兆なく放たれるは計26の流星。

　とっさの反応で両腕を前方にクロスさせ防御体勢をとる彼へ、次々に着弾。公園の地面が抉えぐれ、濛もう々もうと砂煙が立ち上がる。

　もちろんこれはそんじょそこらの単節詠唱魔法ではない。

　十三節詠唱禁呪を極限まで短縮した単節詠唱である。かつて共闘した時はまだ二節までしか短縮できていなかったが、今はもう最短まで縮められているのだ。

　……こんだけやってもまだ詠唱短縮スキルカンストできないって、この世界の上限値どうなってんだよ、とは思うけど。

「ちょ、ちょっとマリアンヌこれは流石に……！」

　審判役のロイは凄せい惨さんな破壊の光景を見て、額に脂汗を浮かべ狼ろう狽ばいしていた。

　しかし、その時。

「──いや。思っていたよりは痛くなかったよ」

　砂煙が吹き飛ばされた。

　シャツの裾すそを焦がしながらも、悠々とジークフリートさんが立ち上がる。

　は？

「流石に全弾を向けてはこなかったか。26発のうち、18発はオレから逸れていたよ」

「…………」

「気を遣ってくれたんだろう。だが、そのような気遣いは無用だ」

「………………」

「これは喧嘩だと言ったのは君だ。遠慮せずに来るといい！」

「………………………………」









【クソエイム太郎がよ！】

　〇ＴＳに一家言：お嬢様言葉忘れてるぞ

【……おクソエイム花子でしてよ！】

　〇鷲アンチ：２カ所も修正しといてこんなに意味ないことある？











　うるせえ！　言ってる場合か！

　ジークフリートさんが軽く首を振ってから、踏み込む。

　地面が爆砕した。猛烈なスピードで間合いが殺される。

「マリアンヌ──！」

　審判がそんな悲鳴上げてどうすんだよ。悲鳴上げたいのはこっちだよ。









　〇適切な蟻地獄：オワタ

　〇幼馴染スキー：はい解散











　コメント欄が完全にお通夜になっていた。

　懐に潜り込んできたジークフリートさんが、腰を捻ひねり、全身を躍動させ右ストレートを放つ。

　近距離戦において、騎士相手に勝てるはずもない。初動の圧殺攻撃を防がれた時点で、あれを確実に通せる力がなかった時点で、わたくしの敗北は決まっていたのだ──









【……なんちゃって♡】

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：？

　〇木の根：？











　わたくしの右手。固く固く握りしめた拳こぶし。

　ジークフリートさんが目視できないように、身体からだで隠していたそれは、既に充じゅう填てんされ切った魔力が溢あふれ出し、輝きを放っていた。

「な……!?」

　光に照らされ、ジークフリートさんが驚愕に見開いた目がよく見えた。

　二十六連詠唱を選択した理由は明白。いくら二十六回とはいえ、単純極まりない単節詠唱なら──それと並行して、別の詠唱を構築できるからだ。

　種明かしをしてしまえば簡単だ。

　初動の魔法連発は、本命を密ひそかに構築するためのダミー。

　詠唱の裏側に、禁呪の詠唱を貼り付けていたのだ。

「堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall堕ちろfall！」

『星を纏いrain fall、天を焦がしsky burn、地に満ちよglory glow。射貫けshooting、暴けexposing、照らせshining、光来せよcoming。正義justice、白white、断罪execution、聖母Panagia。悪行は砕けた塵へとsin break down、秩序はあるべき姿へとjudgement goes down』

　こういう感じ。

　確かに詠唱短縮スキルは不十分だけどな、並列詠唱はしっかり習得してるんだぜ？









　〇無敵：あの～、並列詠唱だと音がしっかり重なるはずなんですけどお、詠唱の裏側に別の詠唱を貼り付けるって何ですか??

　〇鷲アンチ：待って待ってそんなシステムない

　〇ミート便器：システム外スキルって完全に担当者怒られ案件じゃないですかヤダー！

【うるせえですわ～！　知らねえですわ～！　わたくしの勝ち！　なんで負けたか明日までに考えておきなさい！】











　完全にジークフリートさんは攻撃体勢。回避は間に合わない。

　十三節完全詠唱には遠く及ばないものの、壮絶な威力が込められた拳をわたくしは振りかぶった。

「さあ歯を食いしばりなさい！　これが必殺・悪役令嬢パ────ンチッッ!!」

　狙い過あやまたず。

　光り輝く右ストレートが騎士の顎あごをしたたかに撃ち抜いた。
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　ぱちりと目を開けた。視界は真っ白だった。

　意識が吹っ飛んでいた。ジークフリートは恐おそる恐る、自分の名前を頭の中で確認し、並行して二十本の指が欠けてないことを確認した。

　確か自分は、非番の日で。

　邪竜を共に討伐した少女と再会し。

　そしてなんか決闘することになり、思いっきりぶん殴られて。

「あら、目覚めましたか？」

　視界にマリアンヌの顔が入ってきた。

　気づけば、後頭部に柔らかい感触がする。

　最初に見えたのは白いブラウスであり、マリアンヌの胸を真下から見上げていたのだと気づいた。

「……あと数分はこの体勢をお願いしたい」

「却下です」

　両足を掴つかんで、ロイがずるずるとジークフリートの身体を引きずってマリアンヌから剝はがす。

　怒り心頭だった。膝ひざ枕まくらなんて自分もされたことがない。完全にブチギレていた。ミリオンアーク家のあらゆる権力を使ってジークフリートを潰つぶしてやろうと決意していた。

「オレの負けか」

　立ち上がり、感覚が元通りになっているのを確認しながら、ジークフリートはため息をつく。

　既に日が沈みかけていた。茜あかね色に染まった空を見上げる。

　最後の一撃。予想さえできれば対応できるとは思った。だが騎士に敗北は許されない。

「情けない話だ。まさか本当にやられるとは」

「次はないでしょう。不意打ちが成立しただけですわ」

「逆だ。あらゆる戦いに次はない。オレたち騎士は、全ての手札が割れた状態で戦い、必ず勝利しなければならない。対抗策や不意打ちなどへの即時対応は義務だ」

　声こわ色いろは硬いものだった。かつてのジークフリートに近い。

　その反応に、マリアンヌはつまらなそうに鼻を鳴らす。

「……そういうことを伝えたかったわけではありませんわ」

「では、何を？」

「もっとアナタらしくあればいいのに、と思っただけですわ」

　自分らしく。

　ひどく曖あい昧まいな言葉だとジークフリートは訝いぶかしんだ。

「証明したいんでしょう？　最強であることを」

「……それは」

「ならば話は単純でしょう。アナタが騎士の頂点に上り詰める。その時にはわたくしも魔法使いの頂点に君臨していましょう。その上で雌雄を決すれば、白黒つきますわね」

「！」

　思わず彼女の真紅の瞳ひとみをまじまじと見つめた。

　焔ほむらを煮詰めて純化させたような、ワインレッドの両眼。

「アナタには、そしてわたくしにも、それができます。できると信じています。そうでなくては意味がない」

「……意味が、ない」

「勝手ながら、同類だと思っていますわ」

　マリアンヌは静かに天を指さす。

　ジークフリートとロイは、指し示された先へ視線を上げた。果てなく広がる大空が、天空が、そこにはあった。

　夕陽に照らされ、彼女は今、きっと世界中の誰だれよりも美しい。

「わたくしこそが世界で最も強い！　わたくしこそが最も選ばれし者！　邪魔は一切を排除します！　対立者は悉ことごとく粉砕します！　あらゆる艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えて──その最果てにこそ、わたくしの存在証明は成りますわ!!」

　ビリビリと、空間そのものを鳴動させるような迫力の宣言。

　流石のロイも面食らっていた。だが。

「……く、はは」

　ジークフリートは、自分が笑っているということに、笑い始めてから気づいた。

「はははは、ははははははははははっ!!」

「む。何がおかしいんですの？」

「いや。ふむ、なるほど分かったよ──君は馬鹿なんだな」

「はあああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　現状のマリアンヌは世界で最も沸点の低い女だった。

　キレた彼女が詠唱を始め、ロイがそれを羽交い締めにして止めるのを見ながら。

（……オレの存在証明、か）

　最強であることを。

　誰よりも自分こそが強いのだと、ああして雄々しく宣言するために。

　ジークフリートの瞳には迷いない光が宿っていた。

　やっと、自分のなすべきことが分かったのだから。
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　中隊長への推薦を受理したジークフリートは、その日以来教会本部からやって来た監察官と共に行動することとなった。彼が騎士たちを率いる人材に相応ふさわしいか見極める存在である。

「緊張する必要はありません。私個人の意見を言わせてもらえれば、中隊長に任命されるのは貴公で決まりですよ」

　監察官は若い女性だった。彼女の言葉に、本来は愛想笑いでも浮かべるべきなのだろうかとジークフリートは考える。だが、彼は愛想笑いの浮かべ方も知らない。

「そういったことは、たとえそれが事実だったとしても、オレ……私に言うべきではないかと」

「素直な方ですね」

　誉ほめ言葉なのか皮肉なのか。監察官の表情は完璧に心情を隠していた。

　早朝に寮を出て訓練場へと向かうジークフリートを、こうして監察官が出待ちしているのも毎朝の出来事である。

　彼女は選考期間の間、ジークフリートと行動を共にする。当初は監察というより監視に近いのではないか、と面食らったジークフリートも、一週間ほど経たてばすっかり慣れた。

　騎士団の制服を着た彼女は表情を崩すことなく言葉を続ける。

「ともあれ、監査期間中に実績を出すことが近道です。候補者たちは平時の訓練をパスできますので、見回りに出られてはいかがでしょうか」

「いえ、訓練を疎おろそかにはできません」

　結局のところ、騎士は魔法使いと国内の覇権を争う存在である前に、国を外敵より守る盾である。

　訓練で腕を磨き、実地で加護を高めるサイクルに身を投じるのは、強くなるため。しかしそれは手段であって目的ではない。強くなるのは、国を脅かす敵が現れたら速やかに対処するためだ。

　訓練場に着いたジークフリートは粛々と大剣を振るい、理想的な動きを再現できるよう型を身体に覚えさせる。

　監察官はその間、訓練を眺めながら時折何かをメモしていた。

　正式に騎士に任命された者が使う訓練場は、当然ながら他の騎士も毎日顔を出す。

「……おい、ジークフリート」

「ん？」

　同期の騎士──邪竜討伐作戦には参加せず難を逃れた──が、ジークフリートに近寄って耳打ちする。

「あそこにいる人が監察官か？」

「ああ、そうだ。当面はオレと一緒にいるらしい」

「気をつけろよ。監察官は騎士団長が選抜した、通常の指揮系統から外れた特務隊のメンバーじゃないとやれないんだ。細身だけど相当な凄すご腕うでだぜ」

「それは……見れば分かるだろう」

　顔合わせから今日に至るまで、ジークフリートは監察官の隙すきを見つけられていない。歩き方一つとっても合理性を突き詰めており、恐らく、不意にこちらが斬きりかかったところで完璧に対処されてしまうだろう。

「彼女と戦って勝て、といった内容でなくて良かったよ」

「その時は勝てよ、邪竜よりか楽だろ」

「本当にそう思うか？」

「分かってるよ、冗談だ。邪竜の方が楽なんて笑えねえけどな」

　ともあれ訓練を終えると、ジークフリートは見回り用に訓練着から騎士団の象徴である漆黒の鎧に身を包み、監察官と共に王都の詰め所へ向かった。

「ご苦労様です」

「ああ、交代か」

　詰め所で新聞を眺めていた先輩騎士は、監察官を連れてやって来たジークフリートの肩を叩く。

「中隊長候補になったらしいな、気張れよ。お前の指示なら俺おれたちも従いやすい」

「……ありがとうございます。自分のような青二才に」

「謙けん遜そんするなよ『竜殺し』」

　はっはっと笑って立ち去る先輩騎士の背中を揃って眺めていると、監察官が不意に唇を開く。

「意外ですね」

「何がでしょうか」

「事前の調査や、騎士団のデータから推測するには……貴公が中隊長として選ばれるうえで唯一のネックは、対人関係能力だと見ていました」

　部下を率いる立場になる以上は、その点を無視することはできない。当然の話だ。

「ですが見ていると、問題なさそうです。データにはない心境の変化でもありましたか？」

「……ええ、まあ。もう少し、利己的になってみようかと」

「へえ？」

　思わぬフレーズが飛び出し、監察官は目を丸くする。

「面おも白しろいですね。利己的になる方が、コミュニケーションが円滑になったのですか」

「というよりは……オレは今まで、機械的過ぎたのかもしれません」

　理想の騎士になるべく邁まい進しんしていた。その道を進むことに迷いはなかった。

　だが、あの日、月明かりが別の道を照らした。

（……自分が最強であることを示したい。根本はシンプルな話だった。こんなことに言われて気づくとは、確かにオレは馬鹿だったのだろうな）

　宵よい髪がみ赤あか目めの少女の顔を思い出し、ジークフリートは薄く笑みを浮かべる。

　その時だった。

「──すみません騎士さん！　ちょっといいですか！」

　息を切らして市民の一人が詰め所へと駆けてきた。

　思考を即座に切り替え、ジークフリートは騎士の顔になる。

「どうされましたか！」

「あ──あっちの区画で強盗が……！」

「分かりました、案内してもらってもいいでしょうか？」

「は、はい！」

　市民に先導され、ジークフリートと監察官は通りを走る。

（こちらの方面にあったのは……自然公園と隣接する美術館だ。白昼堂々と美術館を襲撃するとは考えにくい。狙われるのなら、美術館正面の喫茶店か？）

　方向からおおまかなあたりをつけつつ、有事に備えて加護の発動を待機状態アイドリングに置く。

　果たして案内された先では、人質を取った男が喫茶店の店内に立てこもっていた。

「思っていたより状況は悪そうですね」

　監察官の言う通り、喫茶店を取り囲む群衆たちの向こう側はひりついた空気に満たされていた。

　羽交い締めにした店員の喉のどに何らかの魔導器アーティファクトを突き付けた男が、周囲を威嚇する。

　不衛生な衣服を見るに、金銭目当てで押し入ったのだろう。

　何より注意を引いたのは、男が魔導器アーティファクトの先端に展開している魔法陣である。

「近づくな！　こちらの詠唱はもう完了している！」

（魔法使い!?　だが貴族ではない、軍人崩れか……！）

　一般的に魔法が使える人間とは、人間が普段の会話で使う発音言語とは別の領域で伝達される意味言語を知覚できる存在である。

　これは血縁によって継承される技能であり、貴族の子は当然のように意味言語を理解し、平民の子はごくごく稀まれな例外──例えばそれは、ユイ・タガハラである──を除いて意味言語について聞くことも話すこともないまま一生を終える。

　現代魔法はマクラーレン・ピースラウンドによる体系化を経て、発音言語と意味言語を並列して発することによる安定起動を可能とした。それは近代～古代魔法に分類される時代とは異なり、教科書を読んでやり方を学習すれば、センスに頼らずとも魔法を一定レベルで扱えるようになったことを意味する。

　つまりは、兵士としての魔法使いを均質化することが可能になったのだ。

　故に意味言語を知覚する技能さえあれば、魔法学園に通い下地を整え、そして軍学校へ入り、卒業後軍隊へ入ることができる。

　──だからこそ、軍に入ったとしても、全員が栄光の道を進むか、ドロップアウトして実家に帰るか、という以前の世情ではなくなった。

　余裕のない下級の家から、一発逆転を目指し、戦果を挙げることで成り上がろうとする若者が増えた。彼らの多くにとってその夢は、夢のまま終わる。彼らとは違う本物の上澄み、幼い頃ころから魔法の訓練を受けてきた名家出身の者に勝てる道理はない。

　実家に戻ることもできず、軍学校の出から職にあぶれる者は増加している。第一王子が社会福祉制度の拡充を最優先の課題としているのは、こうして生まれる魔法使いでありながら王国政府のコントロールから外れてしまう存在が、決して無視できない数字になりつつあるからだ。

「我々魔法使いは、あんな美術館を建ててもらうために戦ったのではない！　あんなものを造っている暇があるのなら何故なぜ我々の生活を支えないんだ！」

　男は唾つばを飛ばしながら、群衆たちに怒鳴り散らす。怯おびえる市民たちだが、男が逃げ出さないよう道を塞ふさいでいるし、震える手で武器を握っている者もいた。

（……言葉が軽い。声を張り上げているのに感情がそこまで乗っていない、むしろ犯人側が半分パニックに陥っている……金銭目当てで強盗に入ったが逃走が間に合わず、ヤケになって適当な思想を口走っている感じだな）

　ジークフリートの推測は的中している。

　店内を制圧し、店員を脅し始めたところまではよかった。とっさに飛び出していった客の一人を止められず、騎士団の到着に焦るあまり男は店員を必要以上に脅し、動きを鈍くさせてしまった。それが結果としてジークフリートの迅速な到着と相まって、立てこもりという結果につながったのだ。

「お手並み拝見です」

「あなたは手出ししないつもりですか？　人質を取られているというのに……」

「いざという時は対応します」

　言外に、自分が出ればそれだけで済むと監察官はほのめかしている。

「……なるほど、分かりました」

　監察官の視線を受けながらジークフリートは一歩前に進み出た。

　ゴキ、と彼は手首を鳴らした。それだけで全員の視線が彼に集まった。

「そこまでだ」

「……！」

　甲かっ冑ちゅうを着込んだ騎士にすごまれ、男の表情が強こわ張ばる。

「詠唱を解除し、人質を解放しろ。今なら罪状が軽くなる」

　警告を発しながら進んで行くジークフリート。群衆が彼の進む道を自然と空ける。騎士が来てくれたという安あん堵どの表情を浮かべている。

「ぐ……！　そうやって！　力で押し潰すのが騎士のやり方か！」

　男は苦し紛れの一言を放つ。

　しかしそれを受けて、ジークフリートは足を止めた。

（……力で押し潰す、か）

　確かにその言葉は、人々の模範となるべき騎士にはふさわしくないように思われた。

（ならばオレは、どう返すべきなんだ？）

　数秒目をつむり、ジークフリートは考え込んだ。

（──彼女なら、どうする？）

　まぶたの裏に浮かんだのは、天を指さし不敵な笑みを浮かべる少女の貌かお。




『ザコが何か言ってますわねえ！　あ～ら失礼、負け犬語とかわたくし分かりません～！　ごめんあそばせくださいね？　オーッホッホッホッホッ！』




　考え得る限り最悪の言葉だった。でも言いそうだった。

　何を言ってもこれよりはマシだな……という気持ちになり、ジークフリートは嘆息する。

「な、なんだ、いきなりため息なんかつきやがって！」

「おっと、これは失礼」

　一瞬浮かび上がった迷いは完全に消えた。

　ジークフリートは背負った大剣を地面に落とす。巨大な敵を想定する大振りな得物は、人質を取った相手には有効に機能しない。

　まっすぐに男を見据えて、ジークフリートが拳を構える。

「君の質問への返事だ。ああ、その通りだ。今からオレは、力をもって君を押し潰させてもらう」

「……ッ！」

「騎士のやり方というものについて、論じるつもりは一切ない。我々のあるべき姿は思想ではなく行動と結果によって確定される」

　ともすれば、騎士道精神に真っ向から反するような言いぐさ。

　だが不思議とそれを聞いた市民たちは、もう大丈夫だと思った。

（……なるほど。飾りが絢けん爛らんであっても攻撃を防げない盾に意味はない。分かっているようですね、騎士ジークフリート）

　監察官が彼の言葉に頷く。

「だ、だったら……ッ！　こいつごと俺を殺してみろよ、ゴミみたいに！」

　ジークフリートの言葉に圧倒されながらも、男は魔導器アーティファクトをぐいと人質に押し付ける。

「それはさせない」

　普通なら、犯人の気を引きつつ別の人間が人質を救う場面だ。

　しかし、優れた騎士であるならば、真正面から解決できなくてはならない──監察官が手出ししないのはそういったテストを兼ねているのだろう。

（ならばやるべきことは一つだ）

　大剣というデッドウェイトを捨て、ジークフリートは自分の体内を巡る加護を両足に集中させた。

（一瞬で決める）

　息を吐いた。男の声が聞こえなくなる。見えるもの全ての解像度が上がるような感覚。クリアになった世界の中、ジークフリートは緩やかに第一歩を踏み出した。

　それは大地を割る一歩だった。舗装された王都の歩道を踏み砕き、爆発的に加速した騎士は、魔法が発動する間かん隙げきを与えることなく男と人質に肉薄した。

「────ハッ？」

　呆気にとられる男、その顔面に拳を叩き込む。通常通りの加護の配分なら首から上が消し飛んでいてもおかしくなかった。男が大きくのけぞった瞬間、人質を腕の中に抱きかかえてジークフリートが後退する。

　傍はたから見ていて一瞬の攻撃。それだけで決着はほとんどついた。

「怪我は、ありませんか」

「は、はいっ……」

　何が起きたのか分からず目を白黒させる店員は、騎士の腕の中でこくこくと頷いた。

　彼女を解放した後、改めてジークフリートは魔法使いの男に向き直る。加護の配分を変更し、今度は戦術レベルの低級魔法ならほとんど弾はじける、普段通りの状態にする。

「あ……う……」

「もう一度だけ言う、詠唱を解除し投降しろ」

「く、くそぉっ──！」

　最後の警告を踏み越え、男は魔法陣に魔力を流し込み詠唱を撃発させる。

　放たれるは、市民に当たればただでは済まない強力な魔法。

　騎士にとっては恐れるに足りない、安い光。

（あの流星の輝きに比べれば──ッ!!）

　躊ちゅう躇ちょなく正面から飛び込んだ。ジークフリートの視界が白く染まる。

　だが、突き出した右の拳が相手を捉える感触は、何よりも確かなものだった。
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「こんなところか」

　捕縛した犯罪者を地面に転がして、ジークフリートは息を吐いた。

　周囲では市民たちがぱちぱちと拍手をして、捕り物劇に賞賛を寄せている。

「見事な手際でしたね」

「まだまだですよ」

　監察官の言葉に謙遜を返した後、ふとジークフリートは周囲を見渡す。

　市民たちとは違い、重みのある足音が聞こえた。その主は群衆をかき分けて、騒動が終わった後の場に姿を現す。

「ジークフリート殿」

　休日だったのだろう、上品な私服姿の、金髪の貴公子──ロイ・ミリオンアークだ。

「ミリオンアーク君か。どうしてここに？」

　騎士の問いに、ロイは肩をすくめる。

「ここはうちの管轄する地区です。近くで父上の代わりに、ある家の方とお茶をしていたのですが……何やら事件が起きていると聞きまして」

「ああ……なるほど」

　政権中枢にすら食い込むと言われているミリオンアーク家。政府が直轄する王都の中にすらも、その国家への貢献を称たたえるという名目で領土を一部分け与えられている。

　そこまで考えて、ジークフリートはふと、喫茶店の向かいに立つ国内有数の美術館に視線を向けた。

「そういえばあれも、運営しているのは君のところだったか」

「ええ、父上の芸術保護活動の一環です。ウチがパトロンを務めている美術家たちの作品も展示していますよ。一応名義上は、副館長は僕ですし」

「ふ、副館長か……」

　気の遠くなる話だった。

　住む世界がこんなにも違うものなのだな、とジークフリートは感心する。

　その時、会話を聞いていたらしく、捕縛された男がキッとロイを睨みつける。

「貴様、ミリオンアークの……！」

　ジークフリートはそこでハッと気づく。王都で強盗をするのならば、もっと中心部から離れた場所を狙う選択肢もあったはずだ。それでもわざわざこの店を狙った理由に、向かいの美術館が関係していても不思議ではない。

「…………」

　男を一いち瞥べつし、ロイは険しい表情を浮かべる。婚約者の前では決して見せない顔だった。

「お前の父親……ダン・ミリオンアークには、軍属時代世話になったよ」

「……その恩返しがこれですか」

「馬鹿じゃねえのか、恩なんか受けたことねえよ！　軍人を辞めて商売人になれだの上から言ってきやがって！」

「現状からすると、どうやら父上は正しかったようですね」

「何だと……！　貴様もそうやって、他人を見下して──」

　その男の言葉を断ち切るように、ロイの唇が動く。

「もう喋しゃべるな、魔法使いの恥が」

　年下の学生から出たとは思えない、低く、冷え切った声だった。

　思わず男の口が閉ざされる。じわりと脂汗を浮かべるその姿は、一周回って同情を誘うものだった。

　ジークフリートは優しくロイの肩に手を置いた。

「君が背負うことじゃない」

「……いいえ。僕はまだ一学生ではありますが、それでも魔法使いだ。魔法は誰かを傷つけるためではなく、平和を守るためにこそ行使されなければならない。それが力を持つ者の責務です」

　揺らぎのない断言。先ほど男が声高に叫んでいた主張とは違い、聞いただけで心の底からそう思っていると確信できる声だ。

（流石はマリアンヌ嬢の婚約者……いや、ミリオンアーク家当主殿の教育の賜たま物ものでもあるか）

　ジークフリートが感心する中、どうやら男への興味を失ったらしく、ロイは頭を振って騎士へ向き直った。

「取り調べなどはお任せしても？」

「ああ、オレが捕縛した以上は騎士団の管轄だ。それともミリオンアーク家に任せた方が、都合がいいか？」

「……ジークフリート殿で良かったですよ。場合によっては、魔法使いは治安維持に口出しするなって警戒心むき出しの騎士もいますからね」

「そんな騎士がいるのか……」

「いますよ。むしろ言葉には出さなくても、こうした事件対応中に魔法使いとバッティングすれば大体の騎士は嫌がります」

　呆あきれた様子の監察官が近づいてきた。彼女の言葉に、そうなのか？　とジークフリートは首を傾かしげる。

　彼が変わっている──マリアンヌとの邂かい逅こうの影響もあるだろう──だけで、本来の魔法使いと騎士は国内で勢力を争う二大派閥だ。当然そこが仲良く手をつないでいるはずもなく、場合によっては管轄を巡ってのいさかいも発生する。

「……中隊長候補の監査期間中でしたか。自分はこれで失礼した方がいいですかね」

　騎士団の制服に監察官のバッチをつけた女性を見て、ロイは顎に指を当て数秒考えこんだ後にそう言った。

「お気になさらず。貴公と知己であったことが、騎士ジークフリートの評価に悪い影響を与えることはありません」

「そうですか。でしたら、いいのですが。僕が彼の足を引っ張るわけにはいかないので」

「……貴公も大概、騎士団相手に親切ですね」

　そもそもの問題として、ロイとジークフリートがどこで知り合ったのかという段階から謎なぞだ。

　名家ミリオンアークの嫡男と、田舎いなか出身の新鋭騎士。接点などありそうにもない。

「失礼ですが、お二人はどういったご関係で？」

「私の婚約者が、ジークフリート殿にお世話になったことがありまして」

　実情としては逆で、マリアンヌの助けを得てジークフリートは邪竜討伐を成し遂げたのだが、知る由もないロイはにこやかな笑顔で説明する。

「貴公の婚約者と言いますと……あのピースラウンド家の一人娘、王国若手最強にして屈指の俊英、『流星零剰メテオ・ゼロライト』ことマリアンヌ・ピースラウンドですか」

　監察官は思わず頬をひきつらせた。

　マリアンヌの客観的評価は、次代の魔法使いとして間違いなく王国の中心となる存在である。

　ミリオンアーク家の嫡男と知り合いというだけでも大きな人脈だというのに、孤高の存在として名高いマリアンヌとも縁がある──騎士ではあるものの、それだけで政治的な価値がある存在だ。

「とはいえ、私もマリアンヌとジークフリート殿に関しては知らぬうちに知り合いになっていたという認識ですが」

　そこで言葉を切り、ロイはジークフリートに顔を向ける。

　表情はにこやかだが、碧へき眼がんにはどこか剣けん吞のんな光が宿っていた。

「結局のところは……どういう関係なのでしょうか？」

　探りを入れられている！　と監察官は絶叫しそうになった。

　真正面から半分ぐらい間男認定されつつあるジークフリートであるものの、彼は大して気にしている様子がない。というか、恐らくは気づいていない。

「関係？　不思議な質問だな。だが言われてみれば、婚約者や恋人といった、名前のある関係性ではない……だが名前がなくとも、オレの方から、彼女とは関係を維持できればと思っている」

「マリアンヌに好意を抱いていると？」

　言葉は直球だった。

　先ほど魔法使いとしての責務を説いていた男とは思えない、いかにも学生然とした邪推。思わず監察官も苦笑を浮かべてしまう。

（ミリオンアーク家の次期当主といえど、流石に若いですね。しかし、いまだ学生の身分である彼もまた、広義であれば守るべき市民の一人。要らぬ心配を与えないよう、スマートな対応を──）

　こんな単純過ぎる一問一答を間違えるはずがない、と監察官がジークフリートに視線を向けた直後。

「……？　まあ、そうだな。好きだぞ」

　ジークフリートは不正解宮殿を建てた。

「は、はああああああ!?」

　ロイが絶叫し、監察官が絶句する。

　好きだぞ、人として。そう付け加えなくてはならないところで、ジークフリートは致命的に言葉を間違えていた。

「横恋慕は……流石に……評定に響きますが……」

「えっ？　あ……あ、ああっ!?　違う、違うぞミリオンアーク君。今のは違う。オレが完全に馬鹿だった」

「ミリオンアーク家の総力を投入して貴方あなたの中隊長就任を阻止し、地方に飛ばします」

「力を持つ者の責務はどうした!?」

　ロイは権力を全力でブンブン振り回していた。

「そういう意味じゃないんだ、落ち着いてくれ」

「どうしました？　僕は落ち着いていますよ」

「ああ……分かっているよ。君は極めて冷静だ、冷静に臨戦態勢に入っている。だが前提条件が間違っているんだ」

「前提条件？　まさか、僕とマリアンヌの婚姻自体に問題があるとでも……!?」

「負の連想能力が高過ぎる！」

　結局ジークフリートが誤解を解く頃には、もう日が暮れそうになっていたし、日報を書く時間がなく居残りをする羽目になった。
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　危うく監査期間中に間男の誹そしりを受けそうになったジークフリートだったが、それ以降は順調に職務をこなした。

　他の候補者たちと比べて経験不足のきらいこそあるものの、それを補って余りある『竜殺し』の二つ名と実績、そして監察官が太鼓判を押した実力と精神性。

　異論を挟む者はいなかった。

　騎士ジークフリートは中隊長へ昇格し、自らの部隊を持つこととなったのだ。
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　教会本部を兼ねた大聖堂、その最奥に設けられた玉座の間。

　一般人では決して立ち入ることを許されないそこには、今、王立騎士団の幹部たちと教会上層部がずらりと並んでいる。

　彼らの視線の先では、玉座の前で膝ひざをつき平伏している一人の騎士がいた。

「騎士ジークフリート」

「はい」

　彼の名を騎士団団長が呼んだ。

　三名の大隊長を従える、王国の盾たる騎士たちを束ねる男だ。

　紅髪を揺らしてジークフリートが立ち上がる。

　正面に歩けば、そこには教会の頂点に君臨する教皇が玉座に座っていた。

　本来ならば騎士に加護を与え、適宜の任命を行うのは教皇の仕事である。しかし老年である彼に代わって、現在その仕事は別の人間が代行している。

　それこそが、教皇の傍そばに佇たたずむ聖女だ。

　修道女の服に似た形状の白いドレスは、神聖な領域に役割を持つ者特有の厳粛さを帯びている。しかし身体のラインがくっきりと浮かび上がる姿は、反対の扇情さも持ち合わせていた。

「神の名の下に、正義の公正を尊び、武勇をもって悪逆を滅することを誓いますか？」

「誓います」

　聖女の問いかけに、ジークフリートは厳かに答えた。

　昇格に伴って行われるこの儀式は、事前に台本を渡されている。だがそれでも、集まった面々を目の当たりにすると、ジークフリートは舌をもつれさせないよう必死に気をつけなくてはならなかった。

「神の名の下に、無む辜この市民を守護し、王国への奉仕に身を捧ささげることを誓いますか？」

「誓います」

　教皇から加護を分け与えられているというその性質上、騎士団内での人事は全て、最終的に教会の認可を得る必要がある。もちろん王国政府にも報告こそするが、決定権を持つのは教会上層部、教皇その人だ。

「騎士ジークフリートよ、こちらに」

　呼ばれるままに聖女の元へと歩み寄って、紅髪の騎士は再度跪ひざまずく。

　これが騎士の叙任式であれば、儀礼用サーベルを聖女へと差し出し、その剣身で肩を叩かれる流れになる。あくまで中隊長の任命式であるため今回は言葉を交わすだけで終わりだが──

「顔を上げなさい」

　ジークフリートが顔を上げると、こちらを見下ろす聖女と視線が重なった。

「覚悟はありますか？」

　周囲のざわめきが耳に入った。ジークフリートが事前に聞いていた限り、このタイミングでの問いかけは予定にない。

「邪竜の出現は始まりに過ぎないと、神託は出ています。これから先、更なる災いが降り注ぎ──きっとその渦中で剣を振るい続けるのが、あなたの宿命です」

　金色の前髪を微かすかに揺らし、聖女の細い目が騎士を捉える。

　しかし、ジークフリートに動揺は微み塵じんもなかった。

「それでも、戦う道を選びますか？　その覚悟がありますか？」

「あります」

　聖女を真正面から見つめ、紅髪の騎士が断言する。

「私はその道を進むためにこそ、ここにいます」

　返事を聞いて、聖女は笑みをこぼした。

「では期待しましょう。あなたの刃やいばに、聖なる加護があらんことを──」
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「手はず通り、騎士ジークフリートの推薦をそのまま通しました」

「ご苦労様です」

　ジークフリートの監察官を務めていた女性の報告に、影が頷く。

　揺らめく炎に照らされるその姿は、神秘的でありながらも、微かに冒ぼう涜とく的な気配を孕はらんでいる。

「ではこれで、貴女あなたの役割は終わりです」

　影がパチンと指を鳴らした。

　途端、監察官の女性が数瞬硬直し、それから目をしばたたかせる。

「……え、あれ？」

　見渡せば、そこは大聖堂の一室──聖女の私室だった。

「どうかされましたか？　ご気分がすぐれないのでしょうか」

　呼びかけられ、ハッと背筋を伸ばす。

　監察官の正面には、机の上に蝋ろう燭そくを立て、その火で聖典を読んでいる女性がいた。

「し、失礼しました、聖女様。その、ぼうっとしていたようで……」

「まあ、それは大変です。報告は問題ありませんでしたので、ゆっくりお休みになってください」

「はい……」

　監察官の女性は、ここ半月ほどの記憶が靄もやがかかったように不鮮明であることに首を傾げながら退室した。

「……やれやれだ」

　ドアが閉まったのを確認した後、聖女の口から低く、おぞましい声が零こぼれる。

　聖女は聖典を閉じると、蝋燭の火にかざした。

　燃え移った火が、聖典を、その中に刻まれた神の御言葉を焼いていく。

「馬鹿共が。神託通りに災いは降り注ぐ──そうだ。私が災いを起こす。神の座に至り、ルシファー様をこの世界に顕現させてみせる」

　ほとんど煤すすとなった聖書を床に捨て、己の手を握り、唇を歪ゆがめるその姿。普段は糸のように細められた目を開き、双そう眸ぼうに邪悪な光を宿すその姿。

　そこに神の教えを説き、多くの人々から尊敬と崇拝を集めている女の面影はない。

「神──神か。ルシファー様と対立する愚かな存在。いつかの廃滅を定められた、使い捨ての舞台装置。そんな連中に縋すがらなければ生きていけないとは、人間ってやつはなんともいじらしいじゃないか」

　火に照らされ、聖女の影が壁に伸びる。

　人の眼めには見えない、尖った角が額に生え、背中からは鋭角な翼が広がるシルエットが映し出されている。

「ルシファー様が顕現する準備を整えて、そして事が済めば……全てはなくなる。栄光も忠義も加護も、消し飛んでおしまいだ」

　来きたるべき終末の光景を想像して、聖女の姿を借りた何かが嗤わらう。

「だからそれまではこの私が……か弱いお前たちを導いてやる。断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきにたどり着いてから己の無能さに嘆き悲しむがいい」

　薄暗い部屋の中で、小さな笑い声が響く。

　誰の目も届かないまま、悪意の芽は開花の時を迎えようとしていた。
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　それから半月ほどが経った。

　王立騎士団行きつけの酒場は大盛り上がりだった。年に一度の昇格降格が発表される重大な日。

　新たな中隊長に選ばれた男を、同僚が囲んで笑っている。

「おめでとさん、ジークフリート！　これから忙しいぞ！」

「ああ、存分に力を借りるだろう。まずは……この酒を片付けるところからだ」

　温和な笑みを浮かべるジークフリート。

　彼の身に纏う空気が変わったことに、誰もが気づいていた。

「なんだ、随分と垢あかぬけやがって」

「ありゃ何かあったぜ」

「決まってる。女だ女！」

　からかい半分、やっかみ半分のヤジが飛んでくる。

　だがもう、驚くほどに悪意のない声だった。

　下らない問いに取り合う男でないのは、誰もが知っていた。

「ああ。今まで生きてきた中で、最も眩まぶしく、最も美しい女性に出会った」

　だからその即答に、一同は数秒ガハハと笑い、それから順番に静かになった。

「オレは、オレ自身のためにも、一層強くならなくてはならない。そう……彼女の隣に立つに、相応しくなるためにな」

　禁呪保有者と渡り合えるようになりたいだけである。

　だが数秒後には、酒場が爆発した。それほどの声量が響き渡った。

　結局ジークフリートは、酒場が閉まる時間まで延々と相手について問い詰められたが、最後までこうとしか言わなかった。

　──合縁奇縁、というやつだ。
















　それはジークフリートさんと殴り合いの喧けん嘩かをして、少し経たった時のことだった。

「霊草を用いた、ポーションの薬学的再現ですか……」

「そ。魔法薬学の先生と話し込んでるうちに、話がまとまってきちゃってね。共同執筆で学会に出してみないかって」

　図書室で借りた古い論文──体系化された現代魔法に比べると粗の目立つ、旧世代の魔法に関する研究だ──を返しに来たわたくしは、私語が許可されている休憩スペースにリンディの姿を見つけた。

　随ずい分ぶんとくたびれた様子だったので声をかけてみたところ、どうやら個人でフィールドワークに行くことが決まったらしい。

「ポーションってあれですわよね。教会が作っている、祝福を得た水」

「水ってアンタ、言い方雑過ぎるでしょ……魔法使いからの回復魔法すら弾はじいちゃう騎士のために調合された、飲む加護みたいなものよ」

「アナタの方が言い方雑じゃありませんか？」

　飲む加護って何？　ヨーグルトかよ。

「まあ、試みとしては興味ありますわね。霊草以外の材料は？」

「位の高い魔物の体液が必要だけど、そこは学園の方が融通してくれるらしいわ」

「良かったじゃないですか、随分と手間が省けますわよ」

「でも、それ以外だとあんまり手助けできなさそうって言われちゃってね」

　ほーん、なるほど。まあ中央校って設備やら素材やらは潤沢だが、先生方はいつも忙しそうだもんな。生徒多いし、全員エリートだし。

　しかも聞き分けのいい子が集まっているわけではなく、エリート兼問題児もそこそこいる。プライドが高く実力も見合っている分、ちょっとでも先生が隙すきを見せると即座にナメるからな。もう最高級のキャンディみたいにナメまくる。









　〇木の根：おい、問題児筆頭の自覚はあるか？











　コメント欄が何か言っているが、わたくしは問題児ではない。学年代表だし。このバッジが目に入らぬか！　ああん!?









　〇第三の性別：権力を与えちゃいけないタイプ過ぎる……

　〇無敵：人間性赤点











　どうやらわたくしもそれなりにナメられているようだ。覚えてろよ。

「……で、その霊草を採取しに行くことになったというわけですか」

　雑ざ魚こ共の相手を切り上げて、わたくしは壁に背を預けるリンディにタスクを確認した。

　腕を組み、彼女は緩慢に頷うなずく。

「ええ。採取できる地区に入るのを申請したから、騎士団の許可と政府の許可、そして先生の認可をもらったらすぐにでも行くわ」

「て、手続き多いですわね？」

「封鎖されてる地区だからよ」

　何気なく飛び出した言葉に、思わずギョッとした。

「え、えぇ……？　随分と危ない感じですが……」

「まあ、そうね。一人では行くなって言われてるし」

「アナタ誘う友達いましたっけ」

「急に失礼なやつね！　いるわよ！　アンタと違って社交界とか出てるし」

「いえそうではなく、そういう危ない時に助けてくれる友達っていましたっけ……」

　交友関係がそこそこ広いのは知っているが、それは政治的に仲良くした方がいい連中であって、フィールドワークについて来てくれるのとは別枠な気がするんだが。

　わたくしの言葉を受けて、リンディは数秒黙った。

「……目の前にいたと思ってるんだけど、勘違いだったかしら」

「ああ、別にいいですわよ。多分暇ですし」

「………………」

　こいつ今『断られたらどうしようかと思った』って顔してるな。断らねえよ。

「で、どうしてその地区は封鎖されているのですか？」

「いるって噂うわさなのよ。森の中に」

　そこで言葉を切り、リンディは数秒逡しゅん巡じゅんしてから口を開く。

「人食い族が、ね」
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　学園の寮から馬車で二時間ほど。

　視界に入る緑の比率が高い、辺境方面の一区画をわたくしとリンディは訪れている。

「本当に、厳重な封鎖ですわね」

　目的地である森の中へ入る道は、有刺鉄線の柵さくで二重に塞ふさがれ、立ち入り禁止の看板が数十歩間隔で無数に立てられている。

「これ大丈夫です？　明らかに入ってはいけないというか、入った人が酷ひどい目に遭うやつなんですが……」

「そのためにアンタを呼んだんでしょ」

　リンディは懐から鍵かぎを取り出すと、柵の扉を開けて中に入る。

　許可をもらうのには一週間ぐらいかかった。ハートセチュア家の長女ということもあり、騎士を護衛として付けた方がいいんじゃないかみたいな話すら出ていたらしい。

　森の中に入ると、まばらに陽光こそ落ちるも、辺りは鬱うっ蒼そうとしていた。

　進む道は、意外にもかなり踏み固められており、足を取られることはない。念のため登山用のブーツを履いてきたわたくしたちは、スイスイと奥へ進んでいく。









　〇外から来ました：レジャーも慣れたもんだな、本当に令嬢か？

　〇宇宙の起源：そもそもこれはレジャーにカウントしていいのか











「リンディ、人食い族というのは？」

「この辺りは昔、辺境伯の領地だったんだけど、当主が亡くなった際に大きな内乱があったらしいの。弾圧された民衆の一部が森に逃げ込んだから、私設兵団を使って森狩りをしたそうよ」

　ふーん。多分国王アーサーの戴たい冠かん直後だな。相当国内が混乱したらしいってロイから聞いたことがある。

「私設兵団って言っても、元々ごろつきや正規軍に入れなかった傭よう兵へいを集めたらしくてね。団結した民衆は森の中に罠わなを設置したりして、撃退に成功し続けたらしいの。ただ」

「なるほど。兵糧攻めに遭ったわけですね」

　リンディは、リュックから取り出した森の地図を眺めながら頷く。

「辺境伯はいいアイデアだと思ったんでしょうね。しばらく放置してから、飢えた民衆を追い詰めるために森狩りを再開した……」

「そして、飢えた民衆の前に食糧が現れた、と」









　〇日本代表：えぇ……

　〇第三の性別：普通に怖い話じゃん……











　ひでえ領主がいたもんだ。

「結局のところ、統治に不必要になったとみなして辺境伯はこの森を捨てたわ。それきり誰だれも近寄らなくなったそうよ」

　立ち止まり、耳を澄ませる。微かすかな風が吹き、木々の葉がこすれ合う音。小型の動物や虫が蠢うごめく音。間違っても人間の足音なんて聞こえやしない。

「あらあら、マリアンヌ？　怖くなっちゃったかしら」

「ま、まさか」

　別にびびってなんかねーし。でも少しぐらいは詠唱準備しとこうかな。びびってるわけではないけどな。

　ポケットから方位磁針を取り出すが、針はぐるぐるぐると凄い勢いで回転していた。振り向くも、森の入口は既に見えない。

　これ大丈夫？　ちゃんと帰れるの？

「もう、やっぱり怖いんじゃない……ほら、ここらで休憩するわよ」

　わたくしが挙動不審になっていることに気づいたらしく、リンディは座りやすい岩場を見定めると、リュックからレジャーシートを取り出して敷いた。

　どうやらランチタイムのようだ。わたくしたちはシートの上に腰を下ろすと、持って来た弁当の蓋ふたを開けた。

「しかし、人食い族のいる森に生育する霊草ですか。なんというか……いささか整い過ぎているような気がしますわね。はむ……むぐ」

　サンドイッチを頬ほお張ばるリンディの隣で、蜂はち蜜みつ漬けの肉をかじる。携行食とはいえマズいと嫌なので、自分好みに調理したものを持参してきた。

「んぐ……そうね。今回欲しい霊草がどうしてこの森にしかないのかは、分からないわ。だから私たちと同じように、この森を訪れる者は定期的に現れるわけだし」

「その方々も人食い族の餌え食じきになられているのですか？」

「さあね。でも行方不明者が多いのは事実よ」

「えっ」









　〇無敵：は？

　〇木の根：やば











　冗談で言ったつもりだったんだけど真顔で返された。

「あっ、アナタわたくしをなんて場所に連れてきてますの!?　一応幼おさな馴な染じみでしょう!?　人の心はないのですか！」

「馬ば鹿か言わないで。定期的に人が来るといっても、たかが数人分の人肉で一つの集落を維持できるわけないでしょう」

「……ま、まあそうですわね」

　その返しに、わたくしも冷静さを取り戻す。そりゃそうだ。そういう集落の最大の欠陥は、維持が困難であることだ。常識的に考えてありえねえ。大丈夫だ。









【……大丈夫、なんですわよね？】

　〇太郎：サブクエストでこの森に採取に来ることはあったと思うんだけど、どうだっけな

　〇幼馴染スキー：ただの採取だし、そもそも森がこんな厳重に封鎖されてないぞ











　どうやら何かしらの変化は起きているようだ。封鎖自体がなかったということは、先ほどリンディが語った辺境伯の話自体が、どっかから生えてきたのか……？

　考え込んでいるうちに、リンディが弁当を片付け始めた。慌ててこちらも平らげる。

「それじゃあ行きましょう。そろそろ着くはずよ」

「はい……」

　こいつはテコでも帰らないだろう。一人で行かせるくらいなら、そりゃわたくしはついていくしかない。

　うわー、マジでこう、行動パターンを読み切られている感じが凄すごいな。

　普段とは逆に、ずんずん進んでいくリンディの背をわたくしは必死に追いかけるのだった。
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　人気のない森を突っ切っていくと、ぽっかりと地下へ続く洞穴があった。

　もう見るからに怪しいのだがリンディはまっすぐ突っ込んでいく。

「ちょっ……星を纏いrain fall、天を焦がしsky burn、地に満ちよglory glow」

　三節詠唱で流星のビットを顕現させ、身体からだの周りに待機アイドリングさせて後を追う。

　先ほどまでとは違いマジで陽ひの光が差さない闇やみの中だ。わたくしは流星の明かりで、リンディは指先に灯ともした魔力光で道を照らす。地下へ潜るキツい傾斜にもかかわらず、頭が天てん井じょうを擦こすりかねないほどの狭い道だ。ロイを連れて来ていたら、さぞ困る顔が見られただろう。

「……挟撃されたら最悪ですわね」

「後ろは任せたわよ」

　当然だ。今のお前、正面しか見えてないだろうし。

　しばらくまっすぐ進むと、前方の道が不意に見えるようになってきた。目が慣れてきたとかではない。向こうから照らされている。

「あれね」

　駆け足になって先に進むと、洞穴が左へカーブした。曲道の向こう側から光が零こぼれていたのだ。

　わたくしたちはこの一本道の終点にたどり着き、思わず息を漏らす。

「凄いわね……」

「ええ……」

　狭い道を抜けると、吹き抜けと見間違うほど天井の高い、開けた空間があった。

　その空間の地面に、ほのかな光を宿した霊草が敷き詰められたように生えている。

「なるほど……特殊な磁場で、湿度を保ち一年中冷たい場所……森の地下じゃないと生き延びることができないのかもしれないわね……」

　湿度計を片手にリンディが頷く。

「名前などはあるのですか？」

「え？　ああ、霊草ね。姥うば切きり草そうって言うらしいわ」

「名前が物騒過ぎません？」

「物知りのおばあさんが切って使っていたからよ」

　早速しゃがみこみ、リンディは慎重な手つきで霊草を採取し始めた。

　わたくしはその光景を眺めながら、油断なく周囲を観察する。地面はほのかな光に照らされて見やすい。靴で地面を少し削る。固い土だ。湿気を吸ってるはずなのに。踏み固められてるな。誰かが定期的に来ている。

　顎あごに手を当てて考え込む。一本道だった。随分と下ったような気がする。だが……感覚的に、何かが違う。造られた道だった。上下左右の感覚を幻惑するように造られていた。

　もしも、もしもだ。

　人食い族が本当にいるのなら、ここは狩場だ。

　結論にたどり着いた瞬間、頭上から、擦れるような音が微かに聞こえた。

「リンディ！」

　展開していた流星で、撃ち下ろされた矢を弾く。クロスボウ、魔法的効力はなし。

「嘘うそでしょう!?　誰ッ……横取り!?」

「これだけ霊草があって、横取りする必要がありますか!?　これは……ッ！」

　見上げれば人影が十数、こちらを見下ろしている。

　その中の一人が飛び降りてきた。

　茶色の文様を全身に刻んだ、肌の白い男だった。頭部と腰回りに草葉を編んだ衣類を着けている。









　〇日本代表：誰!?

　〇第三の性別：いや本当に誰!?　何!?











　慌ててリンディの首根っこを掴つかみ背中に庇かばう。

「何者ですか！」

「……コンロル様の土地に入った者は、殺す」

　相対する男の言葉を聞いた直後、ギョッとした。

　男は、ぼろきれを身に纏まとった幼い少年を抱えていたのだ。

　猿さる轡ぐつわを噛かまされ、唸うなり声を上げているその姿に思考が止まる。

　刹せつ那なに満たない思考の空白があだになった。

「ぎっ……！」

　左肩に飛来してきた矢が、そのままわたくしの肉体を抉えぐった。

　肩に突き刺さった矢じりから、カッと熱い感覚が体内に流れ込んでくる。マズイ。何かの毒を塗られている。

　少年が猿轡を噛んだまま、ニマリと笑った。こいつ、グルかよ！

　恐らくこれはお決まりの必勝パターンなのだ。幼い人質を見せつけ動揺を誘い、その隙を突く。

　やられた、なんて醜態ザマだ……！









　〇日本代表：お嬢!?

　〇鷲アンチ：えっこれガチプレミ!?











　うるッせえ……わたくしだってミスぐらいする……！　でも今回のこれはダメだ、やっちゃいけないミスだ！

「──！　地を洗えglory glow……ッ！」

　激痛の中で必死に魔力を練り上げ、単節詠唱を起動させ足元に叩たたきつける。

　男が動揺に目を見開く。一か八かだ。来た道は完全に塞がれていると考えた方がいい。なら、ここで新しい道を切り拓ひらくしかない。

　わたくしの流星が炸さく裂れつし、地下空間自体が軋きしみを上げ、ガラガラと崩れ始めた。

「ま、マリアンヌ……!?」

「避難を！　ポーションか何かを後でいただければ、後はわたくしがなんとか……ぐっ！」

　続けざまに飛んできた矢が、わたくしの腹部、右足を貫く。

　その場に倒れ込む。頭上から大きな岩が降ってくるのが見えた。

　ああ畜生っ、こんなところで……！
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　壁面の崩壊と地盤の陥落により、完全に全員の視界は塞がれた。

　巻き上げられた土煙。大規模な崩落を恐れ、二人を襲った集団も姿を消した。

「むちゃくちゃやるわねこいつ……！」

　その中で、マリアンヌを背負いリンディは必死に逃げ場を探し、恐らく通用口として開けられていた横穴に飛び込んでいた。

　背負った幼馴染は、苦しげな呻うめき声を上げるばかり。意識はもうろうとしており、意思疎通は難しい状態だった。

（とにかく、さっきの場所からは離れないと）

　自分の身体に強化魔法をかけると、リンディは横穴を進んでいく。

　最初に通った道と同様、かなり地下に向けてきつい傾斜がかかっていた。滑り落ちないように気をつけながら、時々マリアンヌの身体を背負い直す。

（まだ下るの!?　これどこに続いてるのよ……）

　リュックの中には採取用のキットや、簡易的な調合器具が入っている。

　また比較用に既製品のポーションも数本入れていたので、落ち着ける場所に着き次第それを飲ませる必要がある。

「……っ」

　ほのかな魔力光を頼りに、小走りで必死に進む。ちらと後ろを振り向けば、自分たちが駆けた道筋にぽたぽたと血けっ痕こんが残っている。マリアンヌの血だ。

　耳元で聞こえる呻き声が、リンディを焦らせる。もう滑り落ちてもいいという勢いで地面を蹴けり、狭い道を必死に走る。反響した足音がいやに大きく感じる。

　そうして横穴を進んで行くと、不意に光が差した。出口だ。

　リンディはまっすぐ突き進んで、横穴を抜けて広い空間に飛び出した。

「!?」

　広間に出た直後、驚きょう愕がくにリンディの呼吸が凍る。

　人が数十人ほど入るだろう広間には、壁に沿って篝かがり火びが焚たかれている。

　広間の中央では、大きな祭壇が揺らめく炎に照らされていた。

「何よこれ……」

　祭壇の上には、神話に登場する竜じみた巨きょ躯くの何かが横たわっていた。

　巨大な虫──蝶ちょうだ。

　身体を頑丈な縄で縛られ、はばたくことができないように拘束されている。縄の先は地面に杭くいで打ち込まれていた。

「魔物……ううん……違う……」

　広間の空気自体、先ほどまでとは違った。

　そこでハッと我に返り、リンディは慌ててマリアンヌを広間の壁にもたれかかる姿勢で座らせる。

（これが何なのかは知らないけど、今優先するべきはこいつの解毒！）

　リュックから取り出したポーションを、口にあてがった。指で唇を開かせて、口内に少しずつ薬液を流し込む。じっと様子を観察するが、ポーションが効果を発動した際に発生する加護の拡散現象は確認できない。

（やっぱり、解毒に対抗できる別の毒も混ぜてある……ここに来る魔法使いを確実に仕し留とめるための武器なのね……）

　歯がみし、周囲を見渡す。今自分が持っているものでは事態を解決できない。

（何か、何かないの！　このままじゃあいつが！）

　広間を右往左往する中、自然とリンディの視線は、拘束されながらも身動き一つしない巨大な蝶へ吸い寄せられる。

「……起きてる？」

　反応はない。

　そっと近づく。表皮はズタズタに引き裂かれており、そこから体液が雫しずくとなって落ちていた。

（これ、もしかして……）

　どろりとした緑色の液体をまず小石で拾い、においを確かめる。

　それから恐おそる恐る指先に一滴垂らし、じっと見つめた。

（やっぱり。成分が、ポーション生成に必要な魔物の体液に似てる。これなら……！）

　リンディはリュックから試験管を引き抜くと、そこに緑色の体液を注ぎ込んだ。

　十分な量を集めると、恐る恐る蝶に一礼して、続けて調合器具を取り出す。霊草をすり潰つぶしながら小こ鍋なべに清水を少量入れ、火属性魔法で沸騰させる。

　立ち上る水蒸気をつなぎ代わりにして、潰した霊草に一滴ずつ体液を垂らす。

　滴り落ちる薬液を一滴一滴カウントしつつ、リンディは身体の震えを必死に押さえ込もうとしていた。

（なんとかしなきゃ。私のせいで、マリアンヌが……私の、せいで……ッ）

　見込みが甘かった。どこか心の中で、彼女がいれば大丈夫だと甘えていた。反へ吐どが出る楽観的思考だ。

（……大丈夫。大丈夫よ。使用する霊草の量を増やしたし、体液だって予定より上質なものを使えてる……これなら、対解毒用の複合毒でもまとめて浄化できる……）

　彼女の優れた頭脳は、既に結果を導いている。卓越した思考力とデータの見落としを許さない記憶力が、推測を事実へ跳ね上げる。

（……私のせいで）

　ちらと、苦く悶もんの表情を浮かべるマリアンヌに視線を向ける。

「大丈夫よ、マリアンヌ」

　霊草に練り込んだ体液の量を確認する。平皿の上でペースト状になっていたそれをひとすくい試験管に入れ、持ち込んだ薬液を注ぎ液状化させる。

　緑色だった液体が淡く輝く。市販のポーションは乳白色だが、リンディの手元で完成した急ごしらえの霊薬は透き通るルビーの色をしていた。

「できた……！」

『フン。あんたの本領はこんなチャチな代物じゃなくて、正真正銘の、正規軍用に製造される超精密殺さつ戮りく兵器でしょうに』

　喜んだ途端、ギクリとした。頭の中に声が響いたのだ。

　それは内なる自分の声だった。リンディは唇をかみしめ、頭を振る。

「そうだとしても」

　苦しんでいる友人の傍そばに跪ひざまずき、先ほどと同じようにして、静かに自作ポーションを口内に流し込む。

「今の私はこいつを助けたいだけ。だから……」

　嚥えん下げに白い喉のどが動くのを見つめ、つぶさに観察する。マリアンヌの体内に落ちていった霊薬は、数秒のラグを挟んだ後パッと加護代わりの魔力を拡散させた。解毒耐性に打ち勝ったのだ。

　リンディは安あん堵どに深い息を吐く。

　ポーションを飲ませ終わった直後、リンディは弾かれたように立ち上がった。

　広間の入口にどたどたと足音が響き、先ほど見た文様姿の男たちがなだれ込んできた。

「貴様……！　コンロル様の神域に！」

　どうやら自分たちを捜して地下を駆け回っていたようだ。

　リンディは素早く魔力を練り上げると、右手を男たちにかざす。

「舞い踊れromancia、羽根持つ者たちguardian、聖なる泉の傍でspring、驚きを齎すものmagician！」

　リンディが発動したのは、四節詠唱風魔法『疾しっ風ぷう響きょう』。

　放たれた矢ごと、男たちが吹き飛ばされる。

「ぐっ!?」

「毒矢を近づけさせなければッ！」

　既に戦術的な対策も済んでいる。戦士たちは目配せをしてじりじりと左右に開いていくが、『疾風響』はその気になれば３６０度をカバーできる優れた魔法だ。

（時間を稼がなきゃ。ポーションであいつが動けるよう回復するまで……！）

　耐久戦を決め込むべくリンディが魔力を循環させ始めた、その時だった。

「どけ」

　冷たい声が響き渡った。

　戦士たちが道を空ける。この空間の正面入口から、顔以外を錆さびたように赤茶色の鎧よろいで覆った大男が、重い足音を響かせて入ってきた。

「……アンタがここのボスね」

「コンロル様の寝床を穢けがす罪人め、生かしてはおけん」

　言うや否いなや、大男がゆっくりリンディへと歩み寄る。

「焔矢blaze……！」

　即座に単節詠唱を起動させ、リンディが炎の矢を放つ。

　だが男は右手を突き出し、掌てのひらでその攻撃を受け止め、砕いた。

「な!?　魔法を弾く魔導器アーティファクト!?」

「コンロル様に対する不敬、その命をもって贖あがなうがいい！」

　直進してくる大男の姿に、リンディは己の失策を悟る。

（しまった、真後ろにマリアンヌがいる状態じゃ避よけられない！）

　残された選択肢は、一か八かの正面衝突。

　だが不得手とするパワー勝負に持ち込まれては、リンディの華きゃ奢しゃな身体は容易たやすく砕かれてしまうだろう。

　逡巡は──

（一秒未満だって稼げるなら、それでいい！）

　──瞬息にも満たない。

　覚悟を迅速に完了させ、リンディはこの場で自分の命を捨てる決断を下した。

（どんなに短い時間だったとしても、マリアンヌの所には行かせない！　行かせてたまるもんですか……！）

　魔力を両手に集め、突き進んでくる男めがけて魔法を放とうとする。

　刹那だった。




「──星を纏いrain fall、天を焦がしsky burn、地に満ちよglory glow」




　背後から聞こえた三節詠唱。

　その刹那に、リンディは地面にへばりつくように大きくしゃがんだ。

「おはようございましたああああああああああああ!!」

　空いた空間を駆け抜ける右ストレート。それは真正面から、男の顎を綺き麗れいに穿うがつ。

　こぺっ、と間抜けな声を上げて、赤茶の鎧を纏った大男は紙くずのように吹き飛ばされた。

「…………あ」

　男たちの前に立ち塞がる、一人の少女。

　彼女の背中を見て、リンディの足から力が抜け、その場にへたり込んだ。

「好き放題やってくれましたわねえ！　ええ!?　サーフィンが趣味そうな顔をしやがりまして！　こちらのネットサーフィンテクに恐れおののきなさい！」

　完全に調子を取り戻した様子で。

　マリアンヌ・ピースラウンドが、雄々しく立ち上がっていた。
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　わたくしは身体の感覚が取り戻されているの確認し、頷く。

　解毒直後とは思えない。むしろ万全と言っていいだろう。

　三節詠唱の拳こぶしを叩き込んだ大男が、呻きながら立ち上がる。モロに入ったはずだが……あの鎧の加護か。自力で作るどころか買えたとも思わねえ。大方輸送中だった代物を奪い取ったんだろう。

「にしても、流石さすがですわねリンディ」

　舌の上に残っている感覚。騎士たちが使っているポーションとは粘度も香りも違う。恐らく彼女がこの場で作成したのだ。

　流石と言うほかない。この女は正真正銘の天才、わたくしが持たぬ才覚を持っている。それは友人として、悔しさより圧倒的に誇らしさが勝つ。そもそもジャンル違うしな。

　驚愕に凍り付く戦士たちを眺めて鼻白み、それからわたくしは広間をぐるりと見渡す。

　真後ろになんか馬鹿デカイ蝶が横たわっていた。

「モスラじゃん……」

「単なる魔物じゃないわ！　そいつの体液でポーションの効果が跳ね上がった……！　もっと神聖な存在なのよ！　っていうか、多分上位存在よこれ！」

　上位存在──単なる翼竜種などとは違い、人智の及ばぬ神秘を帯びた存在のことだ。

　それにしても、再生効果か。

　思考がカッと回転し、瞬時に結論をはじき出す。

「なるほど。アナタがた、この体液をそのままポーションとして扱い、生きた人間に飲ませ……再生した肉を食べていたということですね」

「！」

　隣で幼馴染の少女が絶句していた。

　視線を下げる。篝火に照らされる広間の床は、あちこちが奇妙に黒ずんでいる。拭ぬぐい損ねた血がここで固まったのだろう。

　なるほど、なるほど。ここは神聖な儀式場であり、コンロル様に生いけ贄にえを捧げる場であり、さらには食料生産工場も兼ねているわけだ。効率的なことだ。

「この縄も随分と上質なものを使っていますわね。込められた呪じゅ詛そ……なるほど。上位存在が相手だとしても、拘束具としては十分な効果を持つでしょう」

　推測するにはこれも輸送中の物品だろう。こんなもん森の中に住む集落が作れるわけねえ。どれもこれも盗品ばかり。始まりが悲劇だったとしても、同情の余地はない。

「貴様ら……なんたる愚かしさかッ！」

「うるさいですわね……」

　怒り心頭といった具合の大男に向き直る。

　ハードスーツっぽい見た目のボスが半裸の戦士を従えてるの、絵面のミスマッチ感がひどいな。もう少しマシな味方を育てられなかったのか。お前ウマ下手だろ。









　〇みろっく：お嬢大丈夫？

　〇苦行むり：うわー、これ『コウテイバタフライ』じゃん

　〇無敵：アカンとこに手を出してるなこの人たち











　どうやらこの蝶、神様連中も知っているらしい。

「アナタがた、神聖な場所だって言ってますけど、弱らせて体液を生成するマシーンとして生け捕っているじゃありませんか。不敬なのは、間違いなくそちらでしてよ」

　肩をすくめて告げる。戦士たちが顔を真まっ赤かにして、武器を向けてくる。

「黙れ！　よそ者が！」

「コンロル様はその身を犠牲に、我らを助けてくださっているのだ……！」

　哀れな連中だな。

　背後でリンディが立ち上がり、リュックを背負う音が聞こえた。

「……マリアンヌ。こんなことに巻き込んでしまって、本当にごめんなさい。だけど、もう帰りましょう。霊草は十分確保できたわ」

「そうですわね」

　全快したし、不意討ちしてくる相手だということが分かった以上、こいつらを蹴け散ちらし地上に帰還するのは楽勝だ。

　しかしそれでは気が済まない。舐なめられっぱなしで悪役令嬢は務まらねえんだよ。

「では帰りましょうか、二人と一体で」

「は？」

　わたくしは右手を掲げ、静かに詠唱を紡ぐ。

「──星を纏いrain fall、天を焦がしsky burn、地に満ちよglory glow」

　慌てて発射された矢たちを、練り上げる魔力の余波が吹き飛ばす。

「──悪行は砕けた塵へとsin break down、秩序はあるべき姿へとjudgement goes down」

　計五節の詠唱が完了。

　右手を起点として顕現した流星の輝きに、向こうの連中が目を庇う。

「踏みつけている側が被害者面をするなど、言語道断！　恥を知りなさいッ！」

　わたくしが放った流星は幾十にも先分かれし、戦士たちの武器を打ち払い、大男の鎧を砕く。同時に後方へとも伸び、巨大な蝶を封じていたしめ縄を焼き切った。

「なんと……!?　貴様、なんてことを！」

　背後で存在感が膨れ上がる。振り向けば、まぶたを持ち上げた蝶が、ゆるやかに羽を広げていた。

「あ、ああっ」

　広間は狭く、羽が伸びただけで壁にぶつかる。石造りの壁を一方的に砕いて、羽が広がっていく。薄い見た目だが強度は人智を超えた代物だ。

　羽は地下空間自体を切り裂いていく。地面がぐらつき、上下左右の壁が軋んで罅ひび割れていく。

　大怪獣大暴れだ。完全にパニックムービーだな。

「お、おお……！　こ、コンロル様……どうか、どうかお許しを！　愚かな者たちを今すぐ処刑いたしますので……ッ！」

「いいでしょう！　許して差し上げますわ、この一発でね！」

『──極光よ、今この手の中にvengeance is mine』

　裏側に詠唱を貼り付けながら、わたくしは半壊した鎧のまま突進してくる男に対し踏み込む。瞬時に圧縮された魔力が右の拳へと集まり、輝きを放つ。

　さあ、判決読み上げの時間だ！




「必殺・悪役令嬢断罪極刑パァァ──────ンチッ!!」




　狙ねらい過あやまたず。

　正面から飛び込んできた馬鹿の鼻っ柱に、わたくしの右ストレートが直撃。突っ込む勢いもそのまま威力に転換し、男が跳ね飛ばされ広間の壁に激突。すさまじい音と砂煙を上げてめり込んだ。

　同時、蝶が啼なき声らしき金切り音を叫び、頭上へ飛び立つ。分厚い地面の層をものともせず、紙を引き裂くようにして地上へと飛ひ翔しょうしていった。

　大穴の向こう側から光が差し込む。わたくしは服に付いた砂を払ってから、その天使の梯子はしごをなぞるようにして、上空を指さした。




「馬鹿が！　雑魚の分際で楯たて突つくからこうなるのです、身の程を知りなさい！　アナタ如ごときがわたくしに裁きを下すなど不可能、チンケないちゃもんリプライにも劣る雑音！　このマリアンヌ・ピースラウンドに裁かれた名誉を胸に抱いて、一生薄暗い地下で暮らしてなさい！　半地下以下のパラサイト未満太郎さん!!」




「許すって言った後に断罪して極刑を命じるの、約束を守らないと死ぬ病気なわけ？」

　リンディの呆あきれたような言葉に対して、わたくしは断じてイエスともノーとも言わなかった。

　ま、守る時は守るし……多分……
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　上位存在が開けた大穴を、リンディを背負ってひょいひょいと駆け上がっていく。

　脚部で流星を炸裂させれば容易い芸当だ。

　呆ぼう然ぜんとしていた戦士たちが、ハッと我に返りこちらに殺到してきたのを尻しり目めに、サクサクと帰らせてもらおう。

　とりあえず地上に戻ってから、すぐ騎士団に連絡を取る。ジークフリートさんを経由すれば、魔法使いのわたくしからでも話がすぐ通る。

　森狩り……に、なるのだろう。流石に事情や相手の手札を全部共有すれば、ジークフリートさんならなんとかしてくれるはずだ。ていうか正直油断しなかったら楽勝。

　そう考えながら地上へ向かう途中、リンディが耳元で小さく囁ささやいた。

「ごめんなさい」

「？」

「私のせいで……」

　ああ、そういやわたくしの私服、今血まみれだな。

「お気になさらず。アレは完全にわたくしの落ち度です」

「だけどっ」

「いいんですリンディ。きっとあのモスラを助けるために、わたくしたちはここに来たのです」

「モスラって何？」

　最後の一蹴りで縦穴の壁を蹴り、地上に飛び出す。

　ついでに単節詠唱分を炸裂させて、地面へつながる穴を崩す。

「……！　マリアンヌ！」

　わたくしの背中から降りた直後、リンディが頭上を指さす。

　見上げれば、そこでは高木の上に蝶──コウテイバタフライだったか──がとまり、こちらをじっと見つめている。

「鱗りん粉ぷんを散布してきたら退避で。多分爆発しますわ」

「えっそうなの!?」

　いや知らんけど、この手のでかい蝶の鱗粉って大体爆発しない？

『────────』

　コウテイバタフライは金属がこすれ合うような声を発し、空を見上げた。

　つられてこちらも空を見る。陽光がまぶしい青空だ。

　そこにコウテイバタフライの羽から鱗粉が流れていき、どういう原理なのか、光を屈折させて虹にじを描き出した。

「これは……お礼、ですか？」

　幻想的な光景を眺めながら、恐る恐る呟つぶやく。

　意味が通じたのかは知らないが、コウテイバタフライは一度首を縦に振り、それから羽をはばたかせ、宙に舞い上がった。

　通った後に虹を生み出しながら、巨大な蝶が青空の下を滑るようにして飛んでいく。

　小さくなる姿を見つめ、わたくしとリンディは少しの間黙りこくっていた。

「どこに行くのかしら」

「……遠く、遠く。もう誰からも縛られないような場所でしょう」

　どこまでも行けばいいと思った。

　虹色の光の先にきっと新天地がある。そこへ向かう旅人になったのだ。

「いいわね」

「？」

「逃げ出す先が、あるのね」

「…………」

　リンディの言葉は、目の前に広がる光景とは対照的な、鉛色の発言だった。

　おいおい。せっかく一件落着したってのにローテンションとはいただけないな。

「アナタにないのなら、逃げる時はわたくしが手を引いてあげますわ」

「……？」

「約束しますわよ」

　視線を重ねて告げる。

　それはそれで追放みたいなもんだろ。追放にカウントしていいよね？　ダメかな？　追放だろ？　追放だよ。追放になれ！

　心の中で念じていると、リンディが数度目をしばたたかせた後、めっちゃくちゃ重くため息をついた。

「ハァ～～～～～～。あのさ、アンタさ」

「はい」

「さっき、許すって言った相手を極刑にしてなかった？」

「…………」









　〇日本代表：馬鹿あるある　発言に整合性がない

　〇幼馴染スキー：過去の私がチカラをくれて今があるね（至言）

　〇無敵：信頼のアンダーフローでハイパーデフレが起きてる











　うっせえな！　しょーがねーだろ暴れてる間の発言とか覚えてるわけねえじゃん！

　なんと言い訳したらいいのか分からず、わたくしはもごもごするばかりになってしまう。

「ま、別にいいけどね。アンタは守る時はちゃんと守るやつだし」

　流石に見かねたのだろう、リンディの方から助け船が来た。

「ぐ、ぐぬぬ……！　なんか話し切り上げるために適当に言ってるでしょう！」

「そう？　本当に思ってるわよ……本当に、ね」

　リュックを背負い、スタスタと森の外を目指して歩き始めるリンディ。

「ちょっと！　待ちなさい！」

　わたくしは虹の下、彼女の背中を追って走り出すのだった。


















【魔法使いと】ＴＳ悪役令嬢

神様転生善人追放配信ＲＴＡ【騎士】

『４３４，９７６　柱が待機中』




【次の配信は二時間後を予定しています。】




上位チャット▼




　〇ミート便器：結局聖女周りどうなってんだろうな

　〇鷲アンチ：やっぱブッキングしたのかねえ

　〇幼馴染スキー：聖女に権能が分割されてるのかな？

　〇適切な蟻地獄：デバッグはしておけとあれほど…

　〇雷おじさん：このままだと一生ち〇ぽが勃たたなくなってしまう

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：草

　〇みろっく：草

　〇木の根：助かる

　〇太郎：急にどうしたんだ……

　〇日本代表：色々分かったけどまあ見守っていこう

　〇外から来ました：怖過ぎるッピ

　〇無敵：聖女周りは手に負えないからって日ひ和より見みか？

　〇日本代表：まあこっちから再調整はしない感じになったから

　〇無敵：図星やな？

　〇日本代表：っせーな黙ってろ

　〇無敵：ごめん

　〇日本代表：急にしおらしくなるなよ

　〇無敵：いや、踏み越えていいライン越えちゃった感じがした、マジでごめん

　〇日本代表：いいよ、気にするなよ、普段通りでいいって

　〇日本代表：逆にこれはこれできついんだよ

　〇日本代表：ギスるの苦手なんだよ悪かったって

　〇無敵：ごめん

　〇日本代表：ふぉぉん！
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　実家から手紙がきた。

　家帰ったら騎士団の中隊長から手紙届いてたから転送するわ。あと最近どう？　魔法の研究進んでる？　という手紙だ。

「やはりわたくしの家、勢力争いに交ざれてない感じがしますわよね……」

　わたくしだけがおかしいのかと思っていたが、父や母も基本的に勢力争いとかどうでもいいから魔法の威力と速度上げようぜ！　しか言わなかった傑物である。現に騎士団から手紙がきたのに完全にスルーしてるしな。戦術魔法における代表格のはずなのに完全にいないもの扱いされてるピースラウンド家、かわいそう過ぎる。

　もう一通の手紙は、転送されてきたジークフリートさんからの手紙だった。見事に中隊長の座を獲得したという報告。色々世話になったというお礼。それらが、意外なほどに繊細で美麗な文字で書き綴つづられている。嘘うそだろわたくしより字がうまいじゃねえか。

「というわけで、知り合いが中隊長になりましたわ。お祝いの品でも贈ればよろしいのでしょうか」

　リンディが『ふふん。私は今日ミリオンアークのお茶会に誘われたけど？　あんたは？　ん？　誘われたけどどーせ忘れてんでしょ？』とマウントだかなんだかよく分からん挑発をしてきたので、お茶会を思い出せた。

　正直同級生や先輩方と交流を深めるなんてミリも興味ないが、こういう社交性のある連中の知恵を借りたいとは思っていたのだ。

「わあ、凄いことなんじゃないですか!?」

　同じテーブルに座るタガハラさんが、目をキラキラさせて言う。

　フフンと鼻を高くしながら紅茶を啜すすっていると、同卓しているリンディがジークフリートさんからの手紙をしげしげと眺め始めた。

「ふーん、あの竜殺しと知り合ってたなんてやるじゃない」

「はい！　どういう人なのかは知りませんが、流石ピースラウンドさんです！　凄い人脈ですね！」

　タガハラさんがわたくしを持ち上げに持ち上げる。その様子を見て、挨あい拶さつ回りから帰って来たロイが苦笑を浮かべていた。

　ふふん。太鼓持ちがいるとやはり気持ちいいな。ここのところ変態ストーカー貴公子やわたくしにツッコミをやらせる天然、対抗意識ガン積みのツンデレとかばっかと話してた気がするぜ。

「中隊長クラスじゃ辺境に飛ばされるか王城内で飼い殺しかのどっちかで数年潰つぶれるわよ。人脈にカウントできるのはその後ね」

　だがリンディが続けて放った言葉を聞き、わたくしは数秒フリーズしてしまった。

　……えっ、そうなん？　チラッとロイに視線を向けると、彼は神妙な表情で頷うなずいた。

「まあ、最近貴族院から圧力がかかってそうなったという噂うわさだけど……議会はすっかり反騎士派閥に染まっているよ。僕も剣術道場へ通うのをやめさせられそうだ」

　ロイの補足を聞いて、わたくしは手紙を見てしょんぼりしてしまう。

　そっか、ジークフリートさん、しばらく会えないかもなのか。せっかく喧けん嘩か友達ができたと思ったのに。

「今まではそうじゃなかった。勢力争いは均衡していた。でも今はそうじゃない。貴族院が積極的に謀略を仕掛けるようになった。裏を返すと、それだけ焦りがあるんだ」

「そうね──やっぱ、聖女の登場から、若干バランスが崩れてるのよねえ」

　ロイとリンディの言葉を聞いて。

　わたくしはほへ～と馬ば鹿かみたいな顔をしていたが……視界の隅で、タガハラさんが一切の感情が抜け落ちた無表情になっているのが見えた。見えてしまった。

「ちゃんと分かってんの、マリアンヌ。あんたは全然他人ひと事ごとじゃないのよ」

「え？　わたくし？」

　そちらに気を取られている間に、リンディが猫のような目を吊つり上げて、ティースプーンをビシリと突き付けてきた。

「待ってくれ、それは──」

「やだやだ。ミリオンアーク、あんた知らないままで通せると思ってんの？　気に入った相手を鳥かごに閉じ込めたがるのは男のサガかしら？」

　あっなんか空気悪くなった。

　ロイの視線が鋭くなっている。リンディはちょっとたじろいだが、咳せき払ばらいをしてから普段通りに薄い胸を張った。

「このままじゃ何も知らないうちに巻き込まれるわよ。何？　徹てっ頭とう徹てつ尾び、あんたが守り抜けるの？」

「……僕ならできる。できるはずだ」

「ふーん……バッカじゃないの。できるわけないじゃない。むしろ旗を振ってんのはアンタの実家よ」

「……っ」

　むむ、珍しいものを見た。リンディが誰だれかを言い負かしている。

　まあロイ、嫡ちゃく男なんで非の打ち所がない評判と実力持ってるから許されてるだけで、考え方は結構実家と反目してるっぽいしな。

「で、あのー。わたくしに関する話なんですわよね。張本人を置き去りにするというのはいただけませんわ」

　わたくしが説明を求めると。

　それに回答したのは、意外にもタガハラさんだった。

「貴族院側は──聖女に対抗できる存在が欲しいってことですよね」

　驚くほどに冷たい声だった。

　思わず彼女の顔をまじまじと見る。紅茶の水面を見つめるタガハラさんの両目に光は宿っていなかった。

　ん？　あれ？　こういう主人公って、こう……そういうの鈍いんじゃないの？

「……そういうことよ。庶民にしては頭回したじゃない」

　素直に感心したような声をリンディが上げる。

　こいつ庶民散々見下してるスタンスのくせに、ちゃんとしてる相手だと分かったら即座に対等な感じ出すのなんかズルいよな。可愛かわいく見えてくる。

「癪しゃくだけど、私たちがこうして通ってる学園も、貴族院の連中からの寄付あってこそよ。だからあいつらが見返りを求めるのは、今まで切ってなかっただけで常に存在するカードだったわ」

　スプーンで紅茶とミルクを混ぜながら、リンディが淡々と告げる。

「マリアンヌ。あんたは貴族院にとって、まさに自陣営の聖女扱いってわけ」

「確かに聖女の如ごとき美しさはありますわね」

「勢力争いの象徴が欲しいのよ。聖女のような存在さえあれば負けないって腹積もりなんでしょうね」

「確かに聖女の如きカリスマはありますわね」

「向こうは何よりも教皇に資質を見み出いだされて、それに応えたという実績が大きいわ。だから多分……貴族院も、あんたに何かの試練を課す。それを乗り越えさせて、名声を高めさせる。マッチポンプなわけよね」

「如何いかなる試練だろうと問題ありませんわ。何せわたくし、世界で最も強く、最も選ばれし者ですもの」

「その自信どこから補充してるの？　品切れの気配がまったく見えないわね」

　全方位に隙すきはない。何せ欠点らしき欠点がないからな。ガハハ！

「……事実だよ。父上も、君こそが権力闘争の切札だと考えている」

　ロイが不意に、歯がゆそうな表情でそう言った。

「意外ですわね。なんというか……わたくしの家、そういったもめ事には交ぜてもらっていなかったので。今更急にどうしたんですの？」

「逆よ馬鹿！　ピースラウンド家は意図的に、徹底的な不干渉を貫いてきたってだけ。貴族院がそれに痺しびれを切らしたのよ」

「そうだね。確実に敵にだけはならない、という状況に不満を抱いているんだ。現当主を説得することは難しい。白羽の矢が立つなら、それはマリアンヌをおいて他にはあり得ないだろう」

　えっわたくしの両親そんな難しいこと考えてたの？

　そんな……！　あの二人がちゃんとしてたら、わたくしが遺伝ではなく突然変異の純粋な馬鹿みたいじゃん！　冗談じゃねえぞ！

「ふむ、なるほど……つまり、このマリアンヌ・ピースラウンド。政治闘争においても最強だということを証明する時が来たわけですわね」

「どーすんのよ、何か考えでもあるの？」

「平時と変わりません。わたくしが最も優れていることを証明する。わたくしこそが最も強き者であることを証明する。お誂あつらえ向きの戦場が向こうからやってきただけですわ」

　そう言葉を紡ぎながらも。

　わたくしは歓喜に全身が震えぬよう、自分を律するので精いっぱいだった。

　勢力争い。完全に蚊か帳やの外過ぎて考えていなかったが、ここにきて突然、自分が渦中の存在となりつつある。

　逃す手はない。

　要するにこれ──追放チャンスじゃん！

「ふふふ……雌雄を決する時が楽しみですわね」

　聖女相手にタコられるだけで、もうそれは完全に追放案件だ。

　敗北した勢力側の、担ぎ上げられた指導者がどうなるかなんて歴史を学べば小学生でも分かる。

　なんてこった、完璧だ。早く敗北が知りてえよ（ガチ）。

「ククッ……クフフフフッ、ハハ──クハハハハハハハ………！」

「ねえこいつ、権力闘争の意味ちゃんと分かってる？　聖女とのタイマンしか考えてなさそうな顔してるわよ」

「そうだね。頭の中は聖女でいっぱいなんだろう。素直にムカつくね」

「は？」

「……今のは完全に僕が馬鹿だった。忘れてくれ」

　リンディとロイが小声で何やら話しているが関係ねえ。

　わたくしは公衆の面前で、いかに無ぶ様ざまに恥をかかされるのかを真剣にプランニングし始めていた。

　だから。

　タガハラさんがずっと、この話題の間は、普段が嘘のように感情の色を見せなかったことを、すっかり忘れてしまっていたのだ。
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　お茶会は陽ひが沈む頃に終わった。

　黒髪をなびかせ、マリアンヌはユイと二人並んで、女子寮への道を歩いていた。

「むむ……やはり直接的な決闘は最後に取っておくべきでしょうね。他の面でどうにもならないほど追いつめられ、やけになったわたくしが禁きん呪じゅを放とうとして取り押さえられる。最後の着地点はきれいに描けましたが、問題は過程ですわね……」

　小声でブツブツとよく分からないことを呟つぶやいているマリアンヌ。

　隣のユイは心ここにあらずといった様子で、怪音声が耳に入っていなかった。

「小さな嫌がらせから仕掛けていきましょうか……聖女の靴に画が鋲びょうを入れておくとか。いやちょっとリアル路線過ぎますかね。やはりでっち上げた風聞を流しましょう。聖女は夜な夜なショタを集めてえっちなパーティーを開いている。いい感じですわね、タガハラさんはどう思います？」

「えっ？　あ、は、はい。いいと思います、私そういうの好きです」

「アナタこういうのが好きなんですの!?」

　適当な返しをしたせいで、マリアンヌの中でユイはおねショタ乱交が性癖のヤバイ女になった。

　うわ……と表情を引きつらせた後、マリアンヌはふと前を見た。

　二人の歩みが緩やかに減速し、最後には止まる。

「こんばんは、ピースラウンド様」

　前方。

　一人の紳士が、道を塞ふさいでいた。

　白を基調とした礼服。普段の通学路とまったくなじまない。異様な異物感があった。

　隣でユイが静かに息を吞のむ、と同時。

「そこで、何をしているのですか？」

　マリアンヌの背後で、空間が軋きしんだ。

「もう一度問います。そこで、何をしているのですか？」

　世界が啼ないていた。大気そのものが罅ひび割れている。

　魔法陣が互いを上書きし合うように重複しながら展開され、破壊の光が漏れ出す。

　発射直前の状態で固定された計30にも及ぶ流星が、紳士に突き付けられていた。

「………………え？　え？　ちょっ、殺意高くないですか？」

「これで最後ですわ、次はありません。そこで、何をしているのですか？」

　紳士の全身からドッと汗が噴き出た。

　分かった。分かってしまった。この女は、本気でやる。

　会話のペースを握らせないためではない。もっと根源的な理由。気に入らない相手の話を聞く気がないのだ。

（ピースラウンド家め、政治に興味がないふりをして、我々の最も嫌がるやり方をきっちり教え込んでいる！　無意識のすり込みか？　いいや、それはもういい。イニシアチブを取るという考え方を捨てるしかない！）

　紳士は恭うやうやしく一礼をしてから、声が震えないよう気をつけながら口を開いた。

「私は教会から遣わされた者です」

「…………！」

　使者が胸元に手を伸ばすと同時、ユイが即座にマリアンヌの前に出た。

　だが取り出されたのは凶器ではなく、教会からの認定を証明する羊皮紙。それを見せて、使者は手を上げて自分に害意がないことをアピールする。

「できれば、その魔法を解除していただければと思います」

「……ピースラウンドさん、あれ本物ですね」

　文字を読むには離れ過ぎていたものの、ユイの目は書面に記された文言と聖女のサインを判別可能だった。

　その言葉を聞いて、マリアンヌは流星をかき消──さなかった。

「だから？」

「えっ」

「わたくしの進む道を塞ぎましたわね？　わたくしの行く先を遮りましたわね？　ならば誰が相手だろうと関係ありません。それは、叩たたき潰すだけですわ」

　全身から過剰魔力が吹き荒れる。

　マリアンヌの戦意に呼応して、それらは黄金色の光となって、無作為に周囲の地面を砕いた。

「こ──これは、これは。流石に魔女と謳うたわれるだけはある……恐ろしいですね」

「魔女？」

　口に出してから、マリアンヌは即座にその意図を理解した。

　聖女に真っ向から対たい峙じする者。聖なる存在と対になるのならば、それは確かに魔女と呼ぶに相応ふさわしいだろう。

「気を悪くされたのなら失礼──」

「採用ですわ」

「はい？」

「わたくしこそが最強の魔女！　この世界の頂点に君臨する、魔の道を究きわめ、魔の意志に導かれた女！　マリアンヌ・ピースラウンドはこの瞬間をもって、魔女の称号を拝命いたしましょうッ！」

　天を指さし、彼女はビシィとポーズを決めて雄々しく叫んだ。

　溢あふれ出ていた魔力がペカーと輝きを増し、後光のように展開される。

「なんだこのヤバい女……」

　使者はドン引きしていた。

「……ええと、それで。結局何の御用でしょうか」

　話が進まないのでユイが代わりに本題に入るよう促す。

　使者は片腕を真上へ突き上げたまま未いまだキメキメであり続ける女を見て、顔を引きつらせながらも、懐からもう一枚の羊皮紙を抜き取った。

「王立騎士団、新設部隊──ミレニアル中隊の結成に伴い、騎士ジークフリートが王立騎士団中隊長に任命されました」

「ええ、拝聴いたしました。ご本人にはまたの機会になりますが、中隊長ご就任を心からお祝いしておりますわ」

　知った名前を聞き、やっとマリアンヌの意識が現実に帰ってくる。

「つきましては、教会内部ではなく、公的な任命式を国王陛下の御前にて行いますので、ピースラウンド様に是ぜ非ひご出席いただければと思っております」

「……ッ!?」

　ユイは目を見開いた。情勢を理解していれば、それは明らかな異常事態だった。

　騎士団の任命式に、貴族を招待する？

「あら、いいですわね。わたくしも是非、彼には面と向かってお祝い申し上げたかったところですわ」

「ええ──そこでピースラウンド様には是非、騎士ジークフリートと御前試合を行っていただければと思っております」

「…………は？」

　使者の顔が笑顔を象かたどった。

　それは相手への友好を示すには、いささか不気味で、うすら寒い、醜悪な表情だった。
















　その知らせはすぐさま魔法学園を駆け抜けた。

『マリアンヌ・ピースラウンド、王立騎士団と決闘!?』

　センセーショナルさを追求するために、事実を削ぎ落し、キャッチーさのために整えられた文章。当然、効果は抜群だった。新聞部は発行部数を更新したし、学園外にすら新聞は売られた。

　貴族と騎士の対立。平民にとっては競馬に近い。どちらが勝っても、生活が変わるわけではない。だが仮に、どちらか勝つ方に、何かを賭かけていれば、話は変わる。

「馬を数匹、騎士団に売ったよ。いよいよ貴族の時代が終わるかもしれないんだ、投資するならここだってね」

「馬を育て続けてついに本物の馬ば鹿かになっちまったのかい？　勝つのは貴族だよ、今のうちに茶畑を作っておくのが勝ち組ってもんさ」

　誰だれもが、当人たちの認識を置き去りにしていた。

　彼らにとっては、マリアンヌ・ピースラウンドが魔法使いの代表であり、ジークフリートが騎士の代表だった。関係者が、あるいは当人がそれを拒否したとしても、そういうことになったのだ。
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「まあそういうわけで、ジークフリートさんと決闘することになりましたわ。まる」

「まる、じゃないわよ!?」

　リンディが耳元で叫んだ。

　声がでかい。キンキン響いてる。鼓膜残ってる？　大丈夫？

「……そんなに近くで叫ばずともいいですわよ」

「叫ぶわよ！　叫ぶに決まってんじゃない！」

　昼休みになった瞬間に席まで猛スピードで歩いてきたリンディの言い分に対し、わたくしは眉まゆ根ねを寄せてしかめっ面になっていた。

「仕方のないことですわ。指名されたからには、国王陛下の御前に相応ふさわしい試合を行うまででしょう」

「そうじゃないでしょ！」

　リンディが机を両手で叩たたいた音は、甲高く教室に響き渡った。生徒たちが一斉にこちらを見る。合法ロリ先生も不安そうにわたくしを見つめていた。

　……おいおいマジかよ。

　こいつら、こっちに来たり何か言ったりはしなくても、リンディの肩持ってるってことじゃねえか。

「……今更何を！　わたくしとて馬鹿ではありません。己のやるべきことぐらい分かっておりましてよ」

　椅い子すから立ち上がり、昼食にするべく教室を出て食堂へ向かう。

　何か言いたげな様子のまま、リンディはわたくしの後ろをついてきていた。

　わざと迂う回かい路ろを通り、人気のない旧校舎に踏み入る。タイミングを見計らっているのだろう、と予想がついた。

　廊下の端から端までを見渡す。リンディとわたくしだけ。

　振り向けば、彼女はスカートをぎゅっと掴つかんだまま、俯うつむいて肩を震わせていた。

「……行かなくていい。行かなくていいわよ、あんなのっ……！」

「何故なぜですか？」

「何故って何よ馬鹿じゃないの!?」

　うわっ急にキレんなよびっくりした。

　最近の若い子は怖いねと思いながら振り向いて。

　ちょっとびっくりした。

「なんで分かんないのよ、この馬鹿、ばか……ッ！」

　これ初めて見るヤツだ。

　結構、洒しゃ落れにならない怒り方だ。

　今までの付き合いの中で、一番のブチギレ方を見せて、リンディがわたくしの胸ぐらを掴み上げてきた。

「私たち学生を巻き込んでる時点で、もう、異常事態じゃない！　あんたが勝とうが負けようが、どっちに転んでも都合良く動かせるよう、大人たちは策を練ってるわ……！」

「ええ、そうでしょうね」

「こんなの、あんたの意志じゃないでしょ!?　あんた、自分が最強だって証明したいんでしょ……!?　だったら……ッ！　誰かの道具になるなんてやめなさいよ……！」

「……ええ」

　返す言葉が見つからなかった。

　ああこの子、わたくしにずっと怒ってるなとか思ってたけど。

　真剣に、わたくしのために怒ってくれていたんだ。

　結局──昼休みの終わりを告げるチャイムが聞こえた時にも、わたくしはご飯にありつけてはいなかった。




[image: ]




　放課後になっても状況は変わらない。やれやれ。針のむしろって感じだ。

　誰も彼もが、わたくしを、祭り上げられた悲劇のヒロインとして見ていた。

「……不愉快ですわね」

　騎士ジークフリートとわたくしの御前試合は、何時いつしか『魔法使い／騎士の次代を担いし者』同士の激突へと、話をすり替えられていた。

　フンと鼻を鳴らし、放課後、校舎敷地内のベンチに腰掛け足を組む。

　これだけ風聞を流せただけで、既に半分ほど計略は成功しているだろうな。

「ここにいたのか」

　面おも白しろくねーとイライラしていると、声をかけられた。

　見れば夕ゆう陽ひに照らされ、肩で息をする甘いマスクのプリンス……ロイ・ミリオンアークがそこにいた。

「捜したんだよ、マリアンヌ」

「何かご用ですか？」

　とはいっても内容なんて大体分かってる。

「おれは……君を、止めたい」

「そうですか」

　わたくしは少し面食らった。

　ロイが自分のことを『おれ』と呼ぶのは、記憶にある限りでは幼少期以来だったからだ。

「だけど、君は止まらないだろう。おれでは君を止められない」

「あら、きちんと理解していますのね」

「間違いなく、君が勝っても負けても良いように父さんは構えてる。教会は君を排除して聖女の特別性を確実なものにしたい。父さんは君が負けたら、今度は本命を聖女にぶつけるつもりだ」

「……本命？」

「ミリオンアーク家の私設魔法使い部隊だ。貴族院は君を祭り上げたいんじゃない。最終的な目標は、あくまで聖女を失脚させること。君はそのための捨すて駒ごまだ」

「ほーん……」

　わたくしとジークフリートさんを戦わせることで、聖女のように扱われている存在が、御前試合に出るという前例を作りたいということか。多分。いや自信ないな。

「現状がすでに、貴族院にとってはマイナスなんだ。片方にだけ象徴がある。だから共倒れになってでも、相手だけが有利な状況を覆くつがえしたい。聖女に比肩する君が負けたとしても、一緒に聖女まで負ければ、それだけで貴族院の勝利になる」

　あっだめだ話が難しい。もう分からん。

　まあ、そのへんは別に関係ないからいいんだけど。わたくしが負けた場合の話なんか掘り下げてどうするんだ。負けねーよ。

「ちなみにわたくしが勝った場合、そのまま聖女と連戦になったりするのでしょうか」

「え？　いや流石に、当日中に連戦はないだろう……大体、聖女も素直に応じるとは思えないし」

「なるほど。時間制ですの？　ストック制ですの？」

「ストック……？」

　２落ちまではセーフになったりしないかなと思ったが無理そうだ。まあ３タテすればいいだけか。

「マリアンヌ、君は……こう、頓とん着ちゃくするものがないよね」

「？　まあ何せ、最も価値ある存在とはこのわたくしですからね。自分以上に尊いものがない以上、何かに頓着する必要がありませんもの」

「まあそういう返しがくると思ったけど。君はこう、いつ死んでもいいと思ってるんじゃないか、と感じる時がある」

　ちょっと数秒黙った。

　図星だった。

　そうだ。その通りだ。

　センスも努力も、経験も技量も全て、そのためにこそ積み上げてきたのだから。

「だから言わせてもらう。おれは、おれなんかより君の方が大事だ。だから君を守るために全力を尽くそう」

「……は？」

　告げて。

　ロイはわたくしに近寄り、黒髪を一房手に取って微ほほ笑えむと、毛先に唇を落とした。

「マリアンヌ、勝て。勝つんだ。君が勝つことを前提におれは動くよ。後のことは任せて、あの時みたいに思いっきりぶん殴ってやれ」

「無理無理無理無理無理無理キモイキモイキモイキモイキモイキモイ」

「はははっ。そこまで言うと、流石のジークフリート殿も傷つくんじゃないか？」

　オメーーーーーーのことなんだよ!!

　妙なポジティブシンキングモードになったロイは、よしと何やら気合いを入れて立ち去っていく。

　いや今の余裕でセクハラだったんだが。実家にチクってやりてえ……
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　部屋に戻る。

　やることは変わらない。あまりにも変わらなさ過ぎて我ながらどうかと思うぐらいだ。

　あらゆる前提を整え。

　あらゆる条件をクリアし。

　最後の最後に敗北することで、わたくしの存在は確かなものとなる。

　敗北し、追放されるために産み落とされた悪役令嬢わたくし。

　散り際の演出に手を抜くわけにはいかない。

　……なんだ。これはこれで、案外気負い過ぎているのかもしれねえな。

　やれやれと肩をすくめて、配信画面を立ち上げた。

　ちょっと雑談枠でもして気を紛らわすか。









【陰謀パートで】ＴＳ悪役令嬢

神様転生善人追放配信ＲＴＡ【役に立たない女】

『２１８，７４７　柱が待機中』




【次の配信は三時間後を予定しています。】




上位チャット▼




　〇木の根：うるさいですね……

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：ふしだらな母と笑いなさい

　〇幼馴染スキー：シャミ子が悪いんだよ……

　〇木の根：言ってないシリーズやめろ

　〇鷲アンチ：マリアンヌが悪いんだよ……

　〇適切な蟻地獄：誰が言ってるんだよ

　〇日本代表：ロイでしょ

　〇みろっく：一番ありそうで草

　〇太郎：うるさいですわね……

　〇外から来ました：ふしだらな令嬢と笑いなさい

　〇雷おじさん：はい解釈違い

　〇無敵：おっＥＤ寸前さん、ちーっす

　〇木の根：インポ候補じゃんちっすちっす

　〇雷おじさん：覚えてろよお前ら











　うるさいですわね……（ガチ）

　なんというか最近は視聴者同士のなれ合いが多発しており、コメント欄イタイイタイなのだった。違うだろ。配信ってもっとこう、ヒリついたものだろ。誰が何時死ぬかも分からねえ荒野であるべきだろ。

　仕方ねえ。脳内言語直接出力モードをＯＮに。









【おい！　なれ合ってんじゃねーですわよゴミ共！】

　〇鷲アンチ：えっ配信始まった!?

　〇無敵：びっくりしておち○ちん小さくなった

　〇木の根：なんで膨らませてたんですかね……

【御前試合に向けて気合い入れていきますので、夜よ露ろ死し苦くゥ！】

　〇ＴＳに一家言：ヤンキー令嬢は属性盛れば良いってレベル超えてるだろ

　〇ミート便器：よろしくぅの言い方がめちゃイケなんだよなあ

　〇みろっく：数かず取とり団だん死ぬほど懐かしくて草

【やるからには勝ちますので、夜露死苦ゥ！】

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：実際こないだも勝てたしいけるんじゃない？

　〇雷おじさん：こないだはシステム外スキル使ってたからね、あれ結局本当になんなの？　こっちで確認しても原理不明だったんだけど

　〇火星：そりゃ御前試合自体は全然勝ち目あるけど、追放狙ねらうならむしろ負けるべきなんじゃないの











　ふむ、なるほど。

　言われてみればそうだったわ。確かにゴールを設定はしたものの、今回の御前試合はまさしく降って湧わいた話。どうやって活用すれば良いのかはあんまり分かってないな。

　ベッドに腰掛けてむーんと考え込むと、もぞもぞと布団が動いた。

「…………ッ!?　何者です！」

　飛び退のき、七つ魔法陣を展開して単節詠唱版『流星メテオ』を七発待機状態で固定。

　いつでもベッドごと爆砕できるぞ、と威嚇していると。

　ふわっと布団が持ち上げられ、黒髪のセミロングヘアが月明かりに照らされた。

「…………あの……こ、こんばんは……」

「は、はあ……？」

　ベッドの中に、タガハラさんがスタンバっていた。









　〇みろっく：ＣＧ回収キター！

　〇無敵：こんなＣＧないぞ











　言ってる場合かボケカス太郎がよ！

　何のために、というかどうやって部屋に入りやがったんだよこの主人公。

　辟へき易えきしながらも、とりあえず何から聞くべきか悩んでいると。

「あの、ピースラウンドさんに、お話があって」

「……話？」

「はい。えっと……」

　月光が窓から差し込む夜。

　タガハラさんの瞳ひとみに月明かりが映り込んでいたのがやけに印象的で。

　彼女は、そっと唇を開いた。

「──私は、貴女あなたに、ずっと、嘘うそをついていました」
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　太陽が天頂に達した時刻。

　学園支給のワインレッドを基調とした制服を着こなし、地面に届かんとする黒髪を優美になびかせて、一人の少女が、御前試合用のコロシアム中央へ歩いていた。

　コロシアムは広かった。入学以前の、幼年部の御前試合はもっと狭いグラウンドで行われていたが……これは成人用だ。

　一歩歩くごとに、視線が集中するのを感じる。観客席に座る貴族たちや教会関係者が、彼女を見つめている。

　そして彼女の歩む先。

　コロシアム中央には、漆黒の鎧よろいを着込み、大剣を地面に突き立てた、血のように紅い長髪の偉丈夫がいた。

　彼の名はジークフリート。新設ミレニアル中隊の中隊長に抜ばっ擢てきされた若手エース。

　互いの言葉が届く距離に踏み込んだ時、ジークフリートが小さく呟つぶやいた。

「君なら断ると思っていた。いや、断るべきだった」

「皆さん同じことを言いますわね。何故なぜ？」

「君は……自分のためだけに、戦っていてほしかった。誰かに利用される君は、見たくなかった」

　何か、悔やむようなそぶりすら見せる騎士に対して。

「笑しょう止し千せん万ばんですわね」

　少女は──マリアンヌ・ピースラウンドは不敵な笑みを浮かべた。

「やることは変わりません。さあ、喧けん嘩かをしましょう」

　腹の底に響くような声だった。

　それを聞いて、ジークフリートは頭を振った。

「ああ、分かっているさ……聖女が近くにいるようだ。普段よりも加護が活性化しているのを感じるよ」

「それは重ちょう畳じょう」

　互いの距離が、規定ラインに落ち着く。

　コロシアムのブザーが鳴り響いた。御前試合の準備が終わった証拠だった。

　貴賓席に並ぶ人々が居住まいを正す。見知った顔がいくつかあるのが見えた。ロイが、リンディが、不安そうにこちらを見ている。

『本日は皆様、お集まりいただきありがとうございます──！』

　女の声だった。

『本日行われる御前試合は、まさしく次世代を象徴する若手同士の対決！　『竜殺し』ジークフリートと、『流星零剰メテオ・ゼロライト』マリアンヌ・ピースラウンド──！』

「すまない、君の二つ名が聞き取れなかった。何と言うんだ」

「聞き取れなかったのならもういいでしょう」

「気になるじゃないか」

「…………めてお、ぜろらいと、ですわ」

「ほう。いいじゃないか。どういうルビ振りになってるんだ？」

「あああああああああああああああああああああああああッ！」

　純粋な好奇心からの質問だったが、マリアンヌの精神には致命的クリティカルだった。

「羨うらやましい話だ。オレの竜殺しというのは些いささかシンプル過ぎると思っていたんだ。そういうのを頼みたいところだな」

「正気ですかッ!?　いいえ、正気ではありませんわね！　こんな二つ名あるだけでデバフかかる呪のろいのアイテムでしてよ！」

『──それではお二方、準備はできましたか!?』

　アナウンスに促され、二人は顔を見合わせると雑談を切り上げた。

「問題ない。マリアンヌ嬢の方はどうだ」

「お気遣い痛み入ります。はい、こちらも大丈夫ですわ」

『星を纏えrain fall、旋律を鳴らせharmony sign、空の果てより来たれ極光vengeance is mine』

『それでは御前試合を、エドワード卿きょうの合図をもって始めさせていただきます』

　名を呼ばれた貴人が、王の座る玉座の近くで立ち上がった。

　腰掛けている国王に恭うやうやしく一礼をすると、それからコロシアム中央にて向かい合う二人を見下ろした。

「聖女が来ているのは確か、なんですわよね」

「？　ああ。オレたち騎士は、彼女の存在を感知することができるからな」

「なるほど。第一段階はクリアですわね。正直来てもらえていなかったらどうしようかと思っておりました」

　ロイは言った。マリアンヌは捨て駒だと。

　聖女を失脚させるためには、聖女に並ぶ存在が必要だ。マリアンヌがそこまで至れば良し。至らずとも、聖女のような存在とて武力を以もって打倒できる存在に過ぎないという先例を作ることができる。

　マリアンヌ・ピースラウンドが御前試合に勝とうが負けようが、貴族も教会も、それに合わせて行動するだけだった。

　だからこの瞬間。

　勝ち負けにこだわっていたのは──マリアンヌ本人だけだった。

「勝ちたいのですわ」

「……ああ、もちろんオレもだよ。しかし」

「違います！　アナタではありません」

「何？」

　エドワード卿が合図を出す、その数瞬前。

　マリアンヌが天を指さした。いつも通り、彼女を知る者なら何度も見たことのある、天空を突き上げるマリアンヌのポーズ。

「宣言しましょう！　この勝負に勝利するのはマリアンヌ・ピースラウンドですわ！」

　勝利宣言だった。

　会場がどよめく。出鼻をくじかれたエドワード卿が苦笑を浮かべ、行き場のなくなった腕をそっと下ろした。

　だが次の瞬間、どよめきは消滅する。

「そして──聖女リインは敗北し、失墜し、翼をもがれ地に墜おちるでしょう！」

　静寂。

　痛いほどの静寂。

　このタイミングで出るはずのない名前だった。正確に言えば出してはならない名前。チェスの駒がプレイヤーの名を叫ぶはずがないのだ。対面のジークフリートも口をあんぐりと開けている。

　だがそこからマリアンヌが続きの口上をブチ上げる。

「そもそも現在教会において重用されている聖女リインは、本来の聖女の足下にも及びませんわ！　教会の掲げる聖女など所しょ詮せんは偽物、まがい物、張りぼてッ！」

　そうだ。勝ちたい。誰が相手でも負けたくない。許されるのは最後の最後、自らの人生に幕を引く瞬間、唯一の敗北のみ。

　ズルズルと負けキャラとして居残るのではない、致命的な一敗により全てを失うからこその悪役令嬢！

　捨て駒だと？　ふざけるな。

　騎士相手の御前試合に勝っても負けてもいい？　違う。

　悪役令嬢が見ているのはそこじゃない。騎士に負けたところでどうする。悪役令嬢が負ける相手は、同じヒロイン枠の女であって男じゃない！

　だから。

　マリアンヌ・ピースラウンドが喧嘩を売るべき相手は、ただ一人！




「真なる聖女とは、聖女と呼ばれ得る選ばれし存在とはただ一人ッ！　それはほかでもない──このわたくしですわッ！」




　ＴＳ神様転生悪役令嬢は、対抗として聖女ＣＯした。


















【騎士さん】ＴＳ悪役令嬢

神様転生善人追放配信ＲＴＡ【ゆるして】

『１，２３４，５６７　柱が待機中』




【配信中です。】




上位チャット▼




　〇みろっく：やったああああああああああ

　〇火星：やりやがった

　〇ミート便器：お前のような聖女がいるか

　〇適切な蟻地獄：その馬ば鹿かさで聖女は無理でしょ

　〇無敵：聖　女　騙かた　り

　〇雷おじさん：ヒエ～ッｗ

　〇鷲アンチ：あーもうめちゃくちゃだよ

　〇外から来ました：く、狂ってる……

　〇木の根：何をどうしたらこの選択に行き着くんだよ

　〇太郎：馬鹿が考えた対抗策過ぎる

　〇外から来ました：一生人狼すんな

　〇無敵：いちゃもんでルート開拓しようとするのやめろ

　〇日本代表：多分……これ、いちゃもんってわけでもないのか……？
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『…………ッ!?』

　コロシアムは騒然としていた。

　皆一様に困惑し、隣に確認を取っている。

　マリアンヌ・ピースラウンドは何を言ったのか。聞き間違いでなければ、聖女をまがい物と断じた。要するには、教会に、真正面から超弩ど級きゅうの喧けん嘩かを売ったのだ。

「父上、御前試合の中断を」

　即座に反応したのは第二王子だった。

　玉座に腰掛ける国王に対し、彼は片かた膝ひざ立ちの姿勢で進言する。

「教会、それも聖女を見み出いだした教皇様に対する明らかな不敬です」

「ふむ」

　顎あご髭ひげをさすりながら、国王は他の王子に目を配った。

「……私はどうでもよいです。中断でも、再開でも、どちらでもよいかと」

　興味なさそうな第一王子。

「随ずい分ぶんと迷いなく断言しています。流石さすがに虚言でここまで言い切ることはできないとも思うのですが……」

　悩ましげに眉まゆ根ねを寄せる第三王子。

　三人の言葉を聞き、国王は数秒考え込むと、玉座から立ち上がった。

「マリアンヌ・ピースラウンド」

「はい」

「今の言葉、それを言い放つに至った根拠を申してみよ」

「はい」

　発言を認められた。観客席がシンと静まりかえる。

「端的に申し上げます。──先日、わたくしがジークフリート殿に強化魔法をかけた際、聖女の祝福を効果量で上回り、打ち消しました」

「……！」

　その言葉に、ジークフリートはマリアンヌの隣でハッとした。

　視線が自分に集中するのを感じる。だがそれも気にならない。

「騎士ジークフリート。マリアンヌ・ピースラウンドの言葉は真まことか？」

「ハッ──恐れ多くも、事実で御座います」

　即座に平伏の姿勢を取りながら、騎士は頷うなずく。

　祝福とは、教皇あるいは聖女が騎士に授ける、騎士を守護の盾たらしめる最大の要因だ。その祝福を無理矢理に剝はがし、更なる強化を与えたとなれば──

「ですのでわたくしは思い立ったのです。聖女とは、即すなわち本当に聖なる存在ではないのだと。もしそうであったのなら、わたくしの強化魔法を弾はじいて当然のはずですわ」

「……！」

　あの時の感覚を思い出して、ジークフリートの首筋が微かすかに粟あわ立だつ。事実だった。聖女からの祝福を授かったはずの身体からだが、明らかに平時を超えた膂りょ力りょくを発揮した。

　今まで自分を支えてきた祝福が、児じ戯ぎだとすら感じたのだ。

「騎士ジークフリートよ」

「ハッ」

　国王が再度、騎士の名を呼んだ。

「お前もまた、マリアンヌ・ピースラウンドが聖女の祝福を打ち消したことを認めるか？　無論これは、どちらかに与くみせよという意味ではないが……」

　数瞬、ジークフリートは悩んだ。

　自身の立場を定めるタイミングがやって来たのだと思った。

「……私は、聖女様より祝福を授かって、騎士として任命されております」

「うむ」

「聖女を聖女たらしめる要因が、もしもその祝福にだけ話を限ってしまうのであれば……確かに、現在の聖女様も、そしてマリアンヌ・ピースラウンド嬢も、どちらも聖女の資格を有するでしょう。それが、私の愚考するところであります」

　シンと会場が静まりかえった。

　教会側の、そして何よりも、今日の主役であったはずのジークフリートが、まさに今マリアンヌの言葉に対して証人となったのだ。

　それを聞いて国王は顔を伏せた。肩が震えていた。怒りを買ったのか、とジークフリートはおののいた。

　顔を上げた時、国王は──口を吊つり上げ、満面の笑みを浮かべていた。

「──ハハハハハハッ!!　ぐわっはっはっはっはっはっ!!　愉快痛快とはこのことよ！　面おも白しろい、実に面白いぞマクラーレンの娘よ！」

「…………はい？」

　哄こう笑しょうを上げる国王を目の当たりにし。

　マリアンヌを含む会場中の人間が口をぽかんと開け、三人の王子が頭を抱えた。

「ふふん。ミリオンアーク。いるだろうミリオンアーク！」

「は──こちらに」

　貴賓席にてロイの隣に座っていた紳士、ダン・ミリオンアークが素早く膝をついた。

　国王はニマニマと笑いながら、彼に声をかける。

「随分なじゃじゃ馬を持ち上げようとしたのう、ダン。ええ？　結果がこのザマか」

「…………」

「わしの知らぬところで色々動いていたこと、全部知っておるわい。今日の御前試合、ハッキリ言ってつまらぬ催しと思っておったが……蓋ふたを開けてみればなんと。ダン、どんな気分だ？　揃そろえたカードが勝手に動いておるぞ？　クイーンがキングに楯たて突つきおったわ！　こんなに面白いことがあるか！」

　ミリオンアーク家当主の伏せた顔が、屈辱に歪ゆがんでいることなど、誰だれもが想像できた。

　言葉を切り、国王がマリアンヌに視線を向ける。

　そこでジークフリートはふと気づいた。

　マリアンヌは今、国王と視線が合っても腕を組んだまま不敵な笑みを浮かべている。

　通常この振る舞いは、不敬罪で処刑である。

「申し訳ありません国王陛下ッ！」

「へぶあッ」

　ジークフリートは彼女の後頭部を掴つかむと、地面に叩たたきつけるようにして平伏させた。
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【イダダダダダダダ！　痛い痛い痛い痛い！　頭割れるってこれ！】

　〇外から来ました：イタイイタイなのだった

　〇ＴＳに一家言：残念ながら当然

【女の子相手になんて乱暴な……！】

　〇みろっく：おんなのこ??　ウケるんだけど

【はあ!?　どこからどう見ても女の子──】

　〇雷おじさん：あ？

　〇ミート便器：なんだァ？　テメェ…

　〇無敵：ＩＰぶっこ抜いた

　〇芹沢：男勝り系女子相手なら悪口を言うことで信頼度を表現できるなどという小学生のような考え方は捨てろ

　〇鷲アンチ：だからなんでラーメンハゲがいるんだよ

【え……何この人たち怖い……】

　〇火星：いいからもう顔上げろ。聖女とご対面だぞ











　次の瞬間だった。

「あらあら」

　足音が響いた。誰かが貴賓席を歩いているのだ。

「あらあらあらあら」

　ジークフリートさんに押さえつけられていたわたくしだが、騎士の腕力が緩んだ隙すきにガバリと面を上げた。

　見ればそこに、聖女がいた。

　教会のシスター服。首に下げたロザリオを両手で握り、その女は貴賓席から少女と騎士を見下ろしている。

「──私は聖女リイン。神託を授かり、教皇様に見出され、そして聖なる者としての天啓を得た者です」

「思ってたよりババア顔のババア声ですわね（小声）」

「君本当に処刑されても知らないからな（小声）」

　クソが！

　おっぱい大きいって話だったじゃん！　あんなん垂れる寸前だろーが！　話が違う！
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　まあ気を取り直して、わたくしは咳せき払ばらいすると聖女を見つめた。

「ようやく顔を合わせられましたわね、聖女リイン」

「ええ。初めまして、マリアンヌ・ピースラウンドさん」

　どちらが真の聖女か……白黒つけてやるよ。

　なるべく手痛い敗北をしたいから、めっちゃイキっておこう。

「アナタのような贋がん作さくを、わたくしは認めませんわ」

「贋作とは、なんて恐れ多いことを。私聖女リインは、神からの啓示を授かったのです」

　ハッ。神？

　そいつら、今この配信を見てんだよ。









　〇ミート便器：聖女つって金髪デカパイのチャンネーじゃねえのかよ畜生ォォオオオオオオオ!!

　〇適切な蟻地獄：ダマしたな！　俺おれたちの清純な気持ちをもてあそんだな!!

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：ババアがよお！　すっこんでろよ！　テメェに教えを音読される謂いわれはねえ！

　〇日本代表：お前ら全員ロリコンか？　アラサーは別にババアじゃないだろ

　〇無敵：マジで若さ信仰カス過ぎるな。年上だろうと年下だろうと、こっちを蔑さげすんでくれるかどうかが大事だろ

　〇日本代表：うわキモ！　お前それで味方面すんなよボケ











　阿あ鼻び叫きょう喚かんじゃねえか……

「神の啓示ですか。大層な言葉を使いますわね──果たして本当に？」

「なんと、神に疑いを抱くのですか」

「神ではありません。アナタが疑わしいと言っているのですよ、聖女リイン。悪魔の声を聞き間違えたのでは？」

　挑発行為にしても限度がある。聖女は悪魔の声という言葉を聞いただけで顔を引きつらせていた。

　教会関係者が立ち上がって、わたくしを指さした。

「黙れッ！　背教者め、聖女様になんという辱めを……！」

　モブっぽい発言だな。お前みたいなモブはどうでもいい。そろそろ聖女が本物の聖女パワーをぶわーっとやってわたくしを成敗する頃ころ合あいだろう。

「本当にアナタの祝福が、神に選ばれし者に許された特権だというのなら！　わたくしとどちらが強いか勝負させてもらいましょう！」

　言い放ち、わたくしはジークフリートさんの肩を掴む。

「ん、なんだ？」

「アナタの祝福にわたくしの力をぶつけて、どちらが上かを証明しますわ！」

「……帰ってもいいか？」

　にへら、と笑うジークフリートさん。

「当然ダメですわ」

「ああ、そうだよな」

　魔力を彼の身体からだに流し込む。前回は雑に強化するだけだったが、今はもう、あの時と比べてかなり魔法のレベルが上がったからな。色々できちゃうぞ～

　ジークフリートさんの身体を精査しながら、聖女を見れば、顔を真まっ青さおにして汗ダラダラだった。どうした？　腹下したか？

「これでもし、祝福が剝がされてしまったら、オレは騎士でなくなるのか」

「そんな馬鹿な話がありますか。祝福があろうとなかろうと、アナタはわたくしの知る限りで最高の騎士ですわ」

「…………そう、か」

「……？　反応の鈍化と心拍数の増加を検知しましたが」

「いや、何でもない。気にしないでくれ。本当に気にしないでくれ」

「そうですか。ん～～」

　気づけば会場が息を吞のんで、わたくしの行為を見守っていた。

　照れる。ロイとかリンディとかが凄すごい祈ってるし、王様はニヤニヤしてる。

　なんだよ、何静かになってんだよ。オイ聖女、そろそろかっこ良く『お前如ごときに祝福は扱えない！』とか言ってこいよ。

「……あれ？　祝福？　んん……？　あ、肩こりをほぐしておきますわね」

「ああ、ありがとう」

「ん～～～～おっと血行促進もしておきますわ」

「助かるよ」

「ツボの刺激ってこの辺でしたっけ？」

「そろそろ仕事に戻らないか？」

　ジークフリートさんの身体を覆い、守護する魔法を感知した。

　感知できた。できたんだけど。

「ん～…………？」

「その、どうしたんだ？　随ずい分ぶんと唸うなっているが」

「いやこれ、加護ではなく、魔法では？」

　わたくしがそれを言った刹せつ那な。

「…………鼻の利く人間がいたものだ。命取りだがな」

「え？」

「砕けlost」

　魔力の奔流を察知した。その時にはもう遅かった。

　横合いから、破壊そのものに殴りつけられた。わたくしとジークフリートさんは同時に吹き飛ばされ、身体が宙を舞い。

　衝突音と同時、視界が真っ暗になった。
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　意識が飛んでいたのはコンマ数秒。

　ジークフリートは、空中で体勢を立て直し着地した。抜剣し構えようとして、大剣が手の中から滑り落ちた。がくんと片膝が抜けた。身体内部に衝撃が通っている。

　違う方向に吹き飛ばされたマリアンヌは、コロシアムのフェンスに激突し、砂煙の中に消えていった。安否はまるで分からない。

「ほう、死んでないとはな」

　聖女リインは右手の指を鳴らしながら言った。

　騒然とする会場。聖女の突然の凶行に、誰もの思考が止まっていた。

　だがジークフリートは、まるで別人のように切り替わった雰囲気を見て、適切な質問を導き出せる。

「貴様……何者だ」

　騎士の問いに、リインはばきりとロザリオをへし折って、唇を吊り上げた。

「そっちの、黒髪の女は気づいてたぞ？　神の啓示と悪魔の囁ささやきを聞き違えた女……ククッ。馬鹿な女だ。こうして身体すら明け渡した」

「悪魔、だと」

　思わず目を見開く。

　悪魔──死後の世界に住む神や天使とは異なり、『世界の裏側』と呼ばれる異界、地獄に住む悪あしき存在である。めったなことではこちらの世界に現れないはず。

　先ほどマリアンヌが言っていたのはそういうことだったのか。

「あのガキがどういうルートで気づいたのかは知らんが、実力行使に出るとは思ってなかったんだろうな」

　気だるそうに告げて、聖女リインの身体は、左手をのろのろと持ち上げる。

　────星の瞬きstars rise、天は花開きsky glory、地は砕けるground lost

　国王が真っ先に反応した。

　それは計十三節から成るおぞましい戦略級魔法、禁きん呪じゅ。

　────怯えろfrightened、震えろtrembled、祈れprayed、歓喜せよdelighted

　人類が編み出した禁忌の結晶に、悪魔は手を伸ばした。

　聖女の立場を手に入れ、教皇をだまくらかせば簡単だった。これは便利だ、人間もなかなかいいものを発明した、とほくそ笑んだ。

　────不可視invisible、右手right、銀貨coin、代償compensation

　故に悪魔の行動目的は変わった。

　聖女として適当に権力と地位を手に入れて暇つぶしの遊びをしようと思っていたが。

　この禁呪を地獄へ持ち帰ること。地獄の門が開く日まで、禁呪の知識を保持しながら生き残ること。

　────罪業はヴェールに包まれsin hide out、私は悪魔の目を欺こうnightmare get out

　だからこの場で、国王ごと皆殺しにすることを、悪魔はあっさりと決めた。

　立場は捨てよう。命あってこそ、禁呪を持ち帰れるというものだ。あらゆる勢力が喉のどから手が出るほど欲しがるに違いない。これほどの高威力魔法は地獄でもお目にかかったことがない。

　聖女として随分遊べた。それだけでも価値はあった。

　もういい。自分が一番大事だから。

　ロイが避難を叫んだ。リンディはマリアンヌの名前を呼んだ。国王の前に王子たちが飛び出した。貴賓席から逃げ出す人が数名いた。ジークフリートは落とした剣を拾おうとした。




「こっちを、見なさい」




　聖女リインが動きを止めた。

　それから恐おそる恐る、錆さびたブリキみたいな動きで、目を向ける。

　彼女は、砂煙の中でゆっくりと立ち上がった。

　血が黒髪から滴っている。

　右目の上から血がにじみ出て、顔の四分の一近くを赤く染めていた。

　だが、その深紅眼に翳かげりはない。

　鋭い眼光がリインを捉えた。死神の鎌に近しい寒気がリインの喉を突いた。

「わたくしを見なさいッ!!　聖女リイン────ッッ!!」

　真の聖女が、今決定する。
















　いやマジで『流星メテオ』がなければ即死だった……

　事前に三節詠唱二発分の詠唱を済ませてたからギリ防御間に合った……マジで死ぬかと思った。

　血が足りない。魔力で出血箇所を覆い、圧迫して止血する。

　どれくらい飛んでた？

　気づいたら聖女リインが訳の分からない魔法を展開してる。

　禁きん呪じゅの十三節、完全詠唱か。

　世界がぐらぐらと揺らぐ。

　視界が明滅する。

　恐らくわたくしが食らった攻撃は、わたくしと同様に十三節詠唱の禁呪を切り詰めたものだろう。『流星』で防いだ上でこれほどのダメージとは、流石さすがは禁呪だ。

　だが。

「その領域で、わたくしが負けることはあり得ません……！」

　感覚が復旧されていく。世界に色が戻る。焦点を絞り、聖女の顔をまっすぐ見つめる。

　震える両足に力を込めて、立ち上がる。

　暴力性能という面において、悪役令嬢が誰だれかに負けるなんてあってはならない！　聖女には向いてないと思っていたが、仕事に暴力が含まれるのなら話は変わってくる。

　このババアをぶちのめして、本当の暴力ってやつを教えてやるしかない！

「……マリアンヌ嬢、君は……」

「退どいてください。退きなさい、騎士ジークフリート！　わたくしはあの光を認めない！　わたくしの信じるもののためには、絶対に負けられないのです！」

　腹の底から叫ぶと、ジークフリートさんは数秒黙った後、頷うなずいて道を譲ってくれた。

　すれ違いざま、赤髪の騎士はフッと表情を緩める。

「大丈夫だ、マリアンヌ嬢。オレは……君が勝利することを、信じている」

　励ましの言葉だった。

　背中を押されるような心持ちさえした。コロシアムのど真ん中に立てば、聖女リインと正面から睨にらみ合う形になる。

　やってやる、やってやろうじゃねえかこの野郎！

　わたくしとこの女。

　どちらが真の暴力装置せいじょか……白黒つけようじゃねえか！
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【早く来てくれ】ＴＳ悪役令嬢

神様転生善人追放配信ＲＴＡ【本物の聖女さん】

『５６８，４４９　柱が待機中』




【配信中です。】




上位チャット▼




　〇鷲アンチ：これ配信画面見えてる？

　〇木の根：だめっぽい

　〇苦行むり：完全に頭に血が上ってますね……

　〇ミート便器：聖女を名乗る異常者ＶＳ聖女を名乗る異常者

　〇太郎：真聖女不在ってマジ？

　〇適切な蟻地獄：勝手にやってろ

　〇日本代表：偽物が本物にかなわない道理はない！

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：どっちも偽物なんだよなあ

　〇みろっく：もうキレにキレ倒してる顔じゃん……

　〇外から来ました：５人ぐらい殺やってる顔

　〇火星：やっとらしくなってきたな

　〇日本代表：聖女から全力疾走で遠ざかる女

　〇無敵：本当に追放のこと覚えてるのかこいつ

　〇日本代表：赤ちゃんだから覚えてないでしょ
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「まずいわよあんた！　禁呪相手にどうやって立ち向かうつもり!?」

　リンディは貴賓席からマリアンヌに向かって叫んだ。

　禁呪という存在そのものは王国に広く周知されている。大賢者セーヴァリスが生み出した、人道に反し、倫理を踏みにじる、計七種に及ぶ超弩ど級きゅう戦略魔法。

　たった一発で戦場そのものを破壊しかねない、封印された魔法だ。

「そうだマリアンヌ！　聖女リインの使っている禁呪は、恐らく不可視性に優れた特性を持つ隠おん密みつ攻撃！　正面から挑むのは下策だ……！」

　何か自分にもできることがあれば、とロイはコロシアムに飛び降りようとする。

「よせ、ミリオンアーク君」

　だがその瞬間、マリアンヌのことを見守っていたジークフリートに止められた。

　何故なぜ、と食って掛かろうとして。

「…………ッ！」

　赤髪の騎士の視線の先を見て、ロイはハッとした。

　魔法使いだからこそ分かる。マリアンヌの全身を循環し、魔力が躍動している。これまでに見たことのない活性状態だった。

　本気も本気。幼おさな馴な染じみであり、恋い焦がれる少女は──今に全てを賭かけている！

「これは、彼女の戦いだ」

「それ、は……」

「譲れないものがあるんだろう。自分こそが最強であると証明したい少女が。自分のために誰かに優しくなれる少女が──奇き蹟せきを切り売りする、まがい物の聖女に負けるわけにはいかないんだ」

　過剰魔力がオーバーロードし、彼女の身体からだから零こぼれ出す。

　それを見て聖女リインもまた、再度魔力を練り上げ始めた。

「ふん。小娘が楯たて突つくか。お前が何かするよりも早く、こちらは国王を殺せるんだぞ」

　脅し文句だった。王子たちが身構える。

　だというのに。

「あら。あらあら。随ずい分ぶんとまあそれらしい口調になってますわね。そちらが素すですか。やっぱりそちらの方がよく似合っていましてよ、聖女様」

　口元を吊つり上げ。

　魔力の奔流に身を委ねながら、マリアンヌが不敵に言い放った。

「随分と堅苦しく、似合わない演技でしたわ。今の方がずっと生き生きしているではありませんか！　すぐに人質を取りにいく小物っぽさなんて抜群ですわね」

「──吠ほえたな、小娘！」

　聖女リインがその身から漆黒の魔力雷撃を放出する。無秩序に客席を破壊するその中で、彼女は手をかざし魔法陣を展開。

「ええ。そうでなくては。アナタのような存在相手に雌雄を決するならば！」

　それとマリアンヌが魔力を練り上げ終わるのは、まったくの同時だった。

　頂点に達した戦意に呼応し、黄金色の魔力光が、漆黒の魔力光を薙なぎ払う。

「その聖女という立場！　真に相応ふさわしい者に返しなさい──！」

　聖女リインは、いいや彼女の中に巣食う悪魔はぎょっとした。

　マリアンヌの貌かおを照らす光。彼女から溢あふれ出す威光。それは正しく神の如ごとき神秘さを携えていたのだ。

　大地の中心に佇たたずみ。

　彼女は右手を起点に十三の魔法陣を展開、幾何学的に配置しながら詠唱を紡いでいく。




　────星を纏いrain fall、天を焦がしsky burn、地に満ちよglory glow

　────射貫けshooting、暴けexposing、照らせshining、光来せよcoming

　────正義justice、白white、断罪execution、聖母Panagia

　────悪行は砕けた塵へとsin break down、秩序はあるべき姿へとjudgement goes down







　何を詠唱しているのだという困惑。

　だが『それ』を知る者は、一様に顔色を変えていった。

　聖女リインも追つい随ずいし、十三節に及ぶ詠唱を展開する。




　────星の瞬きstars rise、天は花開きsky glory、地は砕けるground lost

　────怯えろfrightened、震えろtrembled、祈れprayed、歓喜せよdelighted

　────不可視invisible、右手right、銀貨coin、代償compensation

　────罪業はヴェールに包まれsin hide out、私は悪魔の目を欺こうnightmare get out




　そんな馬ば鹿かな、とロイは呻うめいた。

　リンディは何が起きているのか分からず、目を白黒させることしかできない。

　執しつ拗ようなまでに、執念を感じるほどに精査された十三節の詠唱。

　敵対存在を欠片かけらも残さず灰かい燼じんに還かえすための虐殺権能。

　七つ存在する、人類史の汚点。




　────裁きの極光を、今ここにvengeance is mine




　────今、汝の罪は赦されるforgive your heart




　両者の禁呪と禁呪が相対した。

　一手早く、マリアンヌが力を解放する。

「完全解号ホールドオープン──虚弓軍勢マグナライズ・流星メテオッ!!」

　降り注ぐは天を砕き、大地に満ちる流星群メテオ・シャワー。

　普段使っている流星とは比にならぬ質量、数。

　大陸の半分を覆い尽くすほどの最大レンジが、聖女リインという一点に集中する。

「完全解号ホールドオープン──虚笛光輝エリミネイト・激震クエイクゥゥッ!!」

　遅れて聖女リインが解き放ったのもまた、十三節完全詠唱の禁呪。

　彼女が解き放つは万物万象を打ち砕く大激震アースクエイク。

　一切の予兆なく、前動作なく、空間すら伝でん播ぱする震動衝撃を発生させる魔法だ。

　大陸が砕け海が割れるほどの大地震すら再現可能。

　或あるいはそれは、こう言い換えることもできる──あらゆる分子運動の操作。

　神話の如き光景だった。居合わせた貴族たちは棒立ちになり、呆ぼう然ぜんと見守ることしかできなかった。

　天空から降り注ぐ流星群と、空間に張り巡らされた大激震が激突する。

　流星が砕かれ、割れていく。次から次へと無尽蔵に現れる火の星は、しかし聖女リインの元に届かない。余波でコロシアム付近の山々が根こそぎ蒸発していく。

「くははははははははっ!!　やはり！　やはりこの『激震』こそが最強の禁呪！」

　一方的に流星が打ち消されていく。

　その光景を見て、聖女リインが哄こう笑しょうを上げた。

「不可視の衝撃波は攻防一体にして絶対無敵！　貴様の『流星』など、最も恐るるに足らぬ禁呪の恥さらしだ！」

　そこには技術などでは覆くつがえせない、圧倒的な相性差があった。

　勝利の確信に瞳ひとみをギラつかせながら。

　聖女リインはコロシアムを見下ろす。

　いない。
















　マリアンヌ・ピースラウンドの姿がない。

「……は？」

「どこを見ていますの？」

　声が聞こえたのは上からだった。

　ガバリと顔を上げる。

　流星群と大激震の激突する、天てん地ち開かい闢びゃくの刻ときに等しい超爆発が咲き乱れる空を背に。

　コロシアムの中でも最も天に近い場所。

　国旗を掲揚するポールの上に、マリアンヌは佇んでいた。









　〇苦行むり：ば──

　〇鷲アンチ：ば──

　〇日本代表：馬鹿だこいつ────!!

　〇みろっく：煙のお友達じゃん











　あの破壊の嵐に誰もが目を奪われている隙すきに。

　マリアンヌはしれっと移動し、ポールの上までよじ登っていたのだ。

　右腕を掲げ、天を指さしてマリアンヌは言う。

「一族の誇りにかけて、断言しましょう──勝利の栄光は、もうこの手の中にあると」

　同時。

　上空で行われている大規模魔法激突とは別に。

　彼女の右の拳こぶしが、光を放つ。

「……は？」

「──第二完全解号デュアルオープン」

　禁呪のエネルギーを充じゅう填てんした拳。

　令嬢に勝利をもたらす必殺の拳。

　先日クッソ適当に悪役令嬢パンチと名付けられたその拳。

「ば、馬鹿な。あり得ない！　それは、それも禁呪だというのか!?　一体何時いつ!?」

「分からないなんて、とんだお馬鹿さん。答えは単純明めい瞭りょう！　禁呪を詠唱しながら、禁呪を詠唱したのですわ!!」

「なんて??」









　〇外から来ました：なんて??

　〇宇宙の起源：なんて??

　〇日本代表：なんて??

　〇太郎：禁　呪　重　ね　が　け

　〇木の根：『流星』に『流星』を重ねて、自称聖女特有の暴力と極限の馬鹿さが加われば１２００％だーーっ!!











　ポールの頂点を蹴けり、令嬢が宙を舞う。

　咲き誇る破壊の花たちを背に一回転、拳を矢のように引き絞った。

　落下先には聖女リイン。二人を阻むものは何もない。

「そんな、そんなことが──」

　禁呪の重ねがけ？　馬鹿な！　あり得ない。

　悪魔を以もってしても不可能な芸当だというのに。

「一体──何なんだ貴様は!?」

　ニィと口元を吊り上げ。

　マリアンヌは、流星の如く駆けながら叫ぶ。




「──必殺・聖魔女令嬢パァアアアアアアアアアアアンンチッッ!!」




　最後の一撃は、重々しい爆砕音と、極めて著しい馬鹿発言とともに放たれた。

　頬ほおにめり込んだパンチが、リインの身体を丸ごと弾はじき飛ばす。観客席からコロシアムへと叩たたき落とされ、グラウンドを数十メートル砂煙を上げて転がっていく聖女の身体。

　遙はるか上空で、流星群と大激震が勝利のファンファーレ代わりにひときわ大きく弾けて、それきり消えた。

　右手で天を指さし。

　いつものポーズを取り。

　血に濡ぬれようとも変わらぬ美しさと尊大さで、マリアンヌは叫ぶ。




「世界の頂点に君臨する、魔の道を究め、聖なる意志に導かれた女！　最強の魔女とは！　最強の聖女とは！　それはほかでもない──このわたくし、マリアンヌ・ピースラウンドですわッ!!」




「どっちだよ…………」

　ロイの呟つぶやきは虚空に溶けていった。
















　御前試合は流石さすがに中断となった。

　わたくしは右の拳こぶしをさすりながら、コロシアムの円形外壁に背を預ける。

　そのままずるずると座り込みそうになるのを、気力で必死に留とどめた。悪役令嬢はそんなダサいことはしないのだ。

「……まさか聖女に悪魔が取とり憑ついているとはな」

「気を失っているようですが、どうします」

　騎士たちが聖女を担架に横たわらせながらも、拘束用の護符鎖を片手に相談していた。

「ああ……恐らく悪魔なら消し飛んでいますわ」

「何？」

　水差しを持ってきてくれていたロイが訝いぶかしげにわたくしを見た。

「悪魔が人間を乗っ取るというのは、原則として悪魔は現世では実体を持たないからだ。中には実体を顕現させるほど強力な個体もいるらしいが……基本的には精神体だろう。どうやって干渉するっていうんだい」

「なんといいますかこう……神聖なパワーで、ぶわーっと」

「言葉選びがもう神聖さの欠片かけらもないんだけど」

　実際問題、拳をぶち込んだ際に妙な感触はしたのだ。

　肉体をぶん殴っている感じはまるでしなかった。確かに頬ほおへ拳が接触したし、身体からだを吹き飛ばしもしたが。

「威力の大半が、別の位相に吸い込まれるような感じがしましたわ」

「……道理でね。本当に禁きん呪じゅ相当の力を当ててたなら、聖女様の身体、一片たりとも残ってないはずだもの」

　すぐ隣に立っていたリンディが頷うなずく。

　それからわたくしの顔を覗のぞき込み、嘆息する。

「驚いたわ。まさか禁呪をモノにしてるなんて……というかもしかして、普段使いしてる『流星メテオ』も禁呪の改変かしら」

「ええ、そうですわね」

「絶句ね。禁呪を改変するなんて正気？」

「全然絶句してませんわね」

「うっさいわね！　驚きの表現よ！　本当に黙ったら話が進まなくて何も分からないままになっちゃうじゃないの！」

　一通り騒いでから、しかしロイとリンディはまだ解げせない様子だった。

「もしそうだとして、禁呪同士の激突の後に、もう一発禁呪を撃ったってこと？」

「禁呪を二重に詠唱していただけですわ」

「ごめんもう一回言ってくれるかな？」

「禁呪を二重に詠唱していただけですわ」

「何度聞いても意味が分からないわね……」

　理解力のねえ奴やつらだな。









　〇木の根：これ理解力の問題か？

　〇鷲アンチ：こいつの協調性の問題

　〇外から来ました：ＳＮＳで「勉強してからリプしてください」とか言ってそう











　最後のやつマジで覚えたからな。

　わたくしが内心でキレ散らかしていると、砂じゃ利りを踏む足音が聞こえた。

　顔を上げれば、王子や教皇たちがコロシアムに降りてきていた。国王は玉座に腰掛けたままだ。

「あり得ない……」

　震え声を発していたのは、第三王子だった。

「確かに、大気中の魔素自体は……禁呪を連射するに耐え得る量があるだろう。だが、人間が耐えられるはずがない！　魔素を魔力へ転換し、魔法として形成する回路が保もたないはずだ！」

「ああ、はい。それは簡単に解決できましたわ」

　どよめきが広がる。客席に残る貴族や、騎士たちも一斉に狼ろう狽ばいしていた。

　まあそんな方法が普通にあるんなら現状のパワーバランス崩れちゃうもんね。

　安心してほしい。わたくしも正直これは一回こっきりだと思ってる。

「『祝福』ですわ」

「…………は？」

「聖女と呼ばれ得る存在から、バフをガン積み……これ伝わりませんわね。『祝福』を重ねがけされることでドーピング……これも伝わりませんわね。一種の限界突破状態に自分をおいたのです」

　一度きりの反則技。

　祝福の過剰投与による、無制限にも等しい魔力の補充。

「……それは、あり得ないだろう」

　王子のすぐ傍そばで警護していたジークフリートの呻うめき声に、全員が同意した。

　何せ、ここで重大な矛盾が生じてしまっている。

「祝福を与えられた、って……誰だれからよ!?　聖女も教皇もあんたの敵じゃない！」

「アナタもご存じの方ですわよ」

　あーやっべ喋しゃべってたらどんどんきつくなってきた。

　これ祝福バフ切れかけてるな？　流石に座り込もうかと悩み始めた時。




「──かの者に、『祝福』を」




　荘厳な声が響いた。

　わたくしの身体に力がみなぎる。魂が燃えるわたくしのマグマが[image: ]ほとばしる（高速詠唱）。

「もう誰にも止められませんわ！」

「うわっびっくりした」

「わざわざ言わなくても分かってるわよ。止まったためしないじゃない」

　両手を突き上げて復活をアピールすると、ロイとリンディは完全に狂った人を見る目を向けてきた。

　それはともかくとして。

「ええ。わたくしに祝福を授けてくれる存在が一人いましてよ」

　わたくしは視線を横に切った。コロシアムの入口。

　そこに、同じ制服を身に纏まとった、黒髪セミロングヘアの少女がいた。

「ねえ？　ユイさん」

「──はい。私がマリアンヌさんに、祝福を授けました」

　周囲を見た。誰も言葉を発さない。

　肩をすくめて、リンディに顔を向ける。

「これが本当の絶句ですわ」

「…………」

　リンディは絶句していた。

　……あ、これ本当に話進まねーな。
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　ユイさんがわたくしの部屋に来た、あの夜。

「──私は、貴女あなたに、ずっと、嘘うそをついていました」

「ウソ？」

「聖女とは、私なんです」

「はい？」









　〇木の根：はああああああああああああああああああ!?

　〇第三の性別：待って待って待ってなんでシナリオ終盤になってるの

　〇鷲アンチ：それ最終章で明かされるやつゥ！　ＲＴＡみたいになってんぞおい！

　〇みろっく：ＲＴＡなんだよなあ











　コメントがぶわーっと流れていった。

　え？　ちょっとわたくしも衝撃で完全にフリーズしてる。え？　聖女なの？　え？　なんでここにいんの？

「正確に言えば、聖女として指名されるはずだったのが私、ユイ・タガハラ……私は魔法学園に入学し、同世代とつながりを作って、卒業後に聖女として任命されるはずでした。それがあの聖女が指名されて、事情が変わってしまったんです」

「…………??」

「あの聖女は、聖女ではありません。私は本物の『祝福』を持っているから分かります。何かしらの魔法を騎士に付与して、それで擬似的に祝福を再現しているだけなんです。例えば魔法に対する防護壁や、攻撃威力を上乗せするような強化魔法。もしかしたら禁呪かもしれないぐらい強力ですけど……あれは断じて、祝福ではありません」

　なに言ってるか全然分かんない。

　えーと……聖女は偽物。真聖女はタガハラさん。なるほど？　理解するのここだけでいいか？









　〇社長：（ピロロロロロ…アイガッタビリィー）タガハラユイゥ！　なぜ君が魔法適性最低にもかかわらず魔法学園に入学できたのか　なぜ徒手空拳の戦闘技巧を獲得しているのか（アロワナノー）　なぜ変身後に頭が痛むのくわァ！

　〇ケーキ：それ以上言うな！

　〇社長：ワイワイワーイ　その答えは　ただ一つ…

　〇後光：ニャメロー！

　〇社長：アハァー…♡

　〇社長：タガハラユイ！　君が世界で唯一、戦争用に人工的に生み出された聖女だからだぁぁ!!（ターニッォン）　アーハハハハハハハハハアーハハハハ（ソウトウエキサーイエキサーイ）　ハハハハハ!!

　〇外から来ました：当然のように神湧わいてて草

　〇ミート便器：サブまできっちり揃そろってるじゃねえか……

　〇無敵：ニャメローになっている　＋１１４５１４点











　うるっせえなこいつら！

　だが横目に読み取った感じ、どうもこの情報が開示されるのはシナリオ終盤になってからのはずらしい。

　なら、今わたくしがこれを聞かされているのはどう考えてもおかしい。一体何故なぜ？









　〇日本代表：あー分かった。これユイの好感度カンストしてるわ

　〇みろっく：プレイアブル用の主人公に好感度パラメータとかあるの？

　〇日本代表：エディット主人公モードだからある。あるけどまあ、このタイミングでカンストは普通にレコードだな……











　ほーんなるほどね。

「だけど私、入学して……ピースラウンドさんと出会って、分かったんです。誰かに祝福をもたらす存在は、ただ祝福するだけじゃダメだって。ちゃんと胸を張って、自分こそ唯一無二って言い切る存在。それが、人々にとっての安らぎになるんだって」









　〇ＴＳに一家言：その令嬢、安らぎになっていますか……？

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：安らぎっていうか暴れ柳だよね











　ムカつくがあんま反論できなかった。

　基本的にわたくし、暴力で解決してるだけだからな……

　タガハラさんは言いたいことを言い切ったようで、気の抜けたようにへにゃと笑う。

「私のこと、ユイって呼んでくれませんか」

「……それは？」

「唯一の存在として生み出されたから、ユイ。そういう名前なんです。だけど……ピースラウンドさんに呼んでもらったら、もっと別の意味の、名前に感じられると思って」

「ふむ、なるほど。でしたらユイさん、顔を上げなさい」

　視線を合わせて、わたくしは彼女の瞳ひとみに自分の貌かおを映し込んだ。

「そんな事情がなくともアナタは唯一の存在です。胸を張りなさい」

　よく言った。よく言ってくれた。

　本物の聖女が誰か知っている。これはめちゃくちゃ強力なカードだ。

　条件は完全にクリアしたと言っていい。

　ユイ・タガハラ。やはり彼女こそが、わたくしを追放するに相応ふさわしいキャラだ！

「やるべきことも分かりましたわ。偽物を引きずり下ろせばいいのですね？」

「……はい。聖女を、倒してください……私は、弱いから。まだあの聖女には勝てない。だけど……マリアンヌさんに力を与えることはできます」

「ええ、ええ。わたくしが唯一頂点の存在と証明するためにも。その偽物聖女は、必ずや打倒してみせましょう」

　真聖女であることを証明して、偽物聖女を追放する。ついでにわたくしもまとめて追放してもらう。そうだね、偽物聖女に乗っかって自分も聖女とか名乗ってみようか。

　この子のためにやったら、善人要素も達成できそうだし……

　オイオイオイオイ！　完璧じゃねえか！

　そう考えてニヤついていた時だった。

　彼女はそっとわたくしにしなだれかかり、胸元に顔を埋うずめて洟はなをすすり始めた。

　タガハラさん……いえ、ユイさんの頭から凄すごいいい香りがしてクラクラする。

　欲望に流され押し倒さないよう必死にこらえながらも、わたくしは脳内言語直接出力モードを再起動する。









【ていうかこれ、終盤で明かされるって、この子が本来主人公なんですわよね？】

　〇無敵：そうわよ

【一人称で進むのに、この情報は終盤になって明かされるのですか？】

　〇木の根：そうわね

【典型的な信頼できない語り手じゃありませんか】

　〇適切な蟻地獄：それは……まあ……

　〇外から来ました：はい……











　控えめに言っても終盤まで主人公がプレイヤーに明かさないのは、こう、はい。

　いややっぱりクソゲーじゃねえかこれ！
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「──というわけで、本来聖女として選ばれるはずだったのがユイさんなので、彼女に祝福を重ねがけしていただいたのです」

「びっくりしました。一時的とはいえ多重に祝福をかけるなんて……普通の人は二重にかけただけで内側から弾はじけ飛んじゃうのに」

「ユイさん？　それ初耳ですわよ？　え？　え？」

　なんかとんでもないことをサラッと言われてわたくしはフリーズした。

　隣ではロイたちが事情を理解して唸うなっている。

「成程。本来の聖女を出し抜いて、悪魔が聖女に居座っていたワケか」

「タネが割れたら、理解できるわね。道理で禁呪を連発できたわけだわ」

「あのーユイさん、わたくし大丈夫なんですわよね？　効果切れたら内側からバーンってなりませんわよね？」

「大丈夫ですよ！　多分！」

「生せい殺さつ与よ奪だつの権を返してください！」

　どうする？　泣きながら靴とか舐なめて一生祝福かけっぱにしてもらうか？

　そう真剣に悩んでいる時だった。

「──事情は分かった。だが、聞きたいことはまだ別にある」

　重い声だった。

　思わず背筋が伸びた。背筋が伸びた？　このわたくしが姿勢を正した？

「……ッ!?」

　顔を上げる。

　玉座に腰掛け、事態の推移を見守っていた国王。

　彼が冷たい目で、わたくしたちを睥へい睨げいしていた。

「……国王陛下ですか。一体何を？」

「国王アーサー様の御言葉であるぞ！　口を慎んで傾聴せい！」

「いや、いい。跳ねっ返りのある方が、見ていて心地よい」

　側近を手で制して、国王は口を開く。

「事情は分かった。詳しい聴取は、騎士団でなく王城の憲兵が行う」

「……憲兵？」

「魔法使いや騎士団とは独立した、何でもありの武装集団さ。部外者には存在すら知らされていない……実態も不明。国王を守るためなら何でもするって噂うわさだよ」

　ロイの小声の補足を聞いてなるほどと手を打つ。

「悪の組織ですわね」

「ああ。君に比べたらマシだけどね」

「言うようになりましたわね……」

　国王アーサーは眉み間けんを揉もみ、腹の底から重々しいため息をついた。

　視線の先にはわたくしがいた。

　とりあえず胸を張っておく。

「君さあ……禁呪、使ってたよね」

「はい」

「はいじゃないが」

「……はえ～」

「思考停止しないで。禁呪ってどういう文字か分かる？　禁じられた呪まじないなんだわ」

「そうですわね」

　国王はわたくしを指さして告げる。

「そなた、処刑なんだけど」

「ンンンンンンンンン」

　完全に忘れてた。

　全員『そういやそうだったな……』と前提を思い出し、わたくしをガン見してくる。

　あれ、バレたら異端審問で処刑じゃん。

「どうする？　処す？　処す？」

　クソ適当な口調で国王が周囲に意見を求める。

「いや確かに、許可なく禁呪を行使するのは極刑と定められていますが……」

「正直ここまで使いこなしている人材を見るのは稀まれです。安易に処刑としてしまうのは、あまりにも惜しい」

　第二王子と第三王子の言葉。

　狼狽うろたえてるのが第二、わたくしに興味津々でじっとり見つめてきてるのが第三のはず。確か。第一は完全に興味なさげに黙って空を見上げていた。

　こいつらの格上ムーブ、正直ムカつくな。『流星』降らしたろか。

「………………」

「やめておけ。もう騎士団本体が到着する。流石の君も、王立騎士団の大隊長クラス相手では分が悪いぞ。聖女でなく教皇から直じき々じきの祝福を授かり、それを育ててきた騎士たちだ。真っ向勝負では『流星』すら断ち切ってしまうかもしれない」

　並列詠唱で禁呪の準備をするか、と悩んだ瞬間、ジークフリートさんに釘くぎを刺された。

「それにオレとて、君が国に歯向かう存在となった場合は、全力を以もって処断する」

「……できますか？」

「命に代えてでも殺す。何度も手札を見せてもらったからな、意地でもやるさ」

「流石。わたくしの知る中で最も騎士らしい騎士なだけありますわね」

「君を殺す、という言葉にそう返す君も流石だよ」

　剣けん吞のんな会話だと思ったのか、ロイとリンディがそっとわたくしの両隣を固めた。

　ロイなんて露骨にジークフリートさんとの間に割って入ったしな。なんだこいつら、盾にもならねえって分かってるくせに何やってんだ。足震えてるぞ。

　──その時だった。

　風だ。

　風が吹いている。

　わたくしの耳に、コロシアムを吹き渡る風の清らかな音が滑り込んでいた。

「……何ですの、この風」

「風？」

　隣でロイが首を傾かしげた。

　聞こえていないのか。いいやそれだけじゃない。明らかにこの風は魔力を帯びている。




「──自由を背負い、愛と平和を実行せよSi vis Pacem Para bellum」




　直後。

　バツン、と嫌な音を立てて、それきり他の音が聞こえなくなった。

「な、ァッ……!?」

　太陽が落ちた。

　気づけばわたくしは底知れない闇やみの中にいた。

「これ、は──」

　空間が断たれた。すぐ隣にいたロイとリンディの声も聞こえない。自分の立っている地点だけが明るく、それ以外が真っ暗になっていた。

　魔法が作用しているのだ、ということだけは分かる。だが原理が分からない！　どれだけ高度な操作を……そうじゃねえ！　こんなレベルの大魔法、誰がやったんだ!?

「心配する必要はない。超高密度の風を配置して、空間の位相をずらしただけだわい」

　声が聞こえ、恐おそる恐る顔を前に向けた。

　そこに玉座があった。

　そして玉座に、変わらず尊大な姿勢で腰掛ける、白い顎あご髭ひげを蓄えた男がいた。

「いや流石に、さっきの『流星メテオ』と『激震クエイク』の対決は目を見張ったぞ。あれを生きているうちに見られたとはなんたる幸運か。禁呪と禁呪の激突が見られるなら命一つなんて安いものだ、全身で感覚を享受したかったが……しかしわしは一国を預かる身。悪いが市街地部へ余波が及びかねないと判断した箇所は、根元から削らせてもらったわい」

「……ッ!?」

　禁呪を根元から削った、だと？

　そんな芸当が国王に可能なのか──いいや、根本的にいかなる魔法でも禁呪に対抗できるはずがない！









　〇火星：え？　え？　は??　そういうことなの??

　〇無敵：いやそれはほんとうにしらない

　〇日本代表：オイ出てこい責任者ァ！　どうなってんだこの世界線!?











　コメント欄も同じ考えに至ったらしい。

　そう、答えは一つしかあり得なかった。




「わしもそなたと同じだ──『烈嵐テンペスト』の禁呪保有者だぞい」




「その年齢で『だぞい』は少し聞き苦しくてよ……」

「お前ほんまに処刑したろか」

　国王アーサーは青筋を浮かべていた。

　やっべすぐキレんのかよ。更年期かな？


















【原作に】ＴＳ悪役令嬢神様転生善人追放配信ＲＴＡ【流星】

『６６５，７８５　柱が待機中』




【配信中です。】




上位チャット▼




　〇日本代表：責任者

　〇日本代表：なあ

　〇日本代表：怒らないからさ

　〇日本代表：既読つけて

　〇日本代表：まだ間に合います。

　〇日本代表：責任者さん。まずは連絡してください。

　〇日本代表：一緒に相談しましょう。

　〇日本代表：問題を明らかにするのが解決の第一歩です。

　〇無敵：本当に怖い

　〇日本代表：怒っていませんよ。

　〇雷おじさん：はい

　〇日本代表：はい。

　〇日本代表：状況を報告してください。

　〇雷おじさん：キャラ全体の、ステ上限値、を、その

　〇雷おじさん：前回の設定をリセットした際、

　〇雷おじさん：代わりに保留用の数字打ち込んで、

　〇雷おじさん：……そのままにしていました

　〇日本代表：分かりました。

　〇日本代表：具体的に、保留用の数字はいくつですか？

　〇雷おじさん：∞です

　〇日本代表：は？

　〇雷おじさん：すみません京都に究極の京美人を探しに行かせていただきます

　〇日本代表：逃げるなアアア！　いや……いや、マジで！　ホントマジで逃げるなアアア！
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　位相のズレた空間にて。

　一言目で国王がキレてしまったので、わたくしは肩をすくめて嘆息した。

　これだから年食ったやつは困るぜ。

「めちゃくちゃ失礼なこと考えとるだろ今。もう表情で分かるからの」

「……ッ！」

　わたくしは真剣に猫耳メイドがベッドの上で頬ほおを赤らめて『ご主人様、まだかにゃん？』と聞いてくるシチュエーションの可能性を考察し始めた。

「めちゃくちゃやらしいこと考えとるだろ今。もう表情で分かるからの。なんで今考えた？　ちょっと詳しく聞かせてくんない？」

「思ったより興味を示してきましたわね」

　なんだこいつ、と胡う乱ろんな視線を向ける。

　国王は気を取り直すように咳せき払ばらいすると、話を再開した。

「まあ実際問題ね、二人目の禁きん呪じゅ保有者、それも現時点で相当に使いこなせてる人材が生えてきたのは嬉うれしいのよ」

「人をタケノコみたいに言わないでくださいます？」

「でもそなたにょっきり生えてきたじゃん」

「まあ……それは……いややっぱりその擬音にはかなり抵抗がありますわ！」

　人はにょっきりとは生えねえ。

「というわけでね。悪魔が禁呪に手を出したのは論外としても、ぶっちゃけわしは全然そなた処刑にしたくない。もう全力で飼い殺したいの」

「本人にそれ言いますか」

「結論は定まっているからの。あとはそなたの同意が欲しい」

「交渉、ですらないのですね」

「お互いに切れる手札があって、交渉は成立するものだわい。そなた、何を切る？」

　ケラケラ笑ってるが、今のは死刑宣告に近い。

　なんだよ。人の良さそうなツラして、自分はお前の味方だぞって空気で、首絞めに来やがったな。

　タヌキ野郎が。

「よいか、マクラーレンの娘。ここで正面から殺し合えば、99％わしが勝つ」

　断言だった。悔しいが言い返す余地はない。

　１％の確率で、天才マリアンヌは逆転の一手を思いつくだろう。あらゆる状況でも、勝利を手た繰ぐり寄せる能力があることは自負している。

　だが……相手が圧倒的な格上なのは、この空間に連れてこられた時点で明めい瞭りょうに分かりきっていた。１％を最初に引き当てられなかったらジ・エンドだ。

「だからこの場でどうするかではなく、これから先どうするかの話が大事だぞい。わしの提案をよく考え、それから是ぜ非ひ同意してほしい」

「……ええ。理解しましたわ」

「良い子じゃ。あと年が二十近ければ、夜に酒でも誘いたかったわい」

「二十近くてもそういうのは行きませんわ」

「……ま、まあそれでも年が離れ過ぎておるしな、うん」

「老年男性特有の『自分が若ければ若い女もなびいてくれた』という負け惜しみ、本当に聞いててきついので止やめた方がいいですわよ」

「カヒュ」

　国王は胸を押さえて玉座からずり下がった。

「コホー……コホー……」

「思ったより致命的クリティカルに入りましたわね……」

　１％引いたわ。わたくしの勝ち！

　しばらく待っていると、なんとか心肺蘇そ生せいに成功したらしく、国王が玉座に座り直す。

「あ、危なかったわい……親おや父じ殿の顔が見えていた……心臓を風で圧迫しなければ昇天しておったわ……」

「便利ですわね、そちらの……ええと、『烈嵐テンペスト』だったでしょうか」

「ああ、うむ。七種ある禁呪の中でも、最も汎用性に長たけた代物だわい。正直『流星メテオ』とか応用力的にはカスじゃよ、カス」

「はああああああああああああ!?」

「すまん言い過ぎた。でも応用力低いのは事実じゃろ」

　ムカつく！　ムカつく……が、そんな気はしていた。

　相対した『激震クエイク』は、恐らくは振動衝撃を纏まとわせることで防護壁にも、不可視の攻撃にもなっていた。

　そして『烈嵐』もまた、自分で心臓マッサージをしたり、空間の位相をずらすことすら可能にしている。

　それ比べるとなんというか。やだ、わたくしの『流星』、応用が利かなさ過ぎ……？









　〇ミート便器：そもそも原作だとどのルートでも禁呪七つは出てこねえんだよなあ

　〇適切な蟻地獄：ＯＳＴのライナーノーツに一応名前だけ出てくるんだっけ？

　〇火星：流星と激震と烈嵐と禍フルク浪トゥスと灼焔イグニスだけだな名前出てるの、それも明確に使い手が出てきたのは禍浪と灼焔だけだし











　なんかコメント欄に情報がドバーッと出されていた。

　どうやら連中にとってもかなり予想外が続いてるらしいな。

「それで、提案は単純だわい。そなたが禁呪保有者であることは、見てしまった者たちを例外として国家機密扱いにし箝かん口こう令を敷く。そなたの存在を秘密にする代わりに、わしと同様に禁呪を修めているであろう他国の禁呪保有者を潰つぶしてほしい」

「……直球ですわね。わたくしを戦力として認めると」

「禁呪保有者の数は国力に直結する。二人目が生まれたことはこれ以上ないアドバンテージになる」

　重々しい、実感のこもった言葉だった。

「あら？　騎士で対抗できるのでは？」

「答えはＮＯだ。それなりに育った騎士なら大勢いるが、結局のところ、極まった禁呪保有者に対抗できる極まった騎士を生み出すには至らなかった。そなたぐらいのレベル相手ならまだ対応できるかもしれんが……いやなんかそなた、とんでもねえことしでかして勝敗をひっくり返してきそうなんだよな……」

　戦法に関してはそれなりに悪印象を抱かれていた。

　まあ祝福重ねがけはちょっと自分でもゲーム脳過ぎるとは思ったしな……

「そもそも教会とは、祝福システムを運用するための単なる場に過ぎん。建国の英雄が祝福システムを開発し、加護を授けて騎士を生成できる仕組みを整えた。それが近年は勢力闘争に明け暮れ、困ったもんだと思っておったわ」

「……もしかしてわたくしが聖女を、ついでに教皇の失態を暴いたのは」

「偶然ながらも幸運だった。いやついでで暴くようなスケールじゃなかったけどね。だから手出しできなかったわけだし。そこは本当にどんな偶然だとは思うが……感謝する」

　国王がまた頭を下げる。

　流石さすがに理解が追いついてきた。

　この人、印象と内実がかなりかけ離れている。それも計算してのことだ。

　顔を上げた時、そこには一国を背負う王の気迫があった。

「よいか。大賢者セーヴァリスは確かに、禁呪を平和のために開発した。七種の禁呪を用いて、大陸全土を焼く大戦争に幕を引いた。だが……統一は成らず、七種の禁呪も散らばってしもうた」

「はあ」

「現状の世界が、平和であろうハズもない。極めて危ういバランスの上に成立している、一時的な小休止に過ぎん」

「はあ」

「一切の脅威を葬らぬ限り、真なる平和は訪れない。無言の抑止力は、争いを根絶するのではなく押し留とどめるだけだ。いつかはせきを切る」

「……」

「わしに温情を感じる必要はない。君を使い潰そうとしているのだからな……わしはこの大陸に平和をもたらしたい。そのためなら何でもしよう。後世にどれほど暗君と罵ののしられようとも、必ずや成し遂げてみせる。そのためにこそ、王になったのだ」

「……」

「目的のためなら、願いを果たせるのなら、わしは喜んで悪となろう。だから──」

　そこまで言って、玉座から立ち上がり、国王アーサーは昏くらい眼まな差ざしで告げた。

「自由という旗を背負い、愛と平和を守り抜くために、力を貸してくれ」

　……あ、これリアクション求められてる？




「死ぬほどどうでもいいですわ」

「えっ」









　〇鷲アンチ：知　っ　て　た

　〇みろっく：ですよねー

　〇外から来ました：ストレートしか持ち球ねえのか











「まず最初に、こうしてお話しする機会を設けてくださったこと。そしてわたくしに助け船を出してくれたこと、それらに心の底から感謝いたします」

「え、あ、うん」

「で、す、が！　僭せん越えつながら申し上げますわ！　悪になる、などという言葉の時点でもうわたくしを説得するのは無理でしてよ！」

　闇やみに閉ざされた世界。

　それはまるで、使命のために一切を切り捨てることを厭いとわない、国王の心象風景のようだった。

　気に入らない。気に入らない！　もう全力で気に入らねえッ！

「悪とは演じるもの！　悪に成り果てることは思考停止と同義！　投げやりに、ヤケになっているだけの証拠！　そんな人間相手に力を貸す者などおりませんわ！」

「────！」

「いいですか国王陛下。悪になってはなりませんわ。完璧に計算し尽くし、最後の一手まで自らの手で配置し！　そうして悪という仮面を被かぶり通すこと！　それを放棄しての悪役など片腹痛いですわ！　禁呪保有者としては上手のようですが、悪役としてはわたくしの足下にも及びませんわね!!」









　〇ＴＳに一家言：めちゃくちゃ偉そうなこと言ってるけどこいつ現状ガバしかしたことないじゃん

　〇無敵：全部録音してマリアンヌ・ピースラウンドってやつに聞かせてやりてえよ

　〇ミート便器：最後の最後にしれっとマウント取りに行くのやめろ











　言いたいことを言い切って、わたくしは深く息を吐いた。

「……ですので。悪になれという相談には応じられません。ですが、悪の仮面を被れというのなら。このわたくし、喜んでお力になりましょう」

　要はお前のスタンスが気に入らねえからそれだけは改めろ、というイチャモンである。

　国王は目を丸くして呆ぼう然ぜんとしており……それから、ゆっくりと、肩を震わせた。

「くっ、くふふふ……」

「何を笑っていらっしゃるのですか」

「ははっ、いや……真っ向から怒鳴られるなど、記憶にはなくてな。随ずい分ぶん久しいわい、と思ってな」

「なるほど。もっと怒鳴った方が良いですか？」

「いや遠慮させてくれ。流石に鼓膜破れるかもしれん」

　そんなに声でかかったかな。

「……マクラーレンの娘よ。感謝する。霧が晴れたような気分だ」

「感謝なんてとんでもございません。当然のことを申し上げたまでですわ」

　見れば彼の表情は、晴れやかなものだった。先ほどまでの諦てい観かんはない。

「改めて問おう。世界に平和をもたらすため、わしは悪を演じてみせよう。そのために、そなたの力を借りたい」

「かしこまりました。このマリアンヌ・ピースラウンド。陛下のもとで、禁呪保有者に相対する禁呪保有者として、この力を存分に振るいましょう」

「うむ」

　ここに契約は成立した。

　飼い殺しと見ようと思えばそうだろう。だがわたくしには勝算がある。

　ちょうどその時、この空間が解けていくのを感じた。

　位相のズレが元に戻っていく。正常な世界に帰還するのだ。

「……そういえば、忘れそうになっておりました。一つだけお願いがございます」

「ふむん？」

　わざとらしくならないよう切り出した。

　促され、わたくしは息を吸うと。

「全ての禁呪保有者を打倒した暁には──わたくしと戦ってくださいな」

「……は？」

「できれば騎士団や憲兵団もひっくるめて戦いたいですわ。そう、わたくしを反逆者として扱うレベルでなければ意味がありません」

「何言ってんの？」

　訳が分からないといった様子で国王が目を白黒させる。

　崩壊していく世界の中で。

　まさかそれに負けて追放してもらうため、とまでは言うわけもなく。

　わたくしは剝はがれていく漆黒の天空を指さして叫ぶ。




「当ッ然！　誰だれが相手でも！　異なる禁呪保有者が相手でも！　このわたくしこそが最強である、その証明をうち立てるためですわッ!!」




　そうして視界が真っ白になっていく。

　一連の騒動。

　ユイさんとの出会いから、教会との権力闘争を発端としたこの騒動において、わたくしが最後に見た光景は、眩まばゆいほどの輝きだった。
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　くあ、と欠伸あくびが出そうになるのを必死に留とどめる。









　〇みろっく：欠伸したらなんか影響あるの？

　〇火星：カリスマ度が下がる











　そうそうそういうの、と内心で頷うなずく。イメージを崩すのはよろしくない。

　ここは魔法学園講堂。全校生徒がずらっと並んだ空間であり、そしてわたくしは今、講堂ステージにて表彰されていた。

「マリアンヌ・ピースラウンドを、御前試合にて行われた国王暗殺未遂事件の解決に尽力したとして、ここに表彰する」

　目の前に差し出されたのは銀色のバッジだった。

　銀十字章。国家運営に大きな利益をもたらした者に贈られる勲章。一般的には戦時中多大な功績を挙げた者に贈られる軍事功労賞である。

「学生がこれを受賞することはほとんどない。素晴らしいことだぞ」

　先生の言葉に、満面の笑みを浮かべて頷く。

　それから促され、背後へ振り向く。並んだ生徒たちの顔を眺めて、微ほほ笑えみを浮かべた。

「それではピースラウンドさんに、拍手を」

　ぱちぱちーと安っぽい拍手が響き渡る。

　まあいいさ。権力を笠かさに着てふんぞり返るのも悪役令嬢の嗜たしなみだ。

「では、一言……」

「はい」

　魔法で声量を拡張され、わたくしは背筋を正した。

　見渡せば、見知った顔が微妙な表情でこちらを見ていた。ユイさん、ロイ、リンディ。

　思わず素の笑いが出そうになる。心配そうにしてんじゃねえよ。

　まあ気持ちは分かる。要するにこれは、首輪なのだ。

　箝口令は即座に敷かれた。わたくしが禁呪保有者であること、聖女が悪魔に乗っ取られていたこと、その他諸もろ々もろ……ほとんどの事実は非公開とされた。

　外へ伝えられた事実は、『御前試合会場にて国王が暗殺されそうになったこと』『教会内の人間が暗殺者を手引きしたこと』『聖女が混乱の中で負傷したこと』『わたくしが国王の暗殺を防ぐに多大な功績を挙げたこと』──大体この辺だ。

　要するにはほとんど嘘うそで塗り固められた虚偽の事実だ。

　教会の権威を失墜させつつ、聖女に悪魔が取とり憑ついていた事実は伏せた。教会の勢力を削ぎつつ、祝福システムを存続させたかったんだろうとユイさんは言っていた。

　そのユイさんもまた、予定通り学園に通い、卒業後にまた改めて聖女となるかどうかを打診されることになったという。

　そしてマリアンヌ・ピースラウンド。つまりわたくし。

　わたくしは国王直轄の憲兵団に数分程度の事情聴取を受け──悪の組織とか言ってごめんなさい。バリバリの事務系の方々相手だったので、とても気楽だった──憲兵団と騎士団上層部の合同で保護観察することになった。

　何かあれば騎士と憲兵がすっ飛んできてわたくしを両断するらしい。上等だかかってこいよオラァ！

　まあとにかく。

　つまりは、あるべき場所へと全てが収まったのだ。

「──非常に名誉ある勲章をいだだきましたこと、真まことに感謝いたします」

　手を身体からだの前で重ね、令嬢としての佇たたずまいを意識する。

　足を内うち股またにするのも忘れない。もうこの辺は男だった頃ころの感覚が薄いぐらいだ。

「現在他国との情勢は比較的安定しておりますが、そんな中で、国内でこのような事件が起きましたこと、大変に心を痛めております」

　はー疲れるんだよな令嬢モードこれ。

　今日って晩飯なんだっけ。寮出る時に献立確認するの忘れてたな。ハンバーガーとかがいいな。

「ですが国王陛下、並びに王立騎士団の皆様は、教会の建て直しと一刻も早い国内の不安の払拭を約束してくださいました。わたくしたち誇り高き魔法使いも、市民が安らかに暮らせるよう国内の治安改善に尽力する必要があります」

　ていうかそろそろゲーム欲が高まってきた。

　向こうだと新ハードとか出てんだろうなあ。もうプレステ８とかになってんじゃないの？　アーマードコアの新作はちゃんと出た？

「故にわたくしたちも証明する必要があります、わたくしたちが魔法を学ぶのは、決して机上で羽根ペンを遊ばせるためだけではないのだと。積み上げた教養が、築き上げた魔法体系が、人々の暮らしをより良くしていくのだと」

　なんかこっちで人生終えるまではゲーム絶対にできないって考えると泣きそうになってきたな。

　サードライフはセガとソニーと任天堂のある世界線がいいな。

　今度雑談枠の配信で視聴してる連中におねだりしとくか。

「そのためにこそ、わたくしたちは日々の学びを、一つ一つ丁てい寧ねいに磨き上げていきましょう。この勲章はそうした未来を証明する、一つの切っ掛けになると信じておりますわ」

　最後に頭を下げる。

　講堂が割れんばかりの拍手に包まれた。万雷の喝かっ采さいだった。

　顔を上げる。微笑みを浮かべて、立ち上がってまで拍手してくれる生徒らを見渡す。

　そうして最後にもう一度だけ、深々とお辞儀して。




　──計画通り、と、伏せた表情を醜く歪ゆがめた。




　馬ば鹿か共が。

　最後の最後にわたくしが裏切るなんて考えもせずに、愚かな雑ざ魚こたち。

　信頼を築き、カリスマを高めるほどに、それらは反転する材料となる。

　悪役としての姿を現したわたくしを打倒し、追放する動機となる。

　そう！

　王国の脅威を取り除き！

　最後の最後に強大な敵となって立ち塞ふさがり！

（恐らく）ユイさん率いる主人公パーティに敗北する！

　完璧だ。完璧過ぎる。国王相手に直接最終決戦の予約を取り付けるとか神プレイ過ぎないか？　こんなに自分の頭脳が恐ろしいと思ったのは初めてだ。

　ＴＳ神様転生して。

　悪のカリスマである悪役令嬢となり。

　平和を思う善人として役割を果たし追放される。

　その様子を配信する。

　勝った。

　神との約束全てを果たす目め処どが立った。

　わたくしのサードライフ、成功は確約されたッ！









　〇幼馴染スキー：悪役令嬢っていうかラスボスの思考じゃん

　〇無敵：ＲＴＡは？

【あっ…………】











　ま、まあそれはね。それはそれ。あれだよ。その。適宜プレイングの妙ってやつで回収していくんだよ。任せとけって。ガハハ！

　そうしてお辞儀を終えて顔を上げた時。

　なんか目の前に、配信画面とは別の画面が表示されていた。








ＳＹＳＴＥＭ　ＭＥＳＳＡＧＥ　▼

条件を満たしました　▼

【王国の希望／調和を齎もたらす者】ルートが　▼

解放されました　▼











【なにこれ？】

　〇鷲アンチ：ファッ!?

　〇木の根：草

　〇ｒｅｄ　ｍｏｏｎ：草

　〇ＴＳに一家言：草

　〇外から来ました：あーもうめちゃめちゃくちゃくちゃだよ

　〇ミート便器：希望√ってこんな段階でフラグあんの!?

　〇適切な蟻地獄：…………明らかに世界線がおかしいのはあるんだけど、でもこれ未発見フラグでは？

【え？　何？】

　〇みろっく：えっと……これ、王国グッドエンドルートだよね？

　〇火星：合ってる。王国をまとめ上げて大陸を統一するシナリオなんだけどとにかく要求値が高い。戦闘力はもちろん、カリスマ度と学内支持率をほぼ上限に近い数値で維持して、政府・騎士団とも友好関係を結ばないと到達できない、所謂いわゆる隠しエンドの一つだな

　〇第三の性別：こんな序盤チャプターで解放されるのは初耳なので……レギュが狂ってるのを考えなければ新記録になるね

【は？　え？　え？　はい？】

　〇無敵：要するに目指す先とは逆方向にＲＴＡしとんねん

　〇スーパー弁護士：お前、もうアウトってわけ











　…………はああああああああああああああああああああああ!?


































あとがき




　初めまして、佐さ遊ゆ樹きと申します。

　このたびは拙作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　本作はウェブ上に投稿していた同名小説を加筆修正したものです。表現の調整に加えて、一部完全書き下ろしで追加エピソードを挿入しております。

　内容としては、ＴＳ神様転生した悪役令嬢の少女が実は善人なのに追放されてしまうまでのリアルタイムアタックの様子を配信する……ということで、実はタイトルそのままの内容なんですね。決してタイトル詐欺ではございません。

　追放が遠のいている？　どう見えるかです。まだまだ心眼が足りませんね。

　ありがたいことに世に出させていただいた本作ですが、多くの方々のご協力あってのことです。

　その方々に、この場を借りて謝辞を述べさせていただければと思います。

　ウェブ小説作家仲間の皆様。楽しく喋るという創作のモチベーション維持で最も必要なことをする上で、大変お世話になりました。まだまだ付き合ってくださいね。

　担当編集様。おかげさまで無事に本を出すことができました、ありがとうございます。本作の性質上、この言葉は原稿に載せていいのか？　という点の判断をしていただく場面が多く、本当に助かりました。

　デザイナー様。素晴らしい装丁にしていただきました、ありがとうございます。各デザインページ、大変きらびやかで、見ていて楽しいものになっていると感じました。本当にありがたいです……！

　イラスト担当のぬくもり様。ウェブ上で連載している頃にファンアートの形式で多くの、そしてハイクオリティなイラストを描いてくださっていました。それがまさか、こうして書籍版のイラストまで描いていただくことになるとは不思議なものです。ジークフリートの言葉を借りるのなら、これもまた合縁奇縁なのでしょう。変わらず超ハイクオリティのイラストを描いていただき、誠にありがとうございます。表紙案の話し合いにおいて、ぬくもり様が急にマリアンヌの背後を爆発させてきたときは、マジで天才はいるんだな……と驚愕しました。

　そして何より、本作をこうしてお買い上げくださった読者の皆様。本当にありがとうございます。手に取るのに勇気が必要なタイトルではなかったでしょうか。恐らく皆様は、立派な勇者になる資格があります。世界は任せました。

　改めてになりますが、このたびは本当にありがとうございました。

　またお目にかかれる機会がありましたら、是非よろしくお願いいたします。

佐遊樹
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